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異動の季節と研修

●

小林隆志

私
の
か
つ
て
の
上
司
に
は
、
こ
の
季
節
に
な
る
と
決

ま
っ
て
さ
れ
る
話
が
あ
っ
た
。
何
度
も
聰
く
機
会
が
あ
っ

た
た
め
、
自
然
と
そ
の
話
が
頭
に
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
に

な
っ
た
。

そ
れ
は
、
「
異
動
は
最
大
の
研
修
」
と
い
う
話
だ
。

異
動
と
い
う
身
の
回
り
の
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
、
こ

れ
ま
で
当
た
り
前
に
見
え
て
い
た
こ
と
を
新
鮮
に
感
じ
た

り
、
こ
れ
ま
で
な
に
げ
な
く
行
っ
て
き
た
業
務
の
と
ら
え

方
や
評
価
が
変
わ
っ
た
り
、
自
分
の
立
ち
位
置
が
変
わ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
随
分
と
も
の
の
見
え
方
が
変
わ
っ
て
く

る
。こ
れ
は
、
四
月
に
な
っ
て
職
種
が
変
わ
っ
た
人
、
職
場

が
変
わ
っ
た
人
、
職
場
は
同
じ
で
も
館
内
で
異
動
し
た
人
、

同
じ
課
内
で
も
担
当
が
変
わ
っ
た
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
に
当
て
は
ま
る
の
で
は
と
思
う
。

少
し
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
私
に
と
っ
て
最
大
の
研
修

の
機
会
が
到
来
し
た
。
二
○
二
○
年
度
に
私
は
知
事
部
局

の
商
工
労
働
部
産
業
振
興
課
に
異
動
に
な
り
、
先
端
技
術

推
進
担
当
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
先
端
技
術
と
名
が
つ
く

と
お
り
、
担
当
内
で
は
耳
慣
れ
な
い
単
語
が
飛
び
交
っ
て

い
た
。
ま
さ
に
研
修
：
…
。
。

「
染
色
体
工
学
」
「
ヒ
ト
化
マ
ウ
ス
」
「
Ｃ
Ｈ
Ｏ
細
胞
」

「
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ン
バ
ブ
ル
」
「
医
工
連
携
」
「
陸
上
養

殖
」
「
グ
リ
ー
ン
商
品
」
「
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
」
「
三
ｇ
×

冒
弓
メ
イ
カ
ー
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
な
ど
な
ど

も
と
も
と
文
系
の
私
に
は
す
ぐ
に
は
理
解
で
き
な
い
分

野
が
多
く
、
必
死
に
過
去
の
資
料
に
目
を
と
お
し
な
が
ら

理
解
し
よ
う
と
努
力
し
た
。
そ
し
て
あ
る
日
、
そ
も
そ
も

先
端
技
術
の
推
進
を
担
当
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
こ
れ

ま
で
に
な
い
新
し
い
分
野
の
開
拓
を
目
指
し
て
い
る
わ
け

な
の
で
、
自
分
が
そ
の
分
野
や
最
新
の
用
語
を
理
解
し
て

い
る
は
ず
も
な
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
し
ょ
う

が
な
い
こ
と
に
気
が
付
い
た
。

そ
ん
な
時
、
当
時
の
Ｍ
課
長
が
ぽ
そ
っ
と
つ
ぶ
や
い
た
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
つ
い
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
時
に
は
、

図
書
館
に
行
っ
て
調
べ
て
く
れ
ば
い
い
」
と
。

実
際
、
そ
の
言
葉
に
従
っ
て
課
員
が
「
県
庁
内
図
書
室
」

に
情
報
収
集
に
出
か
け
て
行
っ
た
。

鳥
取
県
立
図
書
館
の
職
員
は
、
二
○
○
六
年
か
ら
「
鳥

取
県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
」
が
主
催
す
る
自
治
体
職
員
向

け
の
情
報
収
集
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
を
担
当

し
て
き
た
が
、
県
庁
内
の
各
課
・
各
係
の
中
で
一
人
ぐ
ら

い
「
図
書
館
に
い
っ
て
調
べ
て
み
た
ら
」
と
声
を
上
げ
て

く
れ
る
職
員
が
い
て
、
役
所
の
仕
事
に
図
書
館
を
使
っ
て

く
れ
る
機
会
が
増
え
た
ら
い
い
な
と
思
い
描
い
て
い
た
場

面
が
、
そ
れ
か
ら
十
四
年
後
の
二
○
二
○
年
の
自
分
の
目

の
前
で
起
こ
っ
た
の
だ
。
継
続
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

を
実
感
し
た
。

（
こ
ぱ
や
し

た
か
し
／
鳥
取
県
立
図
書
館
）
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誌」にも長く寄稿いただいた漆原氏

の写真を使Ⅱ1したものである。漆原

氏の写真集「ぼくは，図書館がすき』

(日本図書館協会2013)および「ぼく

は，やっぱり図書館がすき」（|言|本図

書館協会2017）に掲載された写真か

ら厳選した。『ぼくは．図書館がす

き」の冒頭に 漆原氏の想いが語ら

れている。「ぼくは，図書館を目にす

ると，どんな|+',会いがあるかわくわ

くします。求めるものに出会った時

の顔は，見ているぼくも嬉しくなり

ます。そんな出会いを求めて足が向

きます｡」今回のポスターもそんな漆

原氏の想いに触れられるような一枚

に仕上がっている。

ポスターには，「図書館をもっと身

近に暮らしのなかに」というコピー

のほか，「あなたのまちに図書館を」

のメッセージを添えている。既に本

協会より施設会員，各都道府県立図

書館に配付しているので，伽内への

掲示などで活用していただきたい。

在庫のポスターの入手希望につい

ては, https://www.jla.or.jp/publica

tions/goods/tabid/230/Default.aspx

# kinenbiposterを参照。

夢児童図書館研究会「先輩の言葉に

学ぼう1 児童図書館研究会の歴

史をつなぐ」を刊行

児童図書館研究会（児図研）は2023

年10月に，創立70周年を迎えたこと

を記念して，2024年l ll20IIに学習

会を開催した。同耆はこの記録をま

とめたものである。

講師の杉山きぐ子氏（児図研・前運

営委員長）と島弘氏（日本図書館協会児

童青少年委員会委員長）が，機関誌

「こどもの図耆館」の記事の'1'から選

んだ先輩たちの言葉やメッセージを

20日から，所蔵する資料について，

利用者が来館せずに複写を申し込

み，複写物のPDFファイルを受け取

ることができるサービスを開始して

いる。「郵送受取」と「PDFダウン

ロード」の二つの受取方式があり，

受け取り方式によって申し込みでき

る方や複写対象資料，複写料金が異

なるので，確認の上の利用を呼びか

けている。

遠隔複写サービス(NDL) : httpS://

wwwndl.go.jp/jp/copy/remote/in

dex.html

し2024年度第2回代議員総会開催

3月13日(木),公益社団法人日本

|叉l書館協会2024年度通算第2回（定

時第2回）代議員総会がオンライン

併川のハイブリッド11',朧方式で開催

され，2件の議案とその他を含め7

件の報告がなされた。

第1号議案の「公益社団法人日本

図書館協会定款の改正について」で

は．代議員選挙規程の改正に伴い，

第13条（代議員). "14条（代議員の

任期）及び第15条（補欠の代議員）

の改正を．また，第31条（理事及び

監事の選任並びに解任等）について

｢一般社団法人及び一般財団法人に

関する法律」第70条第1項に沿った

改正を行うことについて提案どおり

承認された。第2号議案では，「公益

社団法人日本図書館協会2025-2026

年度の理事・監事選任に関する基本

方針及び選任方法等について」も提

案どおり承認された。

報告事項では，「中長期財務計画に

ついて」「2025年度公益社団法人日本

図書館協会事業計画について」及び

｢2025年度公益社団法人日本図書館協

会予算について」「公益社IJl法人日本

図書館協会代議員選挙規程につい

て」「2022 - 2025年度代議員補欠選挙

結果について」「第11()回全国図書館

大会長崎大会及び第111回全国図書館

大会愛媛大会について」が合わせて

報告され，代議員から活発な質問，

意見が出された。総会は171時に閉会

した。

し国立国会図書館，遠隔複写サービ

スの複写物をPDFファイルで提供

する「遠隔複写(PDFダウンロー

ド)」を開始

匡|立国会図書館では．2025年2月

’図書館記念日・図書館振興

の月のポスタ-2025完成

’
4月30日の図書館記念日・5月の

図書館振興の月をPRするポスター

が完成した（写真)。デザインは．図

書館を撮り続けた写真家・漆原宏氏

の写真を使用し，「ぼくは，｜叉|害館が

すき－漆原宏写真集』などを手掛け

たR-coco (アール・ココ）の清水良子

氏に依頼した。

2()25年度のポスターは，『図書館雑
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テーマに沿って紹介し，現在の課題

に引き付けて考えるために．汐崎順

子氏（児図研・副運営委員長）が解説と

まとめをされている。

記事の中で主なものは再録して読

めるようにしたほか，児図研の歴史

のどこに位置するかわかる詳しい年

表も掲載されている。

詳細: https://www.jitokenjp/ (｢出

版物一購入方法」から注文）

会図書館の視覚障害者等用データ

送信サービスのデータ提供を考え

ている方のために．国立国会図書

館障害者用資料検索（みなサー

チ）の紹介（国立国会図書館職員

（予定))．全国音訳ボランティア

ネットワークの活動紹介及び図書

館・ボランティアに望むこと（藤

田晶子：全国音訳ボランティア

ネットワーク代表）

対象：視覚障害者等の資料を作成し

ている音訳者，音訳ボランティ

ア．障害者サービスを担当する図

書館の職員 その他セミナーの内

容に関心のある方

問合先：障害者サービス委員会事務

局 E-mail : syousa@jlaor.jp

詳細および申込方法：障害者サービ

ス委員会HP http://wwwjla.oL

jp/portals/0/html/lsh/2025onyak

u.html

掴障害者サービス担当職員養成講座

（入門）

日時：直接参加＝6月5日（木) 10:

00-16:40, 6日（金) 10;00-16:00

部分参加可／動画配信＝7月1日

（火）～9月30日（火）

方式：直接参加，後日動画配信

会場：直接参加＝日本図書館協会／

後日配信= Box

内容：障害者サービスの理念・利用

者・サービス・制度／障害者サー

ビス用資料の特徴と入手方法／

「サピエ図書館」の使い方／視覚

障害者の理解と配慮すること／

「国立国会図書館障害者用資料検

索「みなサーチ」の利用方法につ

いて／聴覚障害者への図書館サー

ビス／障害のある子どもたちへの

サービス／実際のサービスにつな

げるために～PR・サービスのコ

ツ，職員の役割～

対象；障害者サービスの進展を望ん

でいる公共図書館職員 学校図書

館職員，など

定員：直接参加＝50人‘動画配信＝

定員なし

参加費：日本図書館協会個人会員

2,000円／個人会員以外3,000円（資

料代含む）

＊動画配信も同額

＊施設会員の職員も個人会員以外は

3,000円

＊直接参加者は、動画配信も視聴可

申込締切：直接参加＝2025年5月23

日（金）定員になり次第締切，た

E告知 板a

3Dつどい

■音訳者・音訳ボランティアのため

の著作権セミナー

主催：日本図書館協会

企画・連営：障害者サービス委員会

（担当：関西小委員会）

|ﾖ時：5月18日（日) 13:00-16:45

会場：オンライン(Zoom )

定員：200名（先着順）

参加費: 1,000円

内容：音訳ボランティアに必要な著

作権法条文とその解説（小原亜実

子：大阪府立中之島図書館)，政令

指定グループへの登録及び国ウ国

弓､こ"寺､學〆号邑〆今望〆壱､巴ﾀ寺、シ÷、シ弓、呂〆寺､÷へ一〆号迫〆÷､皇〆寺､÷'号､号宅、ニヅテ÷〆尹違戸÷、ニベ､一号､､シ弓へ÷〆弓､一〆号出島〆手､ン寺磑シ裂宕､当ｿ÷､÷弓堅と‐令、呈〆手当ﾀ宅、÷〆号琶〆寺、当〆寺、÷ず÷、呂戸〆子、シ帝、皇〆弓､÷'壱､÷〆号､一幸宅、呈〆宗邑〆寺､吾〆弓畳ご〆壱、シ÷、÷裂号÷弓、と"寺、竺〆寺、シーテ÷〆宗一

『日本の図書館 統計と名簿 2024」お詫びと訂正

『H本の図書館 統計と名簿 2024」（2025年3月刊）に誤りがありました。

深くお詫びするとともに以下のとおり訂正いたします。

｜ Ⅱ頁 訂正箇所

可
Ｌ
、

に
ニ
ノ

一
言
口

妬
〃

〃
〃

7 前々年度決算額（万円） 臨時経費

〃

8 今年度予算額 （万円） 臨時経費

〃

』
〃
二

一坐
一
ｔ
三

区
区

市
計

市
計

7799

5352

5852

8873

2114

2165

1 087

1175

０
１

０
９

３
８

７
５

２
２

２
３

4245

1 797

7937

0958
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1 ナ
！ ‐‐ $7F●･NEWS･･画 ；

…
：

リ
自由宣言ポスターをめぐる I

｛
2つのエピソード ｛

（

メ
リ

山口真也I

だし、手話通訳希望の場合は5月

9日（金）締切／後日配信参加＝

2025年6月23日（月）締切

詳細・申込方法：日本図書館協会障

害者サービス委員会HPをご覧く

ださい。

https://www.jlaor.jp/portals/0

/html/lsh/2025kiso.html

ウ

山口具也｛I
（ ＄

；2024年は｢図書館の自由に関する宣言｣採択70年[|の節Eの年というi
刈 り

｛ことで，私が編集委員をつとめ，年1回発行している『沖縄県図書館協リ
（ ＜

I会誌』という雑誌で,自'h宣言にまつわる風景を県内の図書館から写真〈

iで提供してもらおうという企幽を細んだ｡ある大学図筈鱗で'よｴﾝﾄ1
1ランスからすぐに目に入る柱に自由宣言の主文を載せたﾎｽﾀｰを掲示I

;して 毎年の新入生対象の｢図書館ﾂｱｰでﾎｽﾀｰ前に学生を集めて’
1説明をしている｣こと ある村立図書館では｢図書鮒が私たちの人擁をI
I守るためにどのような役割を果たしているのか｣を知ってもらうために1
1宣言ﾎｽﾀｰとともに資料展を行ったこと後どさまざまな取り組みをI
I知る機会になった｡ある大学図書館からは,今'回'の企画を機に館長とスI
ﾘﾀｯﾌで話し合い,｢ﾎｽﾀｰを事務室からﾌﾛｱ内に貼り直しました｣1
1という嬉しい報告もあった。 I

｜かなり前のことだが宣言ﾎ”‐については≧んなことを見聞き1
＄したこともある。館内に貼り出されていたポスターについて､「法律でもり
(・ （

I条例でもない規則を貼るのはおかしい｣という指摘が職場内であり 話I

IL合いの末撤去することにな・たという。 1

1"鱸蕊篭猟f繍騏風駕醗
|もぁ…ぅ.しかし宣颪…や救訂の過職を苔…る増ｮ北1
1国憲法が保障する基本的人権と平和を希求する図書館関係者のさまざま；
》な思いがあったことがみえてくる。自111宣言とは 知る自｢11をはじめと1
1 ゾ

Iする基本的人権の尊重に図書館がどうコミットメントしていくか,図書1

1館法や学校図書館法旗どの個々の法令では読み蝋りつらい憲法との關わI
｛りを｢可視化｣｢見える化｣するものであり 厳しい時代を生きた先人か｛

|ら私たちに願いを込めて手渡誉れたものという捉え方もできるだろう｡I
1「自山宣言は凶嘗鯨界の悲法』という言葉も… そこには｢憲應のI
｛ように大切なもの｣という比輪以上の意味が含まれていると思う｡み蔭I
｛さんの図書館に宣言ﾎｽﾀｰは貼ってありますか？ zメ

！ ‘やﾎぐ‘‘んや:ILA側警鑓……↑蝿蝋際火学';
･･･｡････････卑●一･････｡･･.｡｡一一÷一一一二テー÷ー令÷イ、÷秀一÷｡｡.■･ﾛ･-..●.｡■今■｡.･･･ﾛ●.÷

o-gift/aboLlt/link/index.html参照 電子データで申請

申請方法（応募方法）：「申請書」に 間合先：国立がん研究センター が

必要事項を記載し 締切日までに ん対策研究所がん情報ギフトプロ

がん情報ギフトプロジェクト事務 ジェクト事務局（〒104-0045 *

局(ganjoho-gift@nCcgojp)宛に． 京都中央区築地5-1-1)

慾その他

日本図書館協会大学図書館部会

委員会委員（個人会員）候補者

募集について

’
日本図書館協会大学図書館部会で

は，2025年度委員（個人会員）の候補

者を募集しています。

公募につきましては 大学図書館

部会Webページ(http://ww w.jla.or.jp

/divisions/daigaku/tabid/269/Default.as

px)をご覧ください。

◆2025年度がん情報ギフト「結ぶ」

事業 企画公募開始

国立がん研究センターがん対策研

究所では，2025年2月3日（月）より，

2025年度がん情報ギフト「結ぶ」事

業の企画公募を開始した。

同事業は，がん情報ギフト寄附館

が「市民へのがん情報普及の拠点」

として，確かながん情報の提供とが

ん相談支援センターを周知するこ

と，さらにその役割を図書館が医療

機関。行政機関等と連携し，拡充・

発展させていくことを目標に, 2021

年度にスタートしたものである。

募集期間：2025年2月3日（月）～5

月12日（月）必着

募集要項・申請害: https://www.n

cc.go.jp/j p/dOO4/donation/ganjoh
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口低

令和7年度司書および司書補の講習実施大学一覧

『
’ ’実施

大学名
NO 講習期間ー 刀、Iヌ （ 実施方法 定 員 申込期間 選定方法’ 実施場所・連絡先

７
９

年
一
年

７
日

７
日

和
製
和
胆

〈
洞
口
〃
△
洞
口
灯

聖徳大学1号館

(千葉県松戸市岩瀬
550）

司 書 対面 120名
令和7年4

月1日一

令和7年5

月31日

作文・

書類審査
聖徳大学1

８
９

年
一
年

７
日
７
日

和
４
和
７

令
月
令
月

聖徳大学生涯学習課

s047-365-360 1
司書補 対面 50名

明治大学駿河台キャ

ンパス（アカデミー

コモン，グローバル

フロント.12号館）

(東京都千代田区神

田駿河台1-1)

100名

(全科目受講）

20名

(部分科目受

講）

７
９

年
一
年

７
日
７

日

和
灯
和
喝

〈
洞
口
河
く
れ
日
“

３
４

年
一
年

７
日

７
日

和
Ⅳ
和
妬

へ
洞
口
河
〈
洞
口
河

明治大学 司 書2 対面 書類審査

明治大学リバティア

カデミー事務局

冠03-3296-4423

令和7年7

月5日一

令和7年9

月20日

令和7年4

月1日一

令和7年5

月20日

オンライン・

オンデマンド

鶴見大学

盆045-580-8623
鶴見大学

３

司 書 120名 書類審査

６
９

年
一
年

７
日

７
日

和
”
和
Ｂ

《
ア
ロ
〃
〈
洞
口
〃

愛知学院大学 日進

キャンパス

(愛知県日進市岩崎
町阿良池12)

司 書 対面 120名 ４
５

年
一
年

〔ｊ
日

７
［
廿

和
７
和
７

《
洞
口
河
《
洞
同
月

愛知学院

大学
作文・

書類審査
4

６
８

年
一
年

７
日
７
日

和
訂
和
訓

〈
や
口
吋
へ
洞
ロ
ロ

愛知学院大学

s0561-73-1111 (内

線5045）

司書補 対面 5()名

令和7年7

月1日一

令和7年9

月30日

５
６

年
一
年

７
日

７
日

和
７
和
１

令
月
令
月

桃山学院大学 和泉

キャンパス

(大阪府和泉市まな

び野1番1号）

対面・オンラ

イン・オンデ

マンド

司 書 5()名

桃山学院

大学
作文・

書類審査

５

令和8年1

月8日一

令和8年3

月6日

令和7年10

月1日一

令和7年11

月4日

桃山学院大学和泉

キャンパス

a0725-92-7036

オンライン・

オンデマント
司書補 50名

140名

(全科目受講）

10名

(部分科目受

講）

７
ｍ

年
一
年

７
日

７
日

和
叩
和
釦

〈
祠
日
刎
〈
洞
口
灯

４
５

年
一
年

７
日

７
日

和
陞
和
略

〈
和
Ｒ
河
〈
洞
口
河

別府大学附属図耆館

盆()977-66-9633
別府大学

６

司 書 オンデマンド 書類審査

’
注）実施の方法については原則以下の区別によるが，詳細は実施機関に確認ください。

・オンライン：リアルタイムで行われる授業をライブ配信により受講する方法

・オンデマンド：あらかじめ準備された授業動画等を一定の期間内に視聴し受講する方法
・対面：会場において集合して受講する方法
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MX_

が寄贈

（福島民報く福島・県北> 2/12)

●1カ月l l11lも読まない60.2% [福

島]県内高校生読書調査 前年度比

1ポイント減 ［県高校司書研修会

まとめ］ （福島民報2/14)

し郡山公文書施設開業へ 「[郡山]市

歴史情報博物館」来月15日 資料14

万点保管 430点を常設展示

（読売く福島>2/20）

●関東

伊総延べ最大2.1万㎡に 鉾田市 新

庁舎・公共施設整備 ［図書館など］

（日刊建設工業12/19)

抄学びと交流新拠点 桜川[市］「さ

ぐらす」開業へ 機能集約 図書館

十公民館十市役所支所

（茨城l/30,関連2紙）

験笠間市，機能集約を検討［図書館

など］ （朝日く茨城> 2/21)

い｢文化と知」構想巡り[栃木]県方針

PFIで整備・運営 他県事例踏ま

え 設計含め包括発注検討 ［図書

館など］ （下野1/30,関連l紙）

陰新|xI書館の窓口 委託先候補選定

図書館流通センターに［藤岡市］

（上毛l/17)

し藤岡[市]の複合施設[｢ふじまる｣］

秋開館 ［図書館など］

（朝日く群馬>2/15)

抄太田[市]に図書館 マンガ1 5000冊

閲覧だれでも 一般本貸し出しも

23日オープン ［｢エアリスベー

ス｣］ （朝日く群馬>2/21）

抄認知症，介護 読書で予防 三郷

市の図書館 出前講座を展|州 大活

字本購入も ふれあいブックヮゴン

書籍購入の予算増額（埼玉12/15)

し国分寺市庁舎跡 官民一体で整備

4月から事業者公募 ［|叉I耆館な

ど］ （朝日く東京・多摩> 2/18)

惨公立図書館で初 「[第3回]読書検

定[神奈川新聞社杯]」展示 ［大和市

寸図書館］ （神奈川l/29)

し[東急田園都市線]鷺沼駅前 再開

発本格化 25年度 東急など 高層

／ 読書文化を保護 読売新聞

社．講談社 書店活性化へ向けた共

同提言全文 書店と図書館の連携を

地方創生へ。新規書店が出やすい

環境整備を 絵本専門士など活用

し，読書教育の充実を ⑤結び（書

店の価値を見直そう） ／〔スキャ

ナー〕消える書店 出版界に打撃

読売新聞社・識談社提言 地域の文

化拠点失われる恐れ「寂しい」 赤

字 意欲ある人材 海外では国が積

極支援 ドイツ 特色ある店表彰

フランス 若者に本購入補助

（読売2/7，｜對連2紙）

⑧北海道・東北

'〔なるほどl上川〕名寄[市]新図書

館見通せず 中心部再生の呼び水と

期待高いが.・・計画に遅れ 移転先

も未定 （北海道く旭川・上川>2/7）

し端野図書館 建て替え凍結 北見

市27年度まで 財政難 市民の声受

け きよう市議会[総務教育]委[員

会]で表明（北海道く北見・

オホーツク>2/18,関連l紙）

惨〔図書館最前線〕3 青森[県］・っ

がる市立図書館 大型モール内，郷

土色も （下野2/3）

し花巻[市］ 新図書館候補地 意見

集約 市民会議 [JR]花巻駅前と総

合[花巻]病院跡地

（読売く岩手>2/16,関連l紙）

し｢にぎわい」「市民主役」重点 登

米[市]の複合施設・市が基本構想最

終案 反対住民有志が住民投票署名

簿 市選管に提出［図書館など］

（河北新報l/28)

し[福島]県立図書館[｢県民のくらし

応援文庫｣]に260冊を寄贈 ふくしま

未来研[究会］ （福島民報l/18)

陰カンボジア［クラチェ州プア小中

学校]に学校|叉|書館[｢マルナカ図書

館｣］ 二本松[市]のマルナカ 開設

支援「子どもには教育が大切」

（福島民報l/24)

し[福島]県立図書館に児童図書22冊

［国際]ゾンタ福島[ゾンタクラブ］

p新聞切抜帳a
●全国

し国立大[学］命名権買って 寮や

ホール 安定財源に「相場」難しく

高額案件苦戦 改修費不足 認知

度高まる 買い手がつかない 自治

体「味[の素]スタ［ジァム]」先駆け

［上越教育大学：図書館学習スペー

ス「東京書籍Edu Studio」など］

（読売1/11")

し学校図書館司書の安定雇用を

[日本図書館]協会が地方自治体･|ZI

に訴え （日本教育1/13)

し本離れ改善へ図書館改革 学校と

の連携強化 ［文部科学省］

（読売1 /22)

抄〔＃「普通」をほどく〕読まない本

タブレットやスマホでく’つと身近

に 広がる「誰もが楽しめる棚」

[「りんごの棚｣］ （毎日l/27)

し〔活字の海で]TRC・日販，書店減

に危機感 図書館で本販売実証実験

［｢図書館商店（仮）プロジェク

ト｣］ （日本経済2/1）

い書店振興 官民で 読売新聞社・

講談社提言 「自治体内に0」増加

キャッシュレス負担軽減を 決済手

数料が経営圧迫 ICタグで書店の

DX化を 購買傾向把握し返本削減

書店と図書館の連携を 地域に

合ったルール整備 新規書店が出や

すい環境に 交付金活用し地方創生

絵本専門士など活用を 読書教育

を幼少期から「知のインフラ」守ろ

う 文化部長 小布施祐一 ／ 支

援拡大が急務 読売新聞社・講談社

書店活性化へ向けた共同提言全文

本文記事1面 ①提言の目的・趣

旨 ②書店を巡る状況 減少する書

店 読書離れ コンテンツ産業への

影響 ③諸外国の取り組みと日本の

現状 諸外国 日本 ④提言 書店

向けキャッシュレス決済手数料の引

き下げをICタグで書店のDX化を
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ビルや広場整備 ［川崎市 図書館

など］ （神奈川l/30)

し横浜市 港北図書館の建替検討

周辺公共施設と複合化も

（建設通信l/30)

し〔教育ルネサンス〕［神奈川]県立図

書館 学び直し支援 知識の生かし

方講座や「Lib活」テーマ幅広〈

仲間と交流も（読売く神奈川> 1/31)

●甲信越・北陸

レ私設図書館 交流の輪生む 北

陸 本介しイベントなど盛ん 石川

［県］ 被災者と手芸 心和む[｢おん

せん図書館みかん｣］ 福井[県］ 商

店街 高校と活性化[｢私設図書館つ

ぐみ｣］［富山県「Goodie｣ ,石川県

｢Community&Libraryコトノハ｣］

（日本経済く北陸> 1/24)

し〔図書館最前線]l 富山[県]･小

矢部市民図書館 駅舎に併設 利便

性向上 （下野l /20)

し小松[市］・未来型図書館 年40万

人の利用想定 180台収容 年金事務

所前に立[体]駐[車場］ 市議会3常

任委[員会］ （北国12/14)

し本と出合う機会増やす 子どもの

読書活動 ［福井]県[第]4次計画案

まとまる 図書館で書店在庫確認

学校司書配置へ養成講座（福井2/4）

，[佐久]創造館跡が候補地 佐久市

中央図書館再整備 年度内に基本

構想 （建設通信12/13)

●東海

し新[静岡]県立図書館 再入札来夏

に 完成遅れ 28年8月以降

（静岡12/14)

し図書館再編 中核の「星が丘AL

[アクティブライブラリー]」 ボウリ

ング場[｢星が丘ボウル｣]跡 商業棟

内に ［名古屋]市教[育]委[員会]方

針 15万lll1･規模 28年度開館へ 星

が丘AL整備で住民監査請求 「調査

業務委託は違法」

（中日l/28,関連l紙）

し書店ない御浜町 トーハンと連携

［三重]県内初 販売車派遣など

（朝日く三重>2/5）

し名張市の4施設 新愛称が決まる

図書館・総合体育館なとﾞ［｢市立

図書館すなお｣］

（朝日く三重・伊賀>2/7）

，伊賀[市］の近代建築 荒波越え

「再生」 板倉準三氏設計 旧上野市

庁舎，ホテルに 保存連動担った滝

井[利彰]さん 「全国に誇っていい」

名称は「泊船」公共図書館も 7

月プレオープン予定

（朝日く三重 伊賀>2/20）

●関西

少舞鶴市の中央図書館基本設計

3600㎡・事業費は43億 京都府北部

の連携拠点 （建設通信l /20)

，豊中市中央図書館整備 ［阪急電

鉄宝塚本線]曽根駅前で複合化 3

月議会で債務負担 （建設通信l/31)

し阪神[電鉄]西宮駅北 再開発28年

着工 タワーマンション建設 中央

図書館移転 民間と市にぎわい創出

/､31年完成目指す ［西宮市］

( 7'l'戸l /24,関連2紙）

●中国・四国

レマナー違反に本は泣いてる テー

プ補修．切り取り，水ぬれ．” 米子

市立図書館 実物やパネルで啓発

汚したら[|]告を

（読売く鳥取>2/2，関連2紙）

し読書推進 図書館，書店タッグ

出雲[市］ 貸し出し，売り上げ 人

気本ランキング展示 ［出雲中央図

書館 今井書店出雲店］

（山陰中央新法l/23)

b｢読書をあきらめないで」 隠岐の

島町図書館 宅配サービス ［島根

県］ （朝日く島根> l/30)

，地元で就活後押し ［岡山]県立図

書館にコーナー[｢就活，スタート！」］

企業ガイドや催しチラシ

（山陽2/1)

，指定管理 啓文社など継続 尾道

市立図書館 25年度から5年間

（中国l/11)

し延べ2865㎡ 27年度着工 図書館

複合化基本計画 美祢市

（日刊建設工業12/18)

しみどりが丘図書館[来館]10万人

柳井[市］ 光[市]の小[学校］5［年

生]矢野[詩華]さん 「静かに学べ開

放的」 （山口l/26)

陵ビル完成1年程度の遅れ 工事費

高騰 計画見直し[JR]岩国駅西口

再開発 ［岩国市 図書館など］

（中国く山口>2/11)

，〔図書館最前線〕2 高知[県］、四

万十町立図書館 軽トラ導入．機動

力発揮 （下野l/27)

●九州・沖縄

レにほんごたのし<おぼえて 市助

成金で購入 外国人向けの250冊 早

良区 福岡市総合図書館で「[にほん

ご]読書会」 アメリカやインドネシ

ア．マレーシア出身の25人参加

（毎日2/7）

し｢諫早日記」解読にAI活用 古文

書判別の効率化へ導入 ［諫早市立］

諫早図書館 「読みやすく市民に公

開」 （長崎1/27)

伊日向市新図書館像考える 市民ら

研究集会初会合 ［｢新しい図書館市

民ワークシヨップ｣］

（宮崎日日l/28,関連l紙）

沙安心利用できる施設に 伊佐[市］

新庁舎工事 安全祈願 ［図書館な

ど］ （南日本l/31)

bホール、図書館．防災拠点にも

複合施設 構想公表 ［鹿児島県]東

串良町 29年度オープン目標

（南日本2/11)

し南城[市]に書店兼図書館施設 27

年度にもオープン 市役所隣に県内

初計画 （沖縄タイムス2/2）

r一一一一一一一一=一一ー=一一=一一=一一一一一一一~~ー=一一=一一=一一一一－－－1

1今月も阿部千春様 石井一郎様 桑原｜

|芳哉様 および小郡市立図書館の皆様｜
|より記事の提供を受けました。ありが｜

|とうございました。
L---------－－－－－－－－－ー__－－－－－－－－－－－－-------」
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“ 新館紹介
熟f,

開館 2024年

7月l日

延床面積

2,516 nf識識鶴懸'蕊議
しようないちよう

■庄内町寸図書館 （山形）

設計：シーラカンスケイアンドエイチ 〒999-7781

束田川郡庄内町余目字三人谷地97 念0234-43-3039

P図書館と内藤秀因水彩画記念館の併設メリットを活かした
｢絵のある図書館 本のある美術館」として．絵と本の融合を
目指した‘特色あふれる施設となっています。 （佐藤晃子）

ちゅうおうぐ は る み

■中央区立晴海図書館 （東京）

設計：日本設計 〒lO4-0053

中央区晴海4-8- 1 晴海区民センター3･4階 盆03-5166-3131

レ複合施設「晴海区民センター」内に開館。ワンフロアを10代
から20代向けのTeens & Youthエリアとし，誰もが気軽に読

書に親しめる洲在型図書館を|空|指しています。 （三浦なつみ）

三
ご薮 一一

■

開館 2024年

9月14日

延床面積

2497nf

開館 2024年

6月l日

延床面積

1.710㎡ よ こ て し

溌横手市立横手図書館 （秋田）

設計: ALEX ･浅井謙建築研究所･ Arch5共|可企業体

〒01 3-0036 樅手市駅前町2-12 横手11f生涯学習館Ao-na内
金0182-32-2662

b横手駅東口に開館した横手市生涯学習館「Ao-na」内に移
転。蔵書点検ロボット「あお－ニャ」や横手のマンガ文化を

PRする「マンガコーナー」があります。 （高本明博）

な か が わ し

■那珂川市図書館 （福岡）

設計：古森弘一建築設計事務所

〒811-1253 那珂川市仲2-5-l a092-954-3737

レ多種多様な座席を配置し，読書 学習，読み聞かせなど，来
館者が思い思いに過ごせる図書館。蔵書数は約20万冊。「知」
と「地」をつなぐ情報ステーションです。 （藏薗 文）

新館情報募集1

日本図書館協会では，新設図書館の情報を募集していま

す。公立．私立，大学‘短大‘専門等 館種は問いません

(学校図書館は含みません)。

①図書館名

②所在地（公立図書館の場合は市区町村名まででも結柵

です）

③電話番号

④開館日

以上の情報を､おわかりになる範囲で結構ですので．下

記までお知らせください。

四
耳
４
軸
匹
泊
削
関
聯
卸
ｎ
脚

開館 2024年

6月30日

延床面積

478㎡

みさきちよう

■美咲町立中央図書館 （岡山）

設計：ライフデザインカバヤ・丹羽建築設計事務所共同企業体

〒709-3717 久米郡美咲町原田3100-1 盆0868-66-7151

レ｢みんなの交流の場」というコンセプトのもと，縁側憩いコー
ナーと縁側読書スペースを設置。誰でも読書を楽しんでもらえ

るようバリアフリーコーナーを拡充した。 （山本佳苗）

〒104 -0033 東京都中央区新川1-11-14

公益社団法人日本図書館協会 新館紹介係

FAX.03-3523-0841 E-mail : zasshi@jla・or.jp
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|◎。◎ 。◎。]特集◎市民提案による図書館との協働

市民提案型の協働事業制度の現状と課題
一図書館や社会教育施設における展開のために－

新川達郎

1．協働推進と図書館

全国の地方自治体において，市民提案型の協働

事業が進んできている。具体的には，地方自治体

が市民提案を受けてそれを市民や市民団体あるい

は事業者と行政との間で役割分担をして一つの事

業にする制度である。事業規模も小さい場合が多

く，また市民提案とあるように一人一人の市民の

暮らしや生き方に即したこれまでにない事業提案

が行われてきている。たとえば，市民提案型協勵

事業の一つとして，市民団体による図書館での読

み聞かせや母子の読書活動支援 市民企画と市民

実施による図書館内の展示，引きこもりや不登校

の若者に対して図書館のボランティア体験を通じ

て自立支援を試みるNPO活動など，従来の枠組み

にはない試みが進む。

一般的には協働の推進は都道府県や政令指定都

市では，当然のことと考えられており，ほとんど

の団体が協働に関する指針を持っており，その中

で協働推進の施策展開をしている。市区町村につ

いては，協働推進の方針や計画の策定にとどまら

ず．自治基本条例における協働の規程や別途に市

民参画と協働を条例化するところも見られる。協

働推進を掲げる地方自治体の多くは、自治基本条

例を制定している団体であり‘市区町村条例を中

心に2023年度で400団体を超えて制定されている。

これら協働推進の一環として，市区町村など地

方自治体を'-|-!心に市民からの提案によって，協働

事業を実施する事例が定着してきた。市民などの

提案を受けて，行政としても資源提供を含めて役

割や責任を分担して，市民の社会的なニーズに応

える公共的なサービスを実現するものであり，福

祉や教育。健康づくり，環境保全，多文化共生，

あるいは産業振興など多様な分野にわたって実現

されている。こうした協働提案を事業化する制度

は, 2000年代に入って，静岡市や豊中市など‘い

<つかの都市を中心に先行的に始められてきたが，

その後20年余りの間に，全国的にも広がっている。

その基本は，市民や市民団体，あるいは事業者

などからの提案を受けて，地方自治体行政との連

携協力を行い，公益的社会的に意義ある事業を市

民（団体）と行政とが役割分担をして進めるので

ある。中には継続的な事業として定着したものも

あるが，すでに事業を終えたものも多い。

ところで協働が実現されている分野という観点

からみると，図書館での活動も多く見出される。

地方自治体の図書館については，広い意味での協

働という点では，指定管理者制度や公民連携(PPP

/PFI), DX化事業など，施設の在り方にも関わ

る大規模な事業ベースのものが進む。しかし本稿

ではそうした論点ではなく，図書館が持つ本来機

能を充実させ，そのなかで新たな市民ニーズに応

えていくことに焦点を合わせたい。つまり、日常

的に図耆館を活用するなかで，多様な利用の方法

や利用者の多様なニーズに応え，また時には社会

的な課題にもこたえていくようなサービスが㈱とﾞ

のようにすれば豊かに提供できるかを考えたい。

実際に図書館の基本的な機能は変わらないとし

ても，それが本当に市民の教養や研究，あるいは

リクレーションにつながるためには，市民のニー

ズに的確に応えていくことが必要となる。そのと

き‘実は，市民を現在の図書館利用者としてのみ

考えるのではなく，図書館機能を充実発展させて

いく担い手としても考えていく発想が求められる。

もちろん不断に利用者の声を聴いていくことは，

図書館運営の基本であるし，図書館協議会等の重

要な役割ではある。また図書館友の会などのボラ

ンティアによって啓発や新たな学習また参加活動

などが活発に進められているところもある。

しかしながらそれ以上に積極的な市民の参画を

得て，図書館の活動を多様に展開する可能性を開
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変わらざるを得ないところに来ている。地方自治

体の権限や能力はもちろん大きいものがあるが，

同時に、その活動への期待は高くなるばかりであ

り，その一方では解決困難な課題は日常的に顕在

化する状況にある。公共部門の役割を公共部門だ

けで完遂することが難しくなっている。民間部門

とのセクターを超えた協働を通じて．市民や市民

団体あるいは事業者などの能力を掛け合わせなが

ら公共の責務を果たすことが，もはや自|ﾘ1のこと

となっているといってよい。

くこともできる。具体的には，前述したように市

民などから地方自治体の行政への提案によって協

働型で新たな事業を実現する制度に着目すること

ができる。そうした市民提案型協働事業の成果は，

図書館に限らず，地方自治体の行政活動や市民

サービスなど全般にわたって展開されている。以

下，本稿では，市民提案型の協働事業について若

干の整理と検討を行い，それを踏まえて図書館に

おける応用可能性を考えてみたい。

2．市民提案による協働事業の考え方とその進展

そもそも何故に市民提案型の協働事業なのか。

その背景には，現代行政にさまざまな制約や限界

がある中で，なお，市民生活をより豊かに暮らし

やすくしていこうとする試みを，市民自身の発意

や発想により，そして市民の主体的な参画と協働

により実現しようという市民自身と地方自治体の

努力があるといってよい。その背景には㈱大きな

エポックとして1995年の阪神・淡路大震災に際し

てのボランティアの活躍がある。こうした市民活

動が公共的な役割を担っていくことへの視点の転

換があったともいわれ，この年はボランティア元

年などと称されることもある。

こうした市民のボランティア活動やその役割へ

の着目が進んだ要因を以下では少し考えてみたい。

第1に，こうした市民提案型の協働事業が必要

とされる背景には，地方自治体における市民ニー

ズの的確な把握の困難化がある。従来の行政の施

策や事業 その政策形成の仕組みや企画方法など

では，今日の市民生活の中から生まれる多様な

ニーズを発見し的確に対応できない。新しい発想

を積極的に取り入れ，市民の意向に的確に応える

ためにも多様な市民提案を，ニーズ発見の手立て

として広く募ることが必須となっている。

第2に，市民や市民団体あるいは事業者との協

働の必要性である。企画力や発想の力もそうであ

るが‘自治体行政それ自体が，さまざまな資源制

約に直面している。財源資金も，人的資源も，ま

た情報源も含めて新たな調査研究や企画をする余

裕も小さくなってきている。いわゆる公民連携に

も通じるところがあるが，日常的な行政サービス

の限界も垣間見えるし，それを市民や市民団体な

どが持つ資源あるいは力量を活かす協働によって

よりよく充足していこうとしている。

第3に，地方自治体の運営の基本的な考え方も

3．市民提案型の協働事業制度の枠組み

全国の地方自治体で展開されている市民提案型

の協働事業制度は，それぞれの地域の特性に応じ

てバリエーションがある。しかしながら，先行す

るモデルを参照しながら，後続の地方自治体がそ

れぞれの地域事情に合わせて工夫をしていったこ

とから，結果的に基本的な枠組みはほぼ共通して

いる。以下では，一般的にみられるところを参考

にしながら，制度の趣旨や概要，対象となる事業，

提案できる市民や団体，事業内容や形態 事業費

の考え方，事業採択の手続き，そこにおける特徴

などに触れておきたい。

制度の趣旨については，市民などからの提案に

よって，市民ニーズに応えることができる事業を，

市民とともに作り上げることが基本的に目指され

ており㈱市民提案と市民協働が基本的な考え方と

される。なお制度の趣旨において，市民活動の活

発化やその支援を掲げるところもある。

対象とする事業については，基本的に協働事業

とされるが，行政の活動様式からすると，委託事

業 補助事業，施設や人的資源の提供，共催や名

義後援など，さまざまな形態がある。予算化され

ている事業としては‘委託や補助が多くなる。事

業の成立条件については，ポジティブリストとネ

ガティブリストが示されることが多い。ポジティ

ブリストとしては，社会課題の解決に資する事業

市民性，社会性 公共性公益性のある事業が中心

となるが，これらに加えて先端性や革新性のある

事業，市民と行政の協働ができることやその成果

が上がる事業などが加えられていることもある。

ネガティブリストとしては，私的利益Ⅱ的の活動

選挙運動や宗教の布教活動などが，対象にならな

い。また，他の助成をもらっている場合や，一時

的なイベントを除外する場合、協働事業として未
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成熟なものなどを除外する場合もある。

提案する市民の条件については、比較的幅広く

その範囲を広げているケースが多い。とはいえ当

該地方自治体に何がしかかかわりがあることが求

められており，個人であれ法人であれ住所や事務

所‘活動場所や勤務先など．一定の関係性がある

ことが期待されている。個人であれ市民団体であ

れ, NPOや地縁団体も含めるだけではなく、事業

者など民間営利部門の個人や組織も含まれ，法人

格の有無も問題にしない場合も見られる。もちろ

ん制度の発足の背景から，非営利の市民活動団体

(NPOなど）に限定して行政との協働を標傍すると

ころもあるが，その一方では地縁団体や事業者，

また個人を含めて幅広く提案できる市民ととらえ

ているところも多い。

市民提案型の協働事業には大きく二つのジャン

ル分けがある。一つは，市民が自由に提案できる

共同事業提案であり，もう一つは行政がテーマを

決めて市民の提案を募集する協働提案事業である。

いずれも市民と行政の協働事業を基本としている

が‘市民が自由に発想して提案するものと，行政

が必要だと考えるテーマに応募するものとがある。

後者の行政がテーマを提示するタイプのものは，

課題提示型とか，行政提案型などと呼ばれるが，

市民の発意の重視という観点から批判される場合

もある。

いずれにしても協働事業提案を行う事業内容や

事業形態の自由度は高いが，提案に当たっては一

定の書式に従って記載することが求められている。

事業計画 協働の内容，経費や実施体制などであ

る。そこでは、事業の概要，計画期間 費用や予

算額（人件費 報償費‘会議費 消耗品費 交通通信

費，印刷費など)、事業計画（課題 目的，対象 事業

方法，実施体制，実施手順 見込まれる成果)，協働の

必要性や役割分担 市民団体等の過去の活動経験

(関係耆類）などが求められる。なお，毎年度の予

算規模はl事業当たり数十万円から数百万円のと

ころが多い。また，単年度事業として募集すると

ころと複数年度にわたる場合とがある。

市民提案型の協働事業は，毎年募集が行われ、

毎年採択がされるのが通例である。その中で，継

続事業で複数年度にわたって実施されるものもあ

る。事業採択に当たっては．一般的に多段階の審

査が行われるとともに，事業実施に当たっては行

政との緊密な協働が行われ 事後的には報告や評

価の義務がある。採択手続きとしては，協働事業

に関する市民と行政との事前の相談 事業提案書

類の作成と書面審査 担当部局との協議と事業内

容の精査 最終提案害の提出と公開プレゼンテー

ション，第三者機関による選考委員会の設置など

による審査がある。採択後の実施に向けては，そ

の協議 事業着手と中間段階の報告 事業完了報

告と成果の公表また発表（公開プレゼンテーション）

といったう°ロセスをたどることが多い。

4．図書館における市民提案型協働事業の展開と

その課題

市民提案による協働事業制度は，一般的な制度

であるが，その一方では，市民（団体）と図書館と

が協働している事例も多く報告されている。既存

の施設の図書館施設やその機能の範囲が出発点で

はあるが，従来の図書館ボランティアなどを越え

る市民提案や新たな図書館機能の提案が行われ，

協働型で実装されてきているのである。

そこには，さまざまな可能性があるが，一つに

は，図書や情報を利用する市民の側に立って，利

用しやすくする提案による協働事業の実践がある。

市民団体などによる図書館での子どもや親子の読

耆活動のサポート，障がい者の利用への協力，多

文化共生に向けた交流活動の実践など、図書館機

能の活用方法の開拓が市民団体などによる提案と

協働によって進められている。

二つには，従来の図書館では届かなかったサー

ビスについてのアウトリーチ活動が進み始めてい

る。例えば，移動図書館以上にきめ細かく利用者

ニーズに応える本の宅配システムや、地域施設で

の読書会開催などは，市民団体や事業者の協力な

どを得ながら，新たな利用者の発掘や新しい利用

方法の提案と開発実装としても進みつつある。

三つには，公共図書館が直面する資源制約を市

民協働によって，克服しようとする動きである。

従来の図書館の限界を乗り越えるような図書館の

維持管理における市民協働，市民協働による財源

資金の確保や寄付募集事業の展開，地域課題の協

働型解決への知の拠点形成，民間企業の協力によ

る図書情報サービスの拡充などが試みられる。

四つには，図書館施設自体の多面的な機能を開

拓し活用する方向である。図書館の建設や運営も

市民参画や市民協働が求められているが，複合施

設化することが多くなってきた図書館では，図書
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公立図書館もまた，市民ニーズに応えるサービス

を再構築し，不足する資源を市民とともに調達し，

地域社会的市民的な位置へと役割を再構成してい

かなければならない。

ともあれこれら市民提案型の協働事業を活性化

し，制度として発展させるためには，市民（団体）

側においても，行政側においても，そして制度の

設計においても，抜本的な改善や改革が求められ

ている。そのため一つには，疲弊する市民や市民

団体さらには事業者が，活発に提案をしていくこ

とを触発することができる中間支援の仕組みの重

要性が改めて指摘できる。市民提案や協働事業の

組成を支援するために必要な知識や技術，専門性，

人的資源や情報資源，さらには財源資金を含めて

提供し，市民側も行政側も支援する機能が求めら

れている。図書館に市民協働型の新しい活動を提

案し，人的資源や情報資源また財源資金も含めて

の市民支援や職員支援などを寄り添い型で実現し

ていく中間支援機能や担い手が求められている。

今一つは，イノベーションの必要性である。継続

的でかつ効果的な取り組みのためには，縮小再生

産の負のループに陥ることなく，常にその活動が

刷新されていく必要がある。そのことが，新しい

取り組みへの許容範囲を広げ，革新的な市民提案

とそれによる協働事業を生み出すことになる。図

書館やその職員そして利用者や市民が‘相互に触

発しつつ，また外部のネットワークからの刺激を

受けて，図書館の在り方やそのサービスをよりよ

くイノベーションしていく意識と行動が期待され

る。こうしたイノベーションを担う人材や組織が，

市民側と行政側の双方で活躍するためには，そう

した組織風土や組織文化が育まれていくことが重

要である。

館の利用方法の拡張が目指される。複合的な機能

に着目して，図書館の災害対策や避難所化を市民

とともに構築したり、福祉や健康づくりの活動を

図書館機能を利用しながら展開したりすることが，

市民提案などを通じて実現しつつある。その図書

館はボランティアの場，協働の場となる。

残念ながらこうした市民提案型の協働事業は，

図書館に限らず，必ずしも順調に拡大しているわ

けではない。むしろ逆に市民提案の数は年々減少

し，行政提案型のテーマも減り，時には地方自治

体によっては市民提案がない年次が見受けられる

ことすらある。市民提案型の協働事業の休止や廃

止も視野に入ってきているところがある。おそら

くこうした状況は，図書館の市民参加や市民協働

においても同様であろう。図書館や社会教育施設

を取り巻く利用者数の減少問題など今日的な諸問

題に対して，市民提案型の協働事業はそれへの大

きな期待にもかかわらず，現実には停滞し限界に

直面しているともいえる。

市民提案や市民協働の減少の原因については，

制度発足当初の魅力が失われてきていること，マ

ンネリ化してしまっていること，制度の発展に向

けての取り組みが弱いことなどが見て取れる。そ

の背景には，市民や市民団体側の問題 行政側の

問題 そして協働制度それ自体の問題が指摘でき

る。市民側については，提案疲れや協働疲れがみ

られ，新たな市民団体などが育ってきていないこ

とがある。図書館についていえば，図書や情報に

市民の関心を広げ市民を巻き込み，市民の組織化

を促す活動の推進が必須となろう。行政側につい

ては，協働取組を積極的に進める意欲や方向付け

が失われてきており，市民協働の取り組みへの無

関心や祷跨が見受けられる。図書館とその職員は，

現状で余裕がない中ではあるが，市民との関係構

築をアウトリーチ型で図るなど，従来の施設運営

のマインドセットを市民とともに作る図書館とし

て捉え直し，組み替えていく必要がある。市民提

案型の協働事業制度それ自体については，その手

続きの簡略化や使い勝手の良さへの改善などが進

まず，硬直的な運用のもとに，徐々に市民からも

行政職員からも顧みられなくなってきた。それら

の背景には，市民提案型の協働事業が，結局のと

ころ，特定の市民の活動や一部の行政の特殊な業

務とみられてしまい，地方自治体の行政運営の基

盤となる制度として捉えられていないことがある。
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特集◎市民提案による図書館との協働

もみわ広場でつながる喜び
－市民提案の協働事業に参加した7年間

水田清志

■｢せとうち・もみわフレンズ」と協働提案事業

瀬戸内市民図書館は, 2016年6月に開館し，翌

年1月に図書館のサポートグループ「瀬戸内市立

図書館友の会 せとうち・もみわフレンズ」が結

成された。もみわうレンズの「もみわ」は．「もち

より，みつけ，わけあう広場」の頭文字だ。会員

は徐々に増加し‘現在約100人に達している。会員

から年会費1,000円を集めているが，さらに充実し

た活動を行うために，市の協働提案事業に応募す

ることにした。

■瀬戸内市との協働提案事業がスタート

もみわフレンズが，市との協働提案事業に参加

したのは2018年からである。2018年の市の提案テー

マは「文化色豊かなまちづくり｣。それに対し，事

業名「せとうちルネッサンスー市民からひろげる

瀬戸内市の文化」で応募し採択された。その内容

は，市民図書館において地域文化の多種多様なイ

ベントを企画することにより，人々の新たなつな

がりを作り、市民の活動の場を創るというものだ。

主なものを5点挙げれば，①高齢者から子どもた

ちへ「むかしあそび」の遊び方を伝え，地域の遊

びの文化を継承する目的で「いっしょにあそぼう，

むかしあそび」を老人クラブの人に手伝っても

らって開催した。②子どもを対象にした宮西達也

さん（絵本作家）の講演会「にゃ－どのやさしさ，

ティラノのおもいやり」を市内のホールで開催し

た。③図書館のカウンター前で「ボサノヴァの夕

べ」ライブラリーコンサート（写真）を開催した

(図耆館の夕闇の中にボサノヴァのリズムが流れた)。④

図書館で瀬戸内市のかるた作りの講座を開催し，

完成した「瀬戸内市ふるさとかるた」を，市内の

小学校に配布した（瀬戸内市の文化や歴史や特産物の

ことが，図書館を使うとすぐに分かり大変役立った)。

⑤また．そのかるたを図書館の開館記念行事「も

みわ祭」などで活用。かるた取り大会（写真）は．

－

－

》呼r－－~一
蟹Wで…

▲｢ボサノヴァの夕べ」ライブラリーコンサート

▲｢瀬戸内市ふるさとかるた」かるた取り大会

図書館の前の芝生の庭（オリーブの庭）に赤い毛既

を敷いて開催した。その際，図書館の隣にある邑

久高校の生徒がボランティアとして参加してくれ

たことが嬉しかった。

■文化や歴史を「もちより，みつけ，わけあう」

図書館には，定員70名ほどの小さなホール（つ

どいのへや）があり，ここで図書館と協力しながら

文化講演会やワークショップを開催している。

2019年の市の提案テーマ「身近にある文化財の

活用｣，対して事業名「発見！発掘！瀬戸内市の

｢お宝』」が採択され，「地域に眠るお宝発見自慢大
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このような行事を行うために，月初めに，もみ

わうレンズの運営委員会を開催 前月の行事の反

省と当月の行事の計画を主な議題として，役員10

名と図書館館長が参加している。

■図書館と市民の協働が，地域の課題を解決する

獺戸内市行政の課題の中には，その課や室の中

だけでは解決が難しいものもあるのではないかと

思われる。その中には市民の企画による市との協

働によって解決するものもあるかもしれない。協

働事業は，市の課や室にもまた市民にもメリッ|、

があるものだと思われる。図書館で多くの行事を

行うことにより人が図書館に集まり，交流が生ま

れる。瀬戸内市民図書館の「もみわ」つまり，「も

ちより，みつけ，わけあう」ことが生まれるのだ。

これはもみわフレンズの目的にもかなっている。

瀬戸内市民図書館ではこの図書館（写真）を「も

みわ広場」と呼んでいる所以である。

会」などを開催した。「岡山城の礎を築いた戦国武

将字喜多直家」（字喜多直家は今の瀬戸内市生まれ)，

｢山鳥毛を愛した戦国武将上杉謙信」（山鳥毛は後に

5億円で市が購入した刀）などの講演会も開催した。

2020年と202 1年の市の提案テーマは「文化色ゆ

たかなまちづくり｣。それに対して事業名「育て！

郷土愛と表現力一瀬戸内市の文芸や絵画の歴史を

知ることから」が採択された。瀬戸内市出身の3

詩人（竹久夢二‘正富汪洋，高祖保）にちなんで詩を

公募し2冊の詩集を作った。詩を作ることに関心

を持ってもらうために「自分の好きな詩発見講座」

を3回開催した。結果，小学生から80代まで多く

の詩の応募があり，市民の詩集「ことばの広場」

が完成した。1冊目の詩集では359点の応募があ

り，その中から134点を入選とし作品を掲載した。

さらに，瀬戸内市出身の竹久夢二にちなんでデ

ザイン画を公募してデザイン画集 しおりやクリ

アファイルも作った。

また, 2018年に続き二つ目のかるたを作製した。

これは，読み札が瀬戸内市の歴史のクイズ問題で，

取り札がその答（固有名詞）になっているものだ。

取り札の写真は図書館のせとうちデジタルフォト

マップの写真を活用した。この「せとうち歴史ク

イズかるた」も小学校と中学校に配布した。

2022年と2023年の市の提案テーマは「デジタル

アーカイブを核とした地域資源の情報発信｣。それ

に対して，事業名「市内歴史関連の史跡を中心と

したデジタルアーカイブの蓄積と情報活用」が採

択された。市内の風景写真を公募して写真集を3

種類作り，その写真をユーチューブで発信した。

その写真を使ったクリアファイルや絵葉書も作り

図耆館の行事等で配布した。また，フィールド

ワークとして「地域街歩き」や「道草さんぽ」を

開催した。地域の街並みや海岸通り，田んぼ道を

歩きながら歴史を思い，地域の生活を思い‘新た

な発見や驚きがあった。

2024年の市の提案テーマは「図書館の実利用率

の向上｣。それに対して，事業名「もちよろう！み

つけよう！わけあおう！知識と知恵の宝庫もみわ

広場（瀬戸内市立図書館）で」が採択された。利

用者目線の図書館利用の手引きを作製した。ワー

クシヨップや瀬戸内市ゆかりの人の講演会を多く

開催した。さまざまな行事を開催することにより，

今まで図書館に来たことがない人に参加してもら

い図書館の利用率の向上につなげたい試みだ。

理 W

▲｢もみわ広場」瀬戸内市民図書館

もみわうレンズは，7年連続で協働事業に採択

され，その間に数十回の行事を行ってきた。その

中で，多くの市内外の講師とつながり，刺激を受

けあい良い効果が生まれていると感じる。図書館

のボランティアに関わって，地域の文化や歴史の

蓄積に図書館が果たす役割が極めて大きいことを

改めて感じる。そして『今,IXI書館がその地域の

文化や歴史を通じて人が集える場所やきっかけに

なってきているのが何より嬉しい。

(みずた きよし：瀬戸内市立図書館友の会

せとうち・もみわフレンズ事務局長）

[NDC l() : 016.2175

BSH : 1.瀬戸内市立図書館 2.ボランティア活動 3.地域社会］
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。◎。’。◎◎ 特集◎市民提案による図書館との協働

しようないREK 18年の軌跡
一地域と共に歩んだ道のり－

青木みどり

で、「地球ママ<らぶ」は，情報がうまく届かず孤

立しがちな外国人の多い南部地域に情報や生活支

援の拠点を持ちたいと考えていました。

そこに2004年，豊中市市民公益活動推進条例が

施行され，協働事業市民提案制度ができ，それぞ

れの思惑がうまくマッチング。「リサイクル本の活

用による図書館の活性化と地域における共生を推

進するための事業」として提案し，豊中市第1号

の協働事業に採択されました。

l､はじめに

豊中市は，大阪府の北部に位置し、人口約40万

人の中核市で，都市圏にアクセスしやすい郊外住

宅地として発展してきました。豊中市立図書館は

1945 (昭和20)年に開館し，今年で80年になりま

す。現在は，八つの図書館（地域館4，分館4，図

書室l,サービスポイント2)と移動図書館がありま

す。「しようないREK」は，豊中市の南部地域に

ある庄内図書館で活動しています。

3．「しようないREK」の取り組み

事業実施に向けて，「地球ママ〈らぶ」のほか，

市や地元商店街，環境や教育関係団体などさまざ

まな団体が集まって，「しようないREK実行委員

会」が発足，庄内図書館は活動の拠点となり，事

務局としました。「しようないREK (以下､ REK)」

のREKは,R=リサイクル,E=イベント,K=

瓦版を表し，活動の三本柱となっています。

当初 庄内図書館で週に1回程度,10時から16

時まで，常設のコーナーを設置し，図書館のリサ

イクル本を販売。リサイクル本の陳列や入れ替え

は図書館が‘販売はボランティアスタッフが行い

ました。販売ボランティアを随時募集し‘就労支

援の一環として，就労体験のボランティア受け入

れの場として，また，リサイクルスペースをコ

ミュニティスペースとして活用した「REKカフェ」

を開き，徐々に人と人が交流する場になっていき

ます。

また，リサイクル本販売以外にも，地域のイベ

ントに出向いて，図耆館で受け入れなかった寄贈

本を出張販売するほか，地域の課題やニーズに応

じた多彩な催しを開催しました。

2．協働事業の背景

2003年当時，豊中市立図書館では全体で‘毎年

4万冊の除籍資料がありました。図書館で役割を

終えた除籍資料を有効活用して㈱地域や市民に還

元し，さらに図書館と地域を活性化できないだろ

うかと模索を続けていました。

一方，外国人親子の居場所づくりに携わる子育

て中のママたちが結成した，市民活動団体「地球

ママ〈らぶ」は‘とよなか国際交流センターでの

ボランティアスタッフで，当時，庄内図書館で日

本語教室「おやこでにほんご」（現在も名称を変更し

活動を継続中）に参加していました。その活動の中
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4．次なるステージヘ

ー方，庄内図書館のある南部地域では, 1970年

をピークに人口減少，少子高齢化が進むとともに，

生活・学習課題を抱える子どもの支援や公共施設

の老朽化対策など．課題に直面していました。

これらの課題解決に向け，南部地域に点在する

既存施設の再編と市民協働の拠点となる庄内コラ

ボセンターの開設に向けた取り組みなどが進めら

れました。庄内図書館は, 1975年に建てられ，施

設や設備が老朽化していましたので，整備対象施

設でもありました。

REKの活動も18年が経過 協働提案制度のルー

ルが変わるなか，今後，どのように発展・継続し

ていくか，大きな転換点がやってきます。

これまでREKは，図耆館リサイクル本を販売し

て得た収益で‘イベント開催や情報誌発行を行い，

地域活性化を図る活動を行ってきました。

移転先の庄内コラボセンターでは，リサイクル

本販売に加えて，カフェスペースでカフェも運営

する予定だったので, REKは，このままの仕組み

を引き継ぐのか プロポーザル方式にするのか，

新しい形の協働事業を提案して行政と市民が協働

で運営するのがいいのか，新局面を迎えていまし

た。話し合いを進めながら, REKの仕組みや活動

は継続しつつ，次のステージに進むため‘いった

ん事業に区切りをつけ，市の「協働事業市民提案

制度」に再度 提案することになりました。

そして2023年2月，「カフェとリサイクル本を活

用した多世代交流と多文化共生のための場づくり

と庄内コラボセンターのにぎわい創出事業」と名

称を変え，「しようないREK」は新たなスタート

を切りました。庄内コラボセンターを新しい交流

拠点として位置づけ，多世代間，多文化共生の活

性化とにぎわいを創出し魅力ある南部の地域づく

りをめざし，多機関連携と公民・民民協働による

地域活性と地域課題への取り組みを目的として，

協定書を締結しました。実施内容と役割分担は，

リサイクル本の販売や古本市の開催において，

REKは本の陳列や入れ替え，販売など。庄内図書

館はリサイクル本の提供など。カフェスペースの

開設 カフェを利用した各種団体によるイベント

開催は, REKと庄内コラボセンター。企画会議

は､ REK､庄内図書館 庄内コラボセンター，市

民公益活動支援センターなどが担うことになりま

した。

5．庄内コラボセンターオープンから現在

2023年2月20日に，庄内コラポセンター（愛称

ショコラ）が開設 庄内図書館は，その施設の2階

へ移転リニューアルオープンをしました。庄内コ

ラポセンターは，4階建ての建物で，子育て支援

センター，市民公益活動支援センター，保健セン

ター，図書館 こども・教育総合相談窓口 市役

所出張所，しごと．くらしセンター，介護予防セ

ンター，公民館と九つの施設が入居しています。

また隣には，豊中市初の義務教育学校「庄内さく

ら学園」が開校，同敷地に一体で計画し，整備さ

れました。

庄内コラボセンター1階の吹き抜けのスペース

には，カフェスペースがあり，その隣の壁には一

面に本棚が括り付けられたリサイクル本の販売

コーナーがあります。カフェが開いているときは，

リサイクル本コーナーの販売があります。

新たなREKから2年が経過しました。カフェ

は，当初REK直営のみの運営でしたが，現在，地

域の複数の団体がREKのメンバーとなり営業して

います。

2024年4月からは，庄内コラボセンターで公民

学連携事業が始まり，市と市民活動団体などが連

携して，南部地域の課題解消やにぎわいづくり，

まちづくりに向けたイベントや講習会を行ってい

ます。地域の活動団体などが主体的に考え，取り

組む活動を後押しする仕糺lみ，担い手となる人|T1

士がつながり，地域課題へと広げ，活動に踏み出

していっています。そのなかで，「しようない

REK」は庄内地域の市民活動団体の中心的存在で

活動を続けています。

そして最終的には‘「しようないREK」という

組織がなくても，自然と協働の声がいろいろなと

ころであがって地域が動いていく，それが「しよ

うないREK」の目指す目標です。

図書館はREKとともに活動し‘それぞれの果た

す役割を自覚しながら，相互に補完し、事業に取

り組んできました。協働事業を通じて，人が集う

ことの大切さをあらためて実感しています。ふ

らっと立ち寄って，いつの間にか交流している、

そんな居場所でありたいと思っています。

（あおき みどり：豊中市立庄内図書館）

[NDC10 : 016.2161

BSH : 1.豊中市立図書館 2.ボランティア活動 3.地域社会］
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'。◎◎ 特集◎市民提案による図書館との協働

市民提案型まちづくり支援事業｢市民のための図書館を,市民が考える講座」

－守山市立図書館友の会の取り組みを通して一

八段一恵

容を見やすくまとめたも

のです。この記録をチラ

シとポスターにして図書

館に貼って，会の報告，

次回の告知，会員募集を

しています。現在は書き

手が交代して手書きから

活字となり，写真やグラ

フも入り分かりやすく工

夫されています。図書館

の案内をする編み<、るみ

の猫を，編み物が得意な

メンバーとその仲間が27

匹作り寄贈もしました。

2023年3月に，会とし

ては初めて大きなイベン

トをしました｡2月に退

任したばかりの前守山市

長，滋賀県立図書館元館

長．守山市立図書館長の

三人にご登壇いただいた

「リレートーク 集まろ

う，語ろう．聴こう図書

館のこと」です。70名も

の市民の参加があり，い

まだにそのチラシを見て

「またやって欲しい」と

言われます。

その後は「ドキュメン

ク公共図書館jを一緒に

●｢市民のための図書館を，市民が考える講座」

なんとすばらしいタイトルができたことかと‘

守山市の市民提案型まちづくり支援事業へ応募す

る申請書を書くために頭をひねっていた私たちは

大満足でした。

守山市立図書館友の会が生まれたのは2020年7

月です。“市立図書館が市民の施設になるために，

市民が話し合える場を作りませんか”とIさんが

知人友人に声を掛けると，図書館が好きな人，子

どもの文化や教育に関心を持つ人，音楽家，元議

員，元・現図書館長 元校長 園長 紙芝居やお

話を創作している人，福祉や環境の現場で活躍し

ている人，宇宙に興味のある人などさまざまな人

が集まりました。「図書館協議会は選ばれた委員が

館長の諮問を受けて話し合いますが，友の会は市

民なら誰でも自由に参加して図書館のこと㈱文化

のこと．暮らしのことなど何でも自由に話し考え

る会です」「いいですねえ」「面白そうです」と賛

同した人たち18名でスタートしました。代表，副

代表，事務局など5人を中心に友の会として何が

できるか考えました。

まず手始めにメンバーそれぞれが今までやって

きたことや関心を持っていることを発表して会員

どうしで話し合い、学び合うことから始めました。

｢私と図書館との関わり」に始まり．「琵琶湖の水

質」「世界の図書館」「中国残留邦人」「京都の賀茂

くらべ馬」など多彩な話題を聞いて語り合いまし

た。会場は守山市立図書館で一番大きな多目的室

を借りています。プロジェクターを使うのに慣れ

るまでは職員さんたちに随分お世話になりました。

また，図書館を飛び出して「ガーナのスラム街を

救う活動画家」の展示会を見に行き話を聞いたこ

ともありました。

例会は2か月に1度で、会員だけではなくどな

たでもどうぞ，です。この例会を記録するのがグ

ラレコ議事録です。これに長けたメンバーが手書

きの文にイラストを入れたり囲ったりして発言内

軸4市迂回*億友の会3A鱗令食倖リ
額誠昇君月3B喀〕IpL－～Iﾕ:｡、
索〕錘』や奥②令節もO晩、

その後は「ドキュメンタリー映画『ニューヨー

ク公共図書館jを一緒に見よう｣。3時間半もある

映画を26名の参加者で鑑賞し，その次の例会では，

深く感銘を受けた感想を語り合いました。すぐ､に

答えが出るわけではありませんが，市民として図

書館に何ができるかを考えました。

その後も会員がそれぞれ輪番で講師になり，学

校図書館，デジタルを使った授業 子ども文庫と

折り紙，災害と絆 防災など会員のバックグラウ
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たのですが，条件付き採択という連絡があり，主

管課である市民協働課へ話を聞きに行きました。

審査員コメントの中に「図書館を前面に出さずに

興味関心を持っていただけるよう活動をお願いし

ます」がありました。これには事務局5人は唖然

としました。図書館という言葉に拒否感がある人

もいるとも言われました。友の会はIXI耆館が市民

の利用しやすい施設になってほしいとの願いを

持って図書館と話し合い，サポートもしていけた

らと活動しているのです。それでも指導職員の進

言も考慮し‘チラシの内容を柔らかい言葉やフォ

ントに変えればOKということになりました。

いよいよ連続講座が始まると，視察ということ

で第3回目の講座「図書館のいま」に参加したそ

の指導職員の「こんなに参加があって，その参加

者が図書館についての話を熱心に聞き入ってるこ

とに驚きました｡」との感想を聞き，私たちはよ

し！と安堵しました。最終の第4回目は「みんな

で考えようこれからの図書館」というタイトルで，

"図書館にこんなのがあればいい，図書館でこんな

ことをやってみたい'，を参加者と思いを出し合い

話し合いました。

ンドに沿った話をしました。

●｢市民提案型まちづくり支援事業」への応募

そしていよいよ，さらに図書館を盛り立て，図

書館に関心を持つ人を子どもたちから高齢者まで

幅広く広げる活動を企画しようIとなりました。

そんなとき出会えたのが月着陸実証機SITM (スリ

ム）に搭載されたマルチバンド分光カメラの開発

リーダーの佐伯和人さんです。2024年1月にスリ

ムは世界で初めて月面ピンポイント着陸に成功し‘

新聞やテレビでもその話題で持ちきりでしたが，

その開発に携わった方に8月にお話ししていただ

けることになりました。これはもう月やロケット

に憧れる子どもたちや，開発の話などに興味があ

る人たちに喜んでもらえる内容ではありませんか。

ところが友の会の予算では講師のお礼が出せそう

にない。図書館との共催ではどうか？と館長に相

談したところ「守山市市民提案型まちづくり支援

事業」に応募してはどうかということになりまし

た。「地域貢献事業」の部で，内容は‘‘市民公益活

動団体のもつ知識や経験を活かし、自立した活動

を展開することで社会的または地域的な課題の解

決に資する事業，ということです。

そこで表題に掲げた「市民のための図書館を，

市民が考える講座」を開催することになりました。

内容は市民を対象に年4回 守l_l_|市立図書館で図

耆館について学び，図書

館の活用を促進する公開

講座を開催する。特に1

回目「どうして月にロ

ケットを打ち上げる

の？」は子どもたちの参

加を期待して8月に開

催。そしてその後は図書

館がわれわれ市民の生椚

に身近なものになり，豊

かな文化のうるおうまち

になることを願い，元滋

賀県立図書館長岸本岳文

さんを講師に「図書館の

これまで，いま，これか

ら」の3回連続講座を開

催するということで申請

害を出しました。

申請害提出‘プレゼン

を経て交付決定を期待し

と
月 と~; LT

月!ご

回ケット？§
打＃上げ

了

ツト

上げ
3のっ

●｢市民の知る権利を保障する図書館」のために

4回の講座を通して延べ145人の方と学び 話し

合い，図書館を考えました。守山市立図書館は新

築されてから利用者が増え続けています。新聞や

雑誌が置かれたブラウジングコーナーでは，思い

思いに過ごす利用者を見ないときがありません。

そのコーナーの壁に「図書館の自由に関する宣言」

が掲げられています。気がついて読む人は少ない

かもしれません。控えめに掲げられた宣言を‘友

の会の一員である私はときどき心して読んでいま

す。市民の知る権利を保障する市寸図書館がより

良い施設となるよう，友の会はこれからも活動を

続けます。

（はったん かずえ：守山市立IXI書館友の会）

[NDClO : 016.2161

BSH : 1.守山市立図書館 2.ボランティア活動 3.地域社会］
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|◎。◎ ’特集◎市民提案による図書館との協働

高齢者施設への読書支援
市民の「読みたい」を叶えるために－

寺義由香利

と人をつなぎ隊」から「まいばら協働事業提案制

度」を活用し‘市民と図書館が連携することで，

図書館の課題を解決し，本を読みたいという市民

の要望に応えることができるのではないかと提案

いただいた。それにより，高齢で図書館に通えな

くなった人たちにも読書の楽しみを届けるために，

2022 (令和4)年度から「高齢者施設への読書支

援」という形で本事業を採択するに至った。

l.はじめに

米原市は滋賀県東北部地域の中心に位置し，総

面積250.39kni、人口約3万7000人，日本百名山の

一つである伊吹山とその南に霊仙山がそびえたつ

自然豊かな地域である。伊吹山と醒井の居醗の水

を舞台にしたヤマトタケル伝説や，古代豪族息長

氏の舞台となるほか．中山道と各宿場，平安時代

の高僧・最澄 室町時代の大名佐々木道誉（京極

高氏)．戦国時代を代表する秀吉 三成などが活躍

するなど歴史の舞台にも度々登場し，数多くの史

跡を残している。

3．「まいばら 本と人をつなぎ隊」について

「まいばら 本と人をつなぎ隊」は米原市立図書

館協議会の委員が中心となり立ち上げられた団体

である。「読書で米原（地元）を元気に！」を

キャッチフレーズに，市立図書館で教育やスポー

ツ，伝統文化の講演会等を開催するほか，市内小

学校での読み聞かせや，県主催のイベントや子育

て支援の場での読み聞かせ等でも活躍している。

2．協働事業の概要・経緯

米原市では, 2012 (平成24)年度から市における

さまざまな課題を市民と市がそれぞれに持つ知識

や経験，人材などを集結し‘互いに役割分担する

ことで解決していくための「まいばら協働事業提

案制度」を実施している。年度ごとに事業申請し，

公開プレゼンテーションを経て採択されれば，補

助を受けて協働事業を実施することができる。

米原市立図書館では，「米原市立図耆館サービス

基本計画」において。図書館から遠い地域に居住

している方や，自分の力で図書館に来館できない

方のために，高齢者施設等への団体貸出の促進に

取り組むことを掲げている。しかし．施設職員が

図書館に来館して本の貸出や返却を行うことは負

担が大きく，図書館が施設を訪問するための人員

も確保できず，長年の課題となっていた。そのよ

うな状況の中Ⅲボランティア団体「まいばら 本

4．高齢者施設への読書支援

市内には約50の高齢者施設があり．その中から

読書支援を希望する施設に利用者が読みたい分野

の本など，上限30冊の本をlか月間貸出している。

図書館と高齢者施設の間の運搬をボランティアに

依頼し，本の運搬の他，施設の希望に応じて㈱読

み聞かせや現役アナウンサーによる滑舌トレーニ

ング等も実施している。

事業を行う施設は，図書館が事業概要やシニア

向けおすすめ本の冊子等を送付して募集し, 2022

年度は8施設2023 (令和5)年度に10施設, 2024
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(令和6）年度に15施設と段階的に増やしている。

事業を開始した2022年度は新型コロナウイルス感

染症拡大防止の観点から，応募した施設でも訪問

の制限を続けている所もあり，本を読みたい方に

なかなか本を届けられずもどかしい思いがあった

が，施設の希望を最優先に対応を検討しながら，

月に1回の団体貸出と施設の希望に応じた読み聞

かせ等を行った。

2023年度以降は新型コロナウイルスが5類相当

に移行したこともあり，本を運搬するだけでなく，

施設利用者と言葉を交わしながら滑舌トレーニン

グや読み聞かせなども行えるようになってきた。

活動するボランティアも2名から7名に増え，活

動内容を広げている。例えば，絵の得意なボラン

ティアが自作の風景画を持参してともに鑑賞する，

絵画の本を要望される施設でアートサロンを開催

する，楽器を演奏する，本を読みながら昔の思い

出を振り返るなど，それぞれのボランティアが施

設利用者との親交を深めていき、毎月の訪問を楽

しみにしてもらっている。

また，ボランティアグループがSNSで施設での

活動の様子等を発信したことで，近隣市のボラン

ティアグループからのお問い合わせもいただき，

自作の地域の昔話紙芝居の実演など連携した取り

組みも実施できた。新聞やラジオでも本事業につ

いて取り上げられたところ，良い取り組みである

とのコメントが寄せられ，市民からも関心を持っ

てもらうことができた。

団体貸出本の選書については，施設職員からリ

クエストされた本や，施設利用者に喜んでもらえ

そうな本を各ボランティアが選び，図書館司書が

選書の手伝いを行っている。当初はシニア向けお

すすめ本の冊子等を参考にして本を選んでいたが，

事業が進むにつれて地域の昔話や写真集 大活字

本，雑誌 趣味の本やレクリエーションに役立つ

本など，施設利用者や職員が読みたい本を積極的

に依頼していただけるところも増えている。また，

リクエストが無いときでも，施設利用者との会話

の中で出た話題や趣味等に関連する本を選び，翌

▲施設での利用者の様子
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▲団体貸出本の一例

月に持って行くと喜んで読んでくださる姿も見ら

れた。

5．今後の展望

読書支援を希望する施設が毎年増えていること

や，施設利用者の反応からも‘本事業の需要が高

いことがうかがえる。2024年度で協働事業として

は終了となるが，3年間の事業期間で事業の基盤

を作ることができたので，これまでの活動内容を

モデルケースに，今後も事業を継続していきたい

と考えている。ボランティアとしては、楽しみな

がら活動できる体制と活動に必要な経費を確保し，

他地域との連携や地域の子ども等との世代間の交

流も視野に入れた事業を目指していきたいとの思

いを持っている。図書館も連携してその活動を支

えることで，来館が困難な市民の「読みたい」を

かなえていきたい。

（てらぎ ゆかり：米原市立近江図書館）

[NDClO : 015.95

BSH : 1.米原.｢|了立図書館 2.ボランティア活動 3.地域活動］
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『田原のむかし話を伝える』
－紙芝居とデジタルデータによる渥美線電車機銃掃射の前日物語

小澤美穂子

◆田原に図書館が誕生したころ

昔，渥美郡は愛知県東部の広いエリアを占めて

いました。

昭和・平成の合併によって，町村の数が減り，

渥美半島のほぼ全域が一田原市となりました（2003

年)。唯一図書室しか無かった田原町に，待望の田

原町（現・田原市中央）図書館が誕生したのはその

1年一季1ナーー1月I｣＝(_〆,－o

そのころ‘図書館に期待する人々には小柳津弘

氏（渡り鳥や汐川の研究者・日本野鳥の会メンバー)，

山田もとさん（『水の歌』など作者 児童文学者)，彦

坂昭市氏（衣笠山を整備する市民グループ・たらめ会)，

平野利依さん（子育てと絵本．<ぬぎの会)，原田眞

理子さん(NPO法人たはら広場初代代表理事）がい

て、田原町図書館の建設をまちと協働で行ったN

POの前身・図書館フレンズ田原を立ち上げた人々

へとつながっています。

リカの戦闘機から機銃掃射を受けました。死者

15名、重軽傷者16名という'|参劇 これが「渥美

線電車機銃掃射」でした…

◆戦争体験を伝え，語り継ぐ

田原市中央図書館が開館し，軌道に乗ってきた

2015年ごろ「この歴史を風化させてはダメだ！」

と動き始めた「前日の会」代表の山田さんは，自

ら事件の詳細記録と，体験者たちの証言を収集し，

二つの冊子にまとめ，図書館に寄贈しました。

山田さんはこの戦史を伝える方法について，冊

子だけでなく誰にでも分かりやすく語り継いでも

らうための別手段として「紙芝居化」を考えまし

た。そこで事件体験者で，挿絵などを描くのが得

意な「たらめ会」の彦坂昭市さんに，この事件を

『前日物語」として編集・作画してくれないか，と

依頼しました。このカラスの「カー婆さん」が孫

の「クロちゃん」に戦争の悲惨さや平和の大切さ

を伝える手作りの紙芝居「前日物語」は，こうし◆第二次世界大戦のころにあったこと

さらに昔の田原 第二次世界大戦のころ､公に

は知られていない戦史がありました。それが渥美

線電車機銃掃射事件でした。

「前日の会」代表の山田政俊さんによる事件概要

は以下です。

太平洋戦争が終わったのは昭和20年8月15日

でした。その前日の8月14日のことです。渥美

線三河田原駅を発車した電車が，神戸を過ぎて

豊島に差し掛かった時，突然飛来してきたアメ
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て誕生しました。そして，市内外の小学校や市民

館で子どもたちや大人を対象に，彦坂さんによる

紙芝居「前日物語」の上演と，体験者による証言

山田さんによる解説を組み合わせた活動が始まり

ました。

そのような活動を続ける中で, I_|_|田さんは図書

館のかぶ会議（中央図書館の館長室で月に一度，市民

と図書館が対話を行う「月例おおきなかぶ会議｣）に参

加され，紙芝居「前日物語」をより分かりやすく

して児童でも演じられるようにしたいこと，高齢

になって戦争体験者がいなくなったあともI前日

物語jを語り継いでいきたいという思いを述べら

れました。そこで，図書館とNPO法人たはら広場

は田原市が実施する「平成30年度田原市民提案型

委託事業」を活用して，山田さんたちの深い思い

が詰まった戦史を語り継ぐための事業を実施する

事を決めました。「『田原のむかし話を伝える」－紙

芝居とデジタルデータによる渥美線電車機銃掃射

の前日物語一」と題した内容は以下です。

蟻
田原市市率奉罰参粍唾(自由テーマ型

主催・賑o法人たはら広場

共催・田原市園書舘

平成30年度

4．再編集した紙芝居『前日物語」の配付と動画

の公開

紙芝居20セットを市内外の学校や団体に寄贈。

同時に図書館ホームページにデジタルアーカイ

ブのページを新設し，紙芝居上演の映像等オー

プンデータとして公開。1.紙芝居の上演・講演会の録画

デジタルデータとして上演の様子や講演の映像

を撮りためる。

活動期間中‘録画のために上演活動開始から機

材持参で訪問した学校数は6施設（市民館などは

4施設)。そのたびに事件の体験者・証人たちは

熱意を持って子供たちとともに事故現場に出か

け，体験を語りかけた。

◆図書館と市民が協働する未来へ

活動に対する反響は，豊橋市中央図書館の「平

和の集い」への参加依頼や岡崎市岡l11奇慈恵福祉保

育專門学校等からの講演依頼 さらに地元ケーブ

ルテレビへの出演など，とても大きく広がりまし

た。作者たちが体当たりで残してくれた上演映像

とともに，誰でも追体験ができる紙芝居が良い効

果を生みました。学校の平和学習でも紙芝居が活

用されています。カラスのカー婆さんのせりふ

｢国より財産より，人間の命の方が大事」の言葉は

重く，未来にわたり風化しない言葉です。今でき

る手段を尽くした図書館と市民の協働が詰まった

事業報告ができた年でした。今は亡き報告者に感

謝を込めて。

（おざわ みほこ：特定非営利活動法人たはら広場）

[NDClO？016.2155

BSH : 1.田原市図書館 2.郷土資料 3.ボランティア活動］

2．デジタルアーカイブ資料作成研修会を開催

岐阜女子大学の谷里佐教授を講師に迎え デジ

タルアーカイブの撮影方法の基礎や記録時の注

意点 発信方法について学んだ。

3．紙芝居の作成講習会を開催

宮l11奇二美枝氏を講師に紙芝居の作り方の基本‘

文章作成上のコツについて，原作となる「前日

物語」を作成した彦坂さん，司書 市民も参加

して学んだ。
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自分が欲しかった時間を いま必要な人へ

青木知子

1.まずは自分たちでできることから

産後間もない十数年前，乳児を連れて出かける

先々で母の顔，母のふるまいを求められるようで，

窮屈に感じていた。子どもとの時間を楽しむ一方

で，趣味が読書の私は自分のための本の時間が取

れず，絶えずモヤモヤしていた。このモヤモヤを

考え続け，解決の一つとして思いついたのは．託

児のある書店・図書館だった。

調べるうちに，いくつかの公ウ図書館ですでに

託児事業が行われていることを知った。いても

たってもいられず，どのように始まり，実施され

ているのか，無鉄砲にも電話で尋ねたところ，必

要性を感じた図書館員の存在が事業を動かした事

例が多いことがわかった。

最寄りの図書館でまだ行われていないなら，そ

の必要性を伝えることが第一歩と，意見箱に「託

児があったらうれしい」と希望を書き入れてみた

が、回答は“そのようなニーズはあがっていない“

ので，“対応する予定はない”とのこと。

「ニーズはここにある」と驚いたが，確かに自分

だけの思いかもしれないし，きちんと伝わらな

かったのかもしれないと考え，子育て仲間や地域

活動をする方々に話してみると．多くの共感と応

援を得られた。チーム「ははがよむ」は，このと

き相談した仲間を中心に結成された。本を読む子

どもと背中をくっつけながら，母も「自分の本」

を読む姿をロゴマークに掲げ．できることから何

かやってみようと，話し合いを始めた。

国分寺市の図書館は，公民館に併設されている。

公民館の和室で私たちが子どもを見守る間，館内

の図書館で自分のための時間を過ごしてもらえる

のではないか。そう考え，預ける側 預かる側双

方の不安を解消する方法を調べて対策を立て．試

行期間も経て2017年から月に一度 平日の1時間

を図書館で過ごしてもらうための託児企画を始め

た。育児支援施設やスーパーにチラシを置いても

らい，活動を周知するためのイベント開催なども

挟みながら回を重ねるうちに，親子6組の定員は

すぐ埋まるようになった。緊張も大変さもあった

けれど，信頼できる仲間と行う子どもの見守りや，

母たちとの交流も楽しく，張り合いがあった。

リピーターも付き，思い切って図書館にチラシ

を持参したところ，館長とお話しする機会を得た。

何度か会の様子も見ていただき，図書館内のチラ

シ設置もできることになった。次第にキャンセル

待ちも生じ，「もっと多くやってほしい」という声

を聞く中で，私たちは「月に一度 6組を対象に

するだけでは足りない」と感じ始めていた。だが，

自分の子どもの送り迎えや仕事を抱えるメンバー

もあり，予定はなかなか合わない。無理をして負

担感を生むことは絶対に避けたいが，人気のある

公民館和室は埋まるのも早い。なんとか自分たち

の楽しさを失わずに活動を広げられないかと考え

を巡らしていたところ，市報の「提案型協働事業」

の文字が目に飛び込んできた。結成時のボラン

ティアセンターでの助成申請の経験や周りからの

助言もあり，思い切って申請してみることにした。

2．市とともに実施すること

私たちが手を挙げた「提案型協働事業」とは，

｢市民活動団体が自由な発想で市に事業を提案し，

採択された提案を提案団体と市が協働で実施する

もの」（市のホームページより)。提案した事業「小

さい子どもを育てる人のための本の時間」も㈱市

と市民団体「ははがよむ」が対等な立場で一緒に

つくりあげるものになる。

主に協働するのは図書館課 ただし託児の部分

では公民館も利用するのでサブ的な形で公民館課

も加わった。これまでの企画で公民館にもお世話

になっており，また図書館課とはすでに話をして

いたこともあって，想像以上に好意的に考えてい

ただけた。

とはいえ初めのうちは，立場の異なる三者が共

に一つの事業を行うにあたり，ぎこちなさもあっ

た。同じ建物でも公民館と図書館は別の管轄で，
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スを利用した人

も、していない

人も，本の話や

子育ての話をで

きる気楽な場所

として，これま

でに培った「あ

たたかな場づく

り」の役割を加

える試みでもあ

り．こちらも利

用者から好評を

いただいた。

4．協働事業を経て

提案型協働事業は3年まで継続できる。しかし

コロナ禍を挟み，託児に関して大きな負担や心配

が増えた。また，「本とおしゃべり とんとんと

ん」を加えた2年間の活動を経て，今後この事業

を協働の形で続けることがベストなのか、メン

バーで話し合った。受付や保育者の雇用など，図

書館課が事業として行う方が無駄がないという意

見に加え，メンバーのライフステージの変化もあ

り，それぞれが仕事でもボランティアでもないこ

の事業を続けていく難しさも痛感していた。

そこで，3年目以降は，協働事業ではなく，課

の事業としての継続を検討していただけないかと，

図書館課に相談した。判断を委ねて年度が変わり，

タイトルを変えて引き続き図書館課事業として託

児が行われることがわかり，私たちは大きく胸を

なでおろした。後にその後の状況を伺うと，事業

は好評で当面継続されると聞き，大変ありがたく

思った。

その後，「ははがよむ」は一市民団体として．本

を介して話の輪が広がる場づくりなどを行ってい

る。図書館託児は，一市民の「欲しい」に突き動

かされて始まりⅢ協働のしくみによって実現し，

後に図書館事業として軌道に乗った。今後も，願

うだけでも諦めるだけでもなく，「もっとよくな

れ」という気持ちを絶やさずに，自分たちができ

ることを考えていきたい。

（あおき ともこ：ははがよむ代表）

[NDC10 : 016.2136

BSH : 1.国分寺市立図書館 2.ボランティア活動 3.地域社会］

あまり交流がなかったことも意外だった。しかし

何度も話し合いを重ねるうちに互いに距離感を把

握し，約半年をかけて「ともに実施する」意識が

醸成されていったのではないかと思う。

3．提案型協働事業「小さい子どもを持つ親のた

めの本の時間」

2度の審査を

通過し，「小さ

い子どもを育て

る人のための本

の時間」は2019

年度の提案型協

働事業として採

択された。

事前に申し込

んだ利用者は，

子どもを保育室

に預けた後，図

ヨ調・Ｉよもき持つ
蒜

覗
の
た
め
の

鈷

羅
”
塗

り縄俸守ウ専購負⑤会樺幸同旬伊，

韓

『,嘉野密息蝿蒙…ﾘ蕊… 缶幽干起も4A3■昼声 〃4△

－ 10，"曙母らJO卿班勃忠で
”Iﾛ崎から8『卿弘釣荘ぞ

早熔、燕;1…饗騨型罫警艮窒鍾堕謹

耆館で好きなように過ごせる。目印のバッチを手

作りし，チラシも仲間のデザイナーに依頼して見

やすく㈱伝わりやすいものにした。

実施は市内の2館で，定員は10時から4名,11

時から4名の入替制。果たしてどれほど申し込み

があるのか。市報の掲載日から不安と緊張でいっ

ぱいだったが，受付初日から続々と申し込みがあ

り，2回目以降はキャンセル待ちが発生した。

風邪や荒天など，小さい子どもゆえのキャンセ

ルは当然あるが，それを含めても，結果的に年間

で定員の8割を超える利用があった。アンケート

では「リフレッシュになり，新たな情報や刺激も

得られて，子育ても前向きに頑張ろうという気持

ちになった」「久しぶりに母でも妻でもなく，一人

の“人間”として時間を過ごすことができた」と

いった声が寄せられ，過去の自分も救われるよう

な思いがしたことは忘れがたい。

利用者数や反響が評価され, 2020年度に向けた

提案も採択となり張り切っていた矢先に コロナ

がやって来た。人の集まる企imiが次々に中止され‘

私たちの事業も2019年度の2月以降の日程の中止

が決まった。子育て中の方々の閉塞感はいかばか

りかと案じていたが, 2020年度の9月から，再開

することができた。

協働2年目は子どもの定員を倍に増やし，さら

にメンバーによる「本とおしゃべり とんとんと

ん」という場を事業に加えた。図書館託児サービ
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… 特集◎市民提案による図書館との協働

本を通して地域を知る
－図書館との協働事業から見る地域存続への新しい側面

櫻井理恵

1．観光都市としての川越

川越市は現在埼玉県内でも有数の観光地として，

多くの人が訪れる地域となっている。蔵造りが並

ぶ一番街商店街や菓子屋横丁のほか，喜多院，川

越氷川神社など有数の神社仏閣を有する中心市街

地を中心とし、グルメやアクテイビテイなどのコ

ンテンツも多く有している。その一方，最近では

オーバーツーリズムの問題解決や，コロナ以前よ

りも増えたとされるインバウンド対応など多くの

課題も抱えている。

古くから商業・農業・工業で栄えてきた川越で

は，そこに住む人々は歴史ある建築物や文化を当

たり前のように享受し，伝え，守ってきた。100年

を超える老舗が今なお多く商売を続け，江戸時代

に作られた町割があり，開墾された土地で農業を

営んでいる。戦後の激動の時代を超え，川越に住

まう人たちは今なお，自分たちが暮らす上での文

化や時代を超えたつながりを大切にしているのは

確かである。例として，370年余の歴史を誇る「川

越まつり」が挙げられる。川越氷川神社の例大祭

を起源とする秋のお祭りは，現在でも旧十ヶ町を

中心として全部で29台の山車を有し，毎年十月に

は地域の人々によって曳行されている。行事を中

心とし，町方，職方，嗽子方がそれぞれの役割を

代々担ってきた川越まつりこそ，「変わらないこ

と」そのものに意味を持ち、地域性の存続に大き

な意味を持つ文化のひとつである。

そのように守り，大切にされてきたまちの文化

は，常に人と人との出会いや直接的な関わり合い

を通して構築されてきたものであった。しかし以

前にも増して多くの情報がさまざまな手法で受発

信できる昨今においては，こうした直接的な人と

の関わりが希薄になってきた感が否めない。住人

が自然と享受してきたまちの記憶が薄れ、伝えら

れてきたことの意味が次へ継承できなくなるので

はないか...。そのような不安を払しょくするため

に學のまちkawagoe実行委員会は↑「知ること，

考えること‘伝えること」をテーマとし，もう一

度自分たちが住まう川越について知り．考え，伝

えていく楽しみを創出するためのイベントなどを

手掛けてきた市民団体である。

2．學のまちkawagoe実行委員会について

当委員会は2015年に川越で家業を営む市民数人

で作られた団体である。2015年に発足して以来，

主に川越が舞台となった文学作品の朗読や著者，

研究者による講演，活版印刷の体験やブックデザ

インについての講演など本にまつわるイベントな

どを開催してきた。2023年の川越市市制施行100周

年記念イベントでは，日本文学研究者のロバー

トキャンベル先生による講演会「文学から知る川

越のこと－地域を知る楽しみ」を開催した。会場

には川越市協力のもと 文化財「川越の四季屏風」

(井上誠一郎氏蔵）を特別展示し、馬場竹琴「雅会

小録｣．依田竹谷「幸手駅措景寺書画会図」などを

中心に，江戸の文化がどのようにして川越のよう

な地方都市へ波及してきたかについてご講演いた

だいた。委員会メンバーの協力のもと立教大学の

ゼミ生も参加し，来場者の声をまとめるなど若い

方々への周知 参加も実践した。

これらの委員会活動において，最も大切にして

いることは、「本物を見せる．体験してもらう」こ

とである。この考えを基に企画を組むため，歴史

資料の提供や実施内容の正確性など‘行政との関

わりは大変重要であると考えている。また主とし

て住む人たちに，デジタルによるコミュニケー

ションツールの発達で，直接的な交流が減ってし

まった現代において，その地に伝えられてきた生

活や文化，たと､ってきた歴史を知ってもらうこと

が主たる目的であることから，広報活動について

も企業協賛や委員会本体のSNS運用のほか‘市広

報などの媒体の活用も有効である。

3．川越市提案型協働事業との連携「ほしおさな

えの世界をめぐるスタンプラリー」

発足以来 川越市提案型協働事業を3回行い、
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▲スタンプラリー台紙 ▲ノベルテイ（冊子）▲周知用のチラシ ▲ほしおさなえ氏のシリース．

川越市市制施行100周年では提案型補助事業を行っ

た。2024年度は川越を舞台にした作品を多く執筆

している作家ほしおさなえ氏に関わるイベントを

開催した。期間は10月26日から11月10日までとし，

ほしお氏の作品に出てくる川越市内のスポットを

巡るスタンプラリーを軸に，予約制の活版印刷体

験やほしお氏の講演会などを実施した。スタンプ

は市内7か所に設置，そのうちの一つを川越市立

中央図書館とした。スタンプラリーのノベルティ

は二種を用意。一つはほしお氏の三つのシリーズ

にまたがる人物相関図をオリジナル冊子として作

成。それぞれのシリーズは出版社が異なるが，い

ずれも3社協力のもとでよりほしお氏の作品世界

を1府撤できる冊子を作ることができた。二つ目は

オリジナルしおり3種を作成。十文字学園女子大

学のゼミ生が企画し，それぞれシリーズをイメー

ジするイラストを作成し，裏面にはほしお氏の作

品の中から学生たちが選んだ一節を自分たちで活

版印刷した。

これらのノベルテイの引き換えは，期間中にス

タンプを三つ集めた場合引き換えに応じたが．後

のアンケートでは多くの参加者が全てのスタンプ

を集めるためにノベルティ引換後もスポットをま

わっており，いまだに紙というコンテンツの根強

さを感じた。約二週間の期間でノベルテイの引き

議難

I

鎧，

｡~ 鋼
鐸

▲ノベルティ（しおり） ▲しおりを印刷する学生

換えは400名を超え，引き換え時の参加者ヒアリン

グでは川越市立中央図書館でイベント開催を知り，

図書館でのスタンプを皮切りに回ってきた参加者

が大変多くいたことがわかった。またそれらの参

加者は多くが川越在住の親子連れ（子と．もは小学生

がほとんど）であり，ほしお氏作品については初め

て知った参加者もいたため，既存のファン以外へ

のアブ。ローチも日頃から本に慣れ親しんでいる市

民が集う図書館を通してこそ実現できた結果だと

感じている。

さらに開催期間においては，特別展として川越

市立中央図書館にほしお氏の作品の他 川越の歴

史に関連する書籍や資料の展示 また活字や説明

パネルの展示の実施を依頼した。単にスタンプを

置くだけでなく，当該作品，また川越の地域資料

などにアクセスできるという図書館ならではの性

質がこのスタンプラリーイベントの成功を後押し

▲川越市立中央図書館での展示

、
．
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▲活版印刷体験の様子

したと考えられる。

予約制ではあったが､11月2日には活版印刷体

験を市内事業者の店舗で3回に分けて実施した。

ブックカバーとしおりに参加者が選んだ活字を印

刷する体験を行った。また同日夕刻より‘川越の

シンボルとしても有名なりそなコエドテラス（旧

埼玉りそな銀行川越支店）にてほしお氏の講演会と

懇親会を開催し，いずれも満席に近い盛況であっ

た。この体験と講演会についてはほしお氏のファ

ンが多く参加していたが，北海道や愛知，群馬

静岡など遠方から宿泊を伴って来場する参加者も

おり，近場に在住していても「初めて川越に来た」

という声も多く聞かれた。川越において，本を

きっかけとした観光誘致はほとんど見受けられな

い中，地域を知るためのコンテンツとして本（あ

るいは文学）が有効であるということがわかった。

域存続につながる活動への新しい側面を感じるこ

とができた。デジタル化されている昨今に紙媒体

の不要論は必然とも言える。しかし当委員会が考

える地域発展の要はそこに住む人々の記憶と記録

であり，それを残し伝えるためには直接的に手で

触れ．ページを捲ることが肝要だと強く感じてい

る。本を繰るとき，その行間から作者の想いや風

景を感じ取る想像力，エデイトリアルの機能美を

享受できることの重要性を鑑みても，膨大な「知」

を保有している地域の図書館の存在は大変重要で

ある。一方で図書館は「主に本を借りたい人だけ

がやってくる」というイメージがあることから，

今回の当委員会のイベントタイアップにより一人

でも多くの地域住民が図書館を利用してくれる契

機に繋がれば幸いである。

来年度以降の当委員会の事業については，より

地元の子どもたちの地域教育に関連した企画を考

案したいと考えている。川越では前述の川越まつ

りへの参加を初め小学校や中学校での地域教育も

盛んだが，授業の一環として提供される環境とは

別に自分たちで興味を持った地域の歴史や文化に

ついて，ウェブサイトなどで調べるだけでなく，

現地に赴いて調べるフィールドワーク形式での実

施を検討している。興味を持つ地域コンテンツの

手助けやより歴史的な調査ができるガイドの作成

や「本を自分で綴じる」という体験のレクチャー

を実施し，企画を通して自分の頭で考え，手を動

かしてものを作ることの大切さを学べる機会を創

出したいと思っている。またその際には，川越市

立図書館との協働が実現できれば幸いである。

（さくらい りえ：學のまちkawagoe実行委員会）
[NDC 10 : 016.2134

BSH: 1.地域社会 2.川越市 3.川越市立図書館］

▲ほしお氏講演会の様子

4．今後の事業についての展望

2024年度実施の本事業については，川越市との

協働事業であったからこそ当委員会の目的に沿っ

た企画が実施できたと実感している。地域におけ

る図書館という場の重要性‘そして紙でできた本

というコンテンツが織りなす観光コンテンツや地
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⑧文部科学省し第257回

2025年度の図書館職員に閨する研修について

る研11参を行い，都道府県・指定都市等での指導的立場に

なりうる司書及び図書館司書経営の中核を担うリーダー

としての力量を高める。

(3)実施方法

オンライン及び対面を組み合わせた形式

対面形式の会場：国立教育政策研究所社会教育実践研

究センター

(4)定員

60名

(5)開催時期及び期間

6月5日(木)～18日(水)(平日10日間）

うち，6月5 [I(木)～6月13H (金)の7日間はオンラ

イン形式

6月16日（月）～6月18日(水)の3日間は対面形式

文部科学省では，図書館職員の力量の一層の向上を図

ることを目的として，新任の図書館長等を対象とした図

耆館の管理・運営等の研修，経験年数に応じた必要な知

識・技術に関する研修，及び図書館に勤務する司書等を

対象とした研修を例年実施しています。

今年度については，以下のとおりの内容・日程で研修

を実施する予定です。

1．新任図書館長研修

(1)対象

①主として公共図書館の館長・副館長に就任して1年

未満の者

②上記①と同等の職務を行うと委託先が認めた者

(2)研修の趣旨

新任の図書館長等に対し，図書館の管理・運営，サー

ビスに関する専門知識や，図書館を取り巻く社会の動向

などについて研修を行い，図書館運営の責任者としての

力量を高める。

(3)実施方法

次のいずれかの方法で実施予定

①対面形式及びオンライン形式の併用実施

②オンライン形式による実施（対面形式による実施は

行わない）

(4)日程

7月～10月のうちの3～4日間

※昨年度実績（令和6年9月18日～9月20日§オン

ライン形式）

3．図書館地区別研修

(1)対象

①図書館法第2条に規定する図書館に勤務する司書で，

勤務経験が概ね3年以上の者若しくは研修テーマに

関連する業務に従事している者

②上記①と同等の職務を行うと研修を実施する委託先

が認めた者

(2)研修の趣旨

情報化の進展など図書館に関する最新のテーマや地域

における課題等について研修を行い，図書館における中

堅の司書としての力量を高める。

(3)会場（オンライン形式による実施の可能性もあり）

全国6地区において実施予定

①北海道・東北 ②関東甲信越静 ③東海・北陸

④近畿 ⑤中匡|・四国 ⑥九州・沖縄

(4)開催時期（昨年度実績による予定）

11月～1月のうち3～4日間

[NDC 10 : 010.7 BSH :研修（図書館員)]

2．図書館司書専門講座

(1)対象

①図書館法第2条に規定する図書館に勤務する司書で，

勤務経験が概ね7年以上で指導的立場にある者

②上記①と同等の職務を行うと主催者が認めた者

(2)研修の趣旨

司書として必要な高度かつ専門的な知識・技術に関す
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弓輔

戸

日時：2024年12月10日（火) 13:30-16:00

開催方法鷺Zoomウェビナーによるオンライン配信

を利用者がいつでもどこでも利用できる統合的な

環境を実現すること，研究データへのメタデータ

付与やデータ公開の支援体制を整備すること，

オープンアンドクローズド戦略に基づく研究デー

タの管理・公開・共有を実現することである。

二つ目は物理的な場としての大学図書館の域を

超え，ライブラリー・スキーマに基づいたシステ

ム開発により利用者のニーズに即した仮想空間を

設定し，学内のいたるところヘコンテンツを提供

できる環境が大学全体でデザイン・整備されるこ

とである。

三つ目は人材面で，オープンサイエンスに関わ

る専門的な支援ができる多様な人材を確保・育成

すること‘従来業務の省力化でより専門的な支援

業務の従事者を増やし，将来的には大学全体のマ

ネジメントにも従事できるようなキャリアパス制

度を確立することである。

2030年デジタル・ライブラリーを考えるための

前提として，学習に関しては「大学図書館」が学

生の学習プロセスにおいてどう機能するかを．従

来の資料の収集・整理・保存・提供という役割だ

けではなく㈱記録された情報やデータ，知識がど

のように使われ，どのように再生産されているか

というより広い文脈で理解する必要がある。研究

に関しても同様であるが，研究や学術流通のプロ

セスが複雑化している中で‘そのすべてを大学図

書館で担うのは不可能となっており，大学図書館

が何を担うべきか，他のプレーヤーが何をしてい

るのか，相互に理解した上で明確化し，このプロ

セスが切れ目なく行われるようにしなくてはなら

ない。

日本図書館協会大学図書館部会は，国公私立大

学図書館協力委員会との共催により，2024年度大

学図書館シンポジウムを開催した。当日は492名が

参加した。

基調講演

「オープンサイエンス時代にふさわしい「デジタ

ル・ライブラリー」の実現に向けて」竹内比呂也

氏（千葉大学副学長，附属図書館長 アカデミッ

ク・リンク・センター長，大学院人文科学研究院

教授）

2024年7月1日に講演者が主査を務める「2030

デジタル・ライブラリー」推進に関する検討会（以

下，検討会）から「オープンサイエンス時代にふさ

わしい「デジタル・ライブラリー」の実現に向け

て～2030年に向けた大学図書館のロードマップ～」

(以下，ロードマップ）が公開された。

ここで言うデジタル・ライブラリーは, 1990年

代に議論された「電子図書館」構想を更に進めた

もので，コンテンツのデジタル化を経た結果とし

て意識される運営やサービス，職員の知識やスキ

ルの変革などを内包する形でDXを推進する大学

図書館と定義され，検討会では2030年を目途に実

現する大学図書館のあるべき姿として位置付けて

いる。

具体的にはどのようなものなのか，三つの観点

が挙げられる。まず一つは支援機能・サービスの

面から，各機関がデジタル化してきたコンテンツ

§

「2030｢デ

:｡本図＝

2024年度大学図書館シンポジウム

ジタル・ライブラリー」の実現に向けた取り組み｣開催報告

☆★☆

館協会大学図書館部会 大学図書館シンポジウム担当
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スクフォースにより研究データ管理・公開ポリ

シーの策定を行い，それを機に実働部隊として専

任URAを図書館に配属することとした。

その体制を背景に採択された文部科学省のOA

加速化事業では、以下に取り組んでいる。

① 公開基盤・体制の整備

② 支援体制の整備

③ データ管理基盤の整備

④ 啓蒙・教育活動の展開

②のソフト面で特徴的なのは専任URAの活動

で，図書館職員に対してデータ管理支援者として

の教育を行っている点である。横国大では，リポ

ジトリ登録とともに今後のデータ管理支援につい

ても図書館職員が担うようにしていくスキームを

目指しており，この支援人材の確保のため，理工

系図書館を廃止し，図耆館の業務と人材の集約を

進めている。

なお，今後は研究のライフサイクルのすべての

プロセスで研究データの共有を念頭に置く必要が

あn 研究者の行動変容とともに支援者側にとっ

ての支援の概念の変化も求められている。

④の啓蒙活動では，データ管理計画作成など必

要な対応の周知，即時OA義務化の情報提供なとゞ

を行っている。また, APC支援事業ではOA化の

手法としてさまざまな選択肢も提供し，リポジト

リ登録を案内することでOA化の複層化を図って

いる。

③のデータ管理基盤では，2024年12月にGakuNm

RDM (以下, GakuNin)を導入した。研究者が所有

するデータの種類 公開の経験・スタイルなどを

調査したうえで，合理的な管理方法や利用パター

ンのテンプレート化を検討し，セルフアーカイブ

への転換へ向けた利用促進 支援活動へつなげて

いきたい。

このほか㈱OA化手法の習得 またその支援体

制のあり方についてフィードバックを得るための

調査を研究者向けに実施することを計画している。

これらの取り組みを推進する図書館員と専任

URAの間では定期的に勉強会を行っている。URA

からは，研究者のフィードバックを元に研究活動

におけるOAの位置づけや研究データ管理に関す

る知識の共有を行っている。一方，図書館員から

このような2030デジタル・ライブラリーの実現

のために何をすべきかを示すため，検討会では

ロードマップを作成した。2030年の到達点をゴー

ルとし，いつまでに何ができていなくてはならな

いかⅢバックキャスト的に検討したものである。

政策的な課題をどのように進めるかにあたって

は，各大学，インターユニバーシティ，国 グ

ローバルといったレイヤー別に考える必要がある。

各課題の枠組みのなかで，レイヤーごとになす

べき取り組みは異なるが，大学間での連携が有効

なものがあれば,1大学1図書館という前提にと

らわれず，「デジタル・ライブラリー」の実現に向

け，協力して課題の解決を進めるべきである。実

際 l大学l図書館を超えた連携の事例も増えて

おり，物理的な距離に縛られず『課題別の協力体

制が多層的に構築できるデジタル世界のメリット

が活かされている。

特に人材確保や育成の面では，大学図書館にこ

だわらず，部署としてのセクショナリズムを排し

て組織体制 人的資源配分を見直すこと，上位の

レイヤーでそのための新たな制度を検討すること

なども想定される。

現時点では海外の動向も見ながら調査 情報収

集を行っている段階だが，一つの正解があるわけ

ではない。またAIの活用など当初は想定されてい

なかった避けて通れない課題がある。日本の置か

れている状況を見据えて．自分たちがどういう選

択をするのか, 2030デジタル・ライブラリーを自

分ごととして考え，動いていかなければならない。

事例報告l:オープンアクセスの推進について

｢研究DXとしてのオープンアクセスの推進～横浜

国立大学の取組み～」松浦かんな氏（横浜国立大

学研究推進機構特任教員（助教) ･ URA)

横浜国立大学（以下，横国大）では2022年3月22

日に制定された「横浜国立大学附属図書館ビジョ

ン」を基軸に図書館と研究推進機構が有機的に連

携し，オープンアクセス（以下, OA)を推進して

いる。

かねてより図書館 URA,情報基盤センターは

それぞれでOA推進の取り組みを行ってきたが，

2024年3月に部局をまたぐ全学データ基盤整備タ
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はりポジトリ登録に関する問い合わせや登録作業

での課題などを共有している。

実践的な面では，先述のフィードバック調査に

先立ち, URAの説明のもと図書館員が実際に

GakuNinを利用して手順の確認を行った。データ

管理は研究者だけのものではなく，今後データの

公開を含め，デジタルアーカイブとしての機能が

求められる図書館にとっても，すべての職員に要

求される知識だという認識を高めるためでもある。

このような取り組みを元に研究活動フローと業

務フローを定め，実施可能なガイドラインの作成

と環境の整備を進めていく予定である。

④ 剰窃チェックッールの利用義務化推進

⑤ APCの助成制度の拡大

⑥ OAに関する啓発活動と研究倫理教育

事業の①では，研究成果をリポジトリ．業績管

理researchmapへまとめて登録できるようなシ

ステムの構築を目指している。

⑤では，補助金が得られたことで従来のAPCの

助成制度を拡大して実施している。すべての専任

教員を対象とし, WOSのQ2以下の学術誌に投稿

された論文のOA化を積極的に進め,OAに関す

る認知度や積極性を高めようとしている。

なお，学内の助成の充実に部署間連携は欠かせ

ない。学術論文助成制度も構想から実施まで半年

超かけてさまざまな部署と協力しながら内容を詰

め，実行に至った。OA加速化事業の体制でも研

究推進部が中心となり，そこに情報システム部や

図書館 業績管理を担っている学長室も加わり，

複数部署の協働で行っている点が神大の特徴であ

る。

OA推進がこれから教育・研究を発展させてい

くために必要な施策であることを各部門間で共有

し，図書館を始めとする他部署と連携しながら．

大学全体として積極的に進めていきたい。

｢神奈川大学のオープンアクセス支援～世界へ，そ

して未来へ～」小池孝昌氏（神奈川大学研究推進

部研究推進課）

神奈川大学（以下，神大）では,OA助成制度と

して国際学術論文助成とAPCの免除・割引という

二つを実施してきた。

国際学術論文助成は，神大の研究力強化と国際

的なプレゼンス向上を目的に国際学術誌へ投稿す

る際の諸経費を助成するもので, APCは実費 そ

の他費用は年10万円まで支給するものである。助

成区分・要件としてWeb of Science Core CoUection

(以下, WOS)収録誌への投稿を基本とし，タイプ

別に対象誌と対象者の属性を定めている。助成の

明確な効果を測るには継続的な調査が必要である

が, 2019～2023年のデータでは論文数に比してOA

率は上昇し，上位ジャーナルの論文数が増加して

いる。また, 2023年度に助成した論文を見ると，

すべてではないが被引用数という形で効果が出て

いるケースもいくつかあった。

APCの免除・割引では，出版社3社と免除の転

換契約，2社と割引契約を結んでおり，転換契約

費用は研究推進部が間接経費により負担している。

加えて，2024年度はOA加速化事業に区分3と

して採択されたため（交付額48,132千円),以下の六

つの事業を全学的に推進中である。

① セルフアーカイブシステムの構築

② 研究データポリシーの策定

③ リポジトリ登録作業における権利調査のマ

ニュアル化

事例報告2：著作権・知的財産関連教育について

｢2030「デジタル・ライブラリー」構想における著

作権教育について」鈴木努氏（早稲田大学図書館

利用者支援課長，国公私立大学図書館協力委員会

大学図書館著作権検討委員会主査）

2030デジタル・ライブラリー構想の課題として

挙げられている著作権（知財）教育とその専門人

材の育成について．現在行われている取り組みを

整理．概観する。切り口として授業目的公衆送信

補償金等管理協会（以下SARTRAS)の共通目的

事業による助成事業（2022～2024年度）から，大学

および大学関係機関による取り組みを調査した。

まず，大学ITC推進協議会(AXIES)にて2022

～2024年の3年間 教材開発やその活用促進が行

われている。主に著作権法35条を扱う「すごくわ

かる著作権と授業」は, PDF版とWeb版に加え

て英語版もリリースされており, Web版では著作

権クイズも用意されている。また，「基礎から学ぶ
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著作権」というドラマ仕立ての動画コンテンツで

は, SNS投稿や生成AIの利用など学生にとって

身近なテーマの設定 一編ずつの動画の短さなど

視聴意欲や関心を高める工夫が行われている。

千葉大学では「著作物利用に関するニーズ調査」

が行われた事例がある。大学学習資源コンソーシ

アム(CLR)の協力のもと千葉大学アカデミック・

リンク・センターが2023年12月～2024年3月に実

施し，国公私立大学16校の教員・職員を対象とし

たインタビュー調査である。教材として著作物を

使用する際の具体的な悩みや疑問を知る貴重な

ソースになっている。

大学以外での取り組みでは文化庁の各種講習会

の認知度が高い。「著作権セミナー」や「図書館等

職員著作権実務講習会」などが毎年開催されてい

るが，コロナ禍以降はオンライン参加やオンデマ

ンド視聴も可能で，公開される資料や動画は各組

織での人材教育に資するツールになっている。

著作権情報センター(CRIC)にも有用なコンテ

ンツが多く，著作権制度に関する多数のガイドや

動画が公開されている。

講演者が主査を務める大学lYl耆館著作権検討委

員会でも．著作権法改正にあたっての各種団体と

の調整活動「大学図書館における著作権問題

Q&A」の維持管理，シンポジウム・講演会の開催

や講師派遣など多様な活動を行っている。

現在はいよいよ開始となる「図書館等公衆送信

サービス」への対･応に取り組んでいる。2024年12

月には図書館等公衆送信補償金管理協会(SARLB)

の特定図書館登録の説明会が開催された。著作権

法にもとづいて行われるDXの一環であり，デジ

タル・ライブラリー推進の一歩である。

教育を広める活動を行っている。

活動では，知財教育のFD (Faculty Development) ,

知財関連のSD (Staff Development)および教材の

拡充開発を行い，蓄積した資産やノウハウを組み

合わせて知財関連事業の充実を図り，その成果を

提供することで各大学等の知財教育実質化と自立

化等を進めることを目的としている。

具体的には，山大モデルと呼ばれる知財教育資

源（教材や授業ノウハウー式）を何年も蓄積し，他

大学等に利用を推奨している。また，アンケート

調査などによる教育効果の測定、データ分析なとﾞ

を通して授業改善に活かしている。教育にとどま

らず．研究者の発明，大学の特許出願のような知

財実務にも取り組み，蓄積されるさまざまな事例

を実際の授業に取り入れるなどしている。

これらの資源の利用は全国に拡大，定着し，各

大学等に即した多様なFD･SDセミナーやプログ

ラムが実施されてきた。受講者数の実績は2023年

までに学内・学外含め1 17,283人に及んでいる。

山大の中で実際にこれらの知財教育を担ってい

るのは知的財産センターである。山大では知財教

育を全学必修とし,1年生2,000人が学部．専攻問

わず受講する。他大出身の院生向け，留学生向け

の英語講義も開講している。加えて，メールの書

き方や研究倫理についても講義に盛り込み、学生

に必要な周辺のリテラシーを併せて指導すること

も重要と考えている。

また，知的財産センターでは，学内に限らず参

加可能な無料オンラインセミナーを年間30回程度

開催し，好評を得ている。

加えて! 2024年度にはSARTRASの共通目的事

業の助成を受け，誰でも参加可能なオンラインセ

ミナーを継続的に開催するとともに，講師を招聰

した対面形式のセミナーも企画 実施した。併せ

て，教育機関等への教員の派遣や有識者による勉

強会など，著作権および著作隣接権をはじめとす

る知財教育の普及・定着活動を行ってきた。今後

も各地の知財教育でlll大の人材‘コンテンツが活

用されることを希望する。

[NDC lO : 017.7 BSH : 1.大学図書館 2.電子図書館］

｢知財教育活動及び著作権セミナーの開催」小川明

子（山口大学大学研究推進機構知的財産センター

長，国際総合科学部教授）

山口大学（以下, 11_1大）は2015年7月30日から文

部科学省による「教職員の組織的な研修等の共同

利用拠点（知的財産教育)」の認定を受けている。

拠点組織では山大が申請校として基盤となり．人

材を集める役割を担っているが‘地方協力校であ

る9大学や外部評価・協力組織とも連携し、知財
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公益社団法人日本図書館協会2022-2025年度代議員

（個人・団体会員選出）補欠選挙結果報告

公益社団法人日本図書館協会

選挙管委員会委員長 大塚 奈奈絵

本年2月1日(土)から2月10日（月）に行われた公益社団法人日本図書館協会代議員補欠選挙は,2月

14日(金)に開票を行い，次のとおりの結果となりましたので報告いたします。

l 開票結果（個人選挙区）

［補欠選挙区定数］

個人会員選出選挙区

(1)愛知県選挙区 1(定数2

（2）奈良県選挙区 1(定数1

現在代議員数1)

現在代議員数0）

※団体会員選出選挙区（第7区地域図書館団体：定数1）については候補者がないため投票は実施せ

ず。

［候補者数］愛知県選挙区2名，奈良県選挙区1名

［投票総数]71票 投票率 49.0 %

・選挙区ごとに，定数，投票率，立候補者名、所属等（立候補届のとおり)，得票数，当選等の順に掲

載した。

。「当選等」の欄には、当選 次点と表示し，3票に満たない場合は「－」と掲載している。

新代議員の任期

新代議員の任期は，選任後に実施される代議員選挙の終了のときまで。

２

個人会員選出選挙区

所 属 等 得票数 当選等定数 投票率 立候補者名選挙区

ま き

真貴
こ そ が わ

小曽川 中京大学，愛知淑徳大学，南山大学 当選37

愛知県 46.8％1
これずみ

是住
､ が －

久美子 次点田原市図書館 ワ1
＝ 4

じゅんじるう

淳二郎
く れ は

呉服 当選奈良市立北部図書館（奈良市教育委員会）奈良県
1，

1乙57.1％1
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ワ
ホーナー日本交流某金による研修報告

■ 八田裕子
●図書館員の海外研修

2024年10月，ホーナー日本交流基金「図書館員

の海外研修｣!)で，約lか月アメリカ合衆国アリゾ

ナ州の公共図書館 大学図書館を訪問し‘アリゾ

ナ州図書館協会年次大会に参加する機会を得た。

この研修は，日本の司書が資金と人的サポート

を受けてアメリカの図書館で見聞を広めることが

できる他に類を見ない貴重な機会である。この研

修がなければ私がアメリカの図書館を訪れること

はできなかった。この場をお借りして関係各位に

お礼を申し上げるとともに‘この研修プログラム

が末永く続き，多くの日本の司書がこの研修に参

加されることを願うものである。

研修は私にとって驚きの連続だった。アリゾナ

州内の図書館関係者が集まる年次大会では，タ

トゥーもボデイピアスも気にかけないライブラリ

アンのファッションの多様性にまず衝撃を受けた。

図書館の訪問では，選挙と図書館の関わりや米国

市民権の取得支援，ライブラリー・オブ・シング

ズ（モノの図書館）をはじめ，私が所属する図書

館2)にはないサービスや考え方についてお聞きし

た。

特に印象深かったのはライブラリアンの存在感

である。個性，人柄，その人らしさ。アメリカの

図書館で強く感じたのは，ライブラリアンが顔の

見える存在としてパーソナリティを発揮している

ということである。研修で得たたくさんの学びの

中から 紙幅の都合もあり，ここではこの点に

絞って報告したい。

私の答えは何だろうか。担当した業務なら10も

20も思いつく。広報 ビジネス支援 情報リテラ

シー㈱選書は5，6，8類等を担当しているが‘

それが専門と言えるだろうか。仕方なく私は「ジ

ェネラル（全般)」と答える。考えてみれば異動ご

とに変わる業務に都度真面目に取り組んでいるだ

けのことで，「私は何者」と胸を張れるものを司書

のキャリアの中で私は持てていないように感じた。

日本の，特に公共図耆館について言えば，司書

として採用されたとしても，特定の分野だけに従

事する条件がつくことは稀である。むしろ，児童

サービスだけをやりたい等といった希望はまかり

通らず，スペシャリストの看板を掲げたジェネラ

リストであることが常に求められる。

アメリカでは，ライブラリアンになるために大

学で修めた専門領域に加えて図書館情報学修士を

取得することや，採用段階において特定の職種に

ついて能力がある人材が求められることはよく知

られている。大学図書館には，より専門的な主題

を取り扱うサブジェクト・ライブラリアンもいる。

アメリカの図書館では，このように，自分が図

書館においてどのような存在であるかが日本に比

べて具体的である場合が多い。利用者から見ても，

誰が何を自分たちに提供してくれるのかがより明

確だ。アメリカのライブラリアンに感じる存在感

はⅢ一つ，こうした制度上の仕組みによるところ

があると言えるのかもしれない。

●｢私」がいるからできること

「本は私たちの図書館のほんの一部｣。これは訪

問したいくつかの図書館で私が耳にした言葉だ。

州都フェニックスから約150kmのところにある

人口約1 2,000人の田舎町キャンプ．ヴェルデ。こ

の町の図書館3)のテイーンズ・セクションでは，

テイーンズ・ライブラリアンのザックさんが楽器

の手入れについてテイーンズとお喋りする会

｢テイーン・ミュージシャン・メカニックス」を毎

●｢あなたは何の司書ですか？」

滞在中，ライブラリアンにたびたび聞かれ，返

答に困ってしまった質問がある。それは「あなた

は何の司書ですか？」である。相手に同じことを

聞くと‘「私はテイーンズ・ライブラリアン｣，「私

はシステム・ライブラリアン」と明快な答えが

返ってくる。
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週開いているという。図書館に楽器の本があるか

らこの会を催すのではなく，ザックさんが楽器が

得意だから生まれた企画である。この会のため，

図書館にはキーボードやバンジョー等の寄付が寄

せられ，決して広くはないキャンプ・ヴェルデの

ティーンズ・セクションの一角は楽器コーナーと

なった。

他の図書館でも‘日本が好きなライブラリアン

が日本文化講座をしたり，珍しいヘビやトカゲを

家から連れてきて子どもたちに見せたりと，その

人ならではと言える取り組みをお聞きしてはいた。

しかし，演奏を教えたりバンドを組んだりするの

ではなく，楽器のメカニックの会 しかもティー

ンズを対象とした企画とは，なかなかマニアック

だ。図書館のコレクションをベースにした発想で

はこれは生まれない。自分という人間にできるこ

とを自分の館やポジションに当てはめてこその事

業である。

好評となっただけでなく新規利用者をも増やすこ

とになり､属性の異なる人々が集まる良質なコ

ミュニティができあがったという。両親がイギリ

ス人だというスタッフならではのアフタヌーン

ティーにまつわる発想だ。クリネンバーグはここ

で「図書館の職員は，新しいイベントを企画する

にあたり､私が予想していたよりもずっと大きな

裁量を与えられていた｡」と感想を述べている。館

として，おそらく利用者にも，このような職員な

らではの取り組みを受け入れる素地がある。

●お互いの顔が見えるということ

キャンプ・ヴェルデと同じヤバパイ郡内にある

人口約5万人の町プレスコット・バレーの図書

館5)。トゥイーン6)・ライブラリアンのアッシュさ

んが担当するトウイーン・クラブがある水曜の午

後．コーナーには学校帰りの子どもたちが次々と

やって来ていた。「ハーイ，アッシュ」と子どもた

ちが挨拶していく。アッシュさんも「ハーイI

ジョン，学校はどうだった？」などと名前を呼ん

で出迎える。知り合ったらファーストネームで呼

ぶことも当然のアメリカではあるが、職員と利用

者がこのように親しげに名前を呼び交わすことを

とても新鮮に感じた。「どの子にも自己紹介をする

し，子どもの名前は年に100人位は覚えている」と

アッシュさん。自分が関わる子どもの名前は極力

全員ということだ。ただ名前を呼ぶだけのこと。

だが，これが日本の図書館では意外と難しいこと

を私は知っている。

皿
二
一
言

一

戸 壼

一一王
▲LIBRARIES ROCK !のポスターが貼られた

キャンプ・ヴェルデのティーンズ・セクション

日本でも，司書の人生経験がサービスに生きて

くることはご承知のとおりだ。居住地 子育てや

介護 趣味，庭に咲く花。すべてがレファレンス

や選書で役に立つ。だが「家電芸人」「エヴァ芸

人」のように，個々の司書が持つ特技や趣味を積

極的に打ち出すことは日本ではあまりしていない。

一方，アメリカのライブラリアンには自分は何者

か宣言する勇気があるし，自分らしさを生かした

事業も実現できている。「楽器の会をしているの

は，ザックがここにいるから｣。キャンプ・ヴェル

デの図書館長は誇らしげにそう語ってくれた。

エリック・クリネンバーグの『集まる場所が必

要だ 孤立を防ぎ，暮らしを守る「開かれた場」

の社会学｣4)には，ニューヨーク公共図書館スワー

ドパーク図書館の「ティータイム」というイベン

トが紹介されている。ただお茶を提供するだけの

イベントだというが．これが高齢の常連利用者に

１
１

畦
Ⅷ
４
ゴ
ー
■
。
園
Ｄ

Ｉ
Ｉ

… 』可

篭今"・ド恩. 一一Ｆグーｌ

F､
宮鋪調
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▲手仕事とアニメが好きなアッシュさんが提供する

手芸等のプログラムがトウイーンに人気

アメリカでは違和感なく名前を呼び合うことが

できる。名前を呼ぶだけで，誰もが「場違いだ」

と感じることなく安心して図書館にいることがで

きる。オープンでインクルーシブであれという図

書館の理念を利用者に保障するための第一歩は，

ここではこんなにもシンプルだ。
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図書館に行かなくても，探している情報をイン

ターネットで見つけることができ，読みたい本を

取り寄せたりダウンロードしたりもできる世の中。

だが‘私という司書がいる図書館は，どこを探し

ても他にはない。私が今回訪問したアメリカの図

書館で感じたのは，そこに唯一無二と言えるライ

ブラリアンの姿や取り組みがあり，それらがその

図書館にわざわざ足を運ぶ魅力になっているとい

うことである。「私たちが楽しくなければ，図書館

に人は来ないでしょう？」。そう語るアッシュさん

がいるトゥイーン・コーナーは，世界中どこを探

してもプレスコット・バレーにしかない。

人の気配が感じられない図書館は文字通り図書

の館である。ライブラリアンは，それを人々のた

めの宮殿にもする可能性を持っている。アメリカ

の図書館には，顔が見えるライブラリアンの姿が

あった。図書館は成長する有機体。反応しあい変

化していく。その中にあって，私たち司書が無機

質などということではつまらないと思うのである。

事務室の入り口では，アウトリーチ担当のデボ

ラさんが大きな荷物を運びだそうと奮闘していた。

図書館に来られない住民のために本を届けに行く

のだという。私が所属する図書館では宅配業者に

本を届けてもらっている。プレスコット・バレー

公共図書館のウェブ・サイトにも，「郵便で届けま

す」とある。なぜ業者に届けてもらわないのか聞

くと，司書が運べば直接話ができるから，とのこ

と。本を届けるだけなら誰が行ったって変わらな

い。本を届けるだけではないデボラさんは訪問先

でどのように迎えられるのだろうか。「本が来た」

でないことは確かだ。

●｢私」のおすすめ本コーナー

嶺織蟻

圧

l)小泉徹「国際交流プログラム「司書の海外研修：ホーナー

日本交流基金」について－アリゾナ州図書館協会と日本図書

館協会の交換研修1O周年」図書館雑誌104(4) (2010) pp.
222-223

2）オーテピア高知図書館（高知県立図書館・高知市民図書館

本館）

3 ) Camp Verde Community Library

4）エリックークリネンバーグ『集まる場所が必要だ 孤立を

防ぎ，暮らしを守る「開かれた場」の社会学』 英治出版

(2021 ) pp.82-83

5 ) Prescott Valley Public Library

6）トゥイーン(Tween)は,8歳から12歳位のテイーンズ未

満の世代を指す。（プレスコット・バレー公共図書館では，9

歳から12歳をトウイーン・サービスの対象としている）

7 ) Tempe Public Library

▲テンピ公共図書館のオススメ本コーナー

スタッフの人となりが感じられる

州都フェニックスの隣町，テンピ公共図書館7）

の壁を飾っていたのは，スタッフ・ピックス（ス

タッフのおすすめ）の本棚。各職員が一列ずつ棚を

受け持ち，おすすめ本を並べていた。各棚には手

書きで紹介した職員の名前があった。私が所属す

る図書館では自分の名前はまず書かない。「ビジネ

ス支援担当司書のおすすめ」などと書いておけば，

面倒もなく説得力もあって良いと思う。だが，こ

の図書館では実名でおすすめ本を紹介することを

選んだ。役所などで名札を外す動きがある日本と

は大きく違う考え方である。

参考文献

・豊田恭子『闘う図書館 アメリカのライブラリアンシップ」

筑摩書房（2022）

・田中あずさ「サブジェク|、．ライブラリアン 海の向こうア

メリカの学術図書館の仕事」 笠間書院(2017)

・鎌田均「北米の図書館学大学院留学．大学図書館勤務を経験

して」同志社大学図書館学年報 37 (2011) pp_68-73

・私立大学図書館協会パブリック・サービス研究分科会専門職

研究グループ「これからの図普館専門職を成立させるには」

(2004) https://www.jaspul･org/east/collegium/asset/docs/

20_2002-2003_public1.pdf (2025年1月23日閲覧）

（はった ゆうこ：高知県立図書館）

[NDC lO : 016.253

BSH : 1.図書館(公共)一アメリカ合衆|Z12.研修(図書館)]

●図書館の魅力を形作るもの

図書館で情報を提供する私たち司書は㈱機械で

もAIでもなく人である。人には個性があり，それ

が誰かを怒らせたり喜ばせたり，結び付けたりす

る。私たちは司書の専門性を磨くべく努力してい

るし，日本の窓口サービスが的確・迅速・丁寧で

あることは世界に誇れることだ。だが，この研鎖

の中で私たちは必要以上に個性を押し殺してし

まってはいないだろうか。
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■図書館で実践! SDGs 第4回し真庭市立図書館■／

｢持続可能なまちづくり」と図書館

~上杉朋子

らが地域に創造される新産業の担い手となる｡｣2)

とあります。同時に，市民が身近なテーマから経

済・社会・環境問題を考えて主体的にSDGsを推

進していくために，「｢木の〈に」にふさわしい図

書館の蔵書整備｣3)を行うことも記されました。

毎年度開催される「真庭SDGsミーティング」

では，2022年度に「真庭版SDGs行動リスト｣4)を

作成。このリストでSDGsの四つ目の目標「質の

高い教育をみんなに」は，「図書館に行こう｣、「真

庭市には7つの図書館があります。図耆館を活用

し，学びの機会を持ち続けましょう」とされてい

ます。

1. はじめに

2005年に九つの町と村が合併して誕生した真庭

市は，岡山県の最北の中山間地域。少子化と人口

減少に悩みつつ，木質バイオマスなど地域資源を

生かしたまちづくりに取り組んできました。2()25

年の2月時点で人口は40,673人◎南北55kmの広大

な市域に，六つの地区館と中央館があり，自動車

文庫(BM) 1台が巡回しています。

2．真庭市とSDGs

広大な市域の約80％が森林である当市では，木

材を切り出し，加工して出荷するまでの全工程を

市内で行うことができます。90年代から木質バイ

オマスによる地域振興を目指し，地場産業と資源

を生かした経済循環を軸に地域の再生を図ってい

る好例として，『里山資本主義｣')で注目されまし

た。2015年3月に策定した第2次真庭市総合計画

では，2040年までに「地域資源が循環する持続可

能なまちづくりを推進することにより多彩な真庭

の豊かな生活を達成する」としました。この「多

彩な真庭の豊かな生活」を真庭市では「真庭ライ

フスタイル」と呼んでいます。

その後，2018年度に「SDGs未来都市」となり，

｢自治体SDGsモデル事業」にも選定されました。

｢岡山県真庭市 SDGs未来都市計画」（以下, SDGs

未来都市計画）では、「2030年のあるべき姿」に，

｢木の香りあふれる中央図書館を拠点とした生涯学

習、木造の小学校・こども園等を拠点とした郷育

により．都市の『効率』より農山村の『生活の質」

を重視する若者，関係人口，移住者が増加し，彼

3．真庭市立図書館とSDGs

次に 真庭市立図書館でのSDGsの関連する取

り組みについて中央図書館を中心に紹介します。

中央図書館は2018年の7月に開館しました。勝

山町庁舎として使用されてきた築37年の鉄筋コン

クリート造りの建物が，青木茂建築工房の設計で

リファイニングされ，中央図書館として生まれ変

わりました。リファイニングとは，元の建築物の

構造を80％使うため廃材が少なく，建築コストも

60～70％縮減 耐震性を確保しながら，新築とほ

ぼ同等に再生して寿命を伸ばす建築手法です。

床や壁などの内装には木材がふんだんに使われ，

学習室の机や閲覧テーブルなどは真庭産の木材で

市内業者が製作しました。

1階と2階の閲覧室の冷暖房は木質バイオマス

ボイラーを使用。バイオマスボイラーの燃料は木

材を加工する際に出るかんなぐずから生まれた木
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ワイン・ビール・チーズといった発酵食品の生産

が盛んな土地でもあります。そこで，「真庭と発酵

文化」という資料コーナーを設け, SDGsコーナー

と関連付けて案内しています。

質ペレットで，市内業者から購入しています。特

徴的な1階天井の七つの丸い天窓は｣m震基準を

満たすため，構造上問題のない場所に穴を開けて，

建物を軽くするためのものです。ここから2階の

明かりや外の明かりが入ってくるので、1階の照

明を少しだけ減らすことができ，二酸化炭素排出

量の削減にも貢献しています。館内の照明はすべ

てT ,FDで，トイレなどの照明には人感センサーを

使用しています。

旧部 品

鷺囎

｡

▲｢真庭らしいSDGs」コーナー

(2)郷土資料のアーカイブと発信

①｢まにわ図書館ラジオ」

特別なスタジオではない館内の一角にゲストを

迎え，ここでのおしゃべりを,FMトランスミッ

ターで館内のあちらこちらに置いたラジオ受信機

から生放送。ゲストは市民，メインパーソナリ

ティはラジオDJの経験をお持ちのIターン移住し

てきた方です。合併前の町の暮らし，山の暮らし

など，毎回テーマを決めて1時間程度お話しをう

かがっています。2022年から始めて，2025年1月

18日の放送で6回目となりました。番組は図書館

公式YouTube「まにわとしょかんチャンネル」に

アーカイブしています。

▲真庭市立中央図書館 閲覧室の天窓

中央図書館が開館すると，市内の7館が「真庭

市立図書館」としてまとまって運営していく基盤

が整いました。2021年には‘図書館の基本計画で

ある「真庭市図書館みらい計画（真庭市図書館基

本計画・子ども読書活動推進計im)｣ (以下，図書館

みらい計画）を策定。この図書館みらい計画では，

市民や団体が地域の情報を共有し，地域のことを

わが事として話し合い，考え，力を合わせて必要

な取り組みを行っていく地域自治によって真庭ラ

イフスタイルが成り立つと考えて、地域自治の拠

点となることを図書館の使命と定めました。

以下，図書館みらい計画を拠り所に進めている

取り組みの中から．SDGsや持続可能なまちづく

りと関連するものを紹介します。
灘

｢まにわ図耆館ラジオ」

②｢100年前の植物標本展」(2023年度）

中央図書館の前身である勝山図書館を取り壊す

ときに，建物の中から古い植物標本が多数見つか

りました。これは，牧野富太郎|車士とほぼ同時期

に，勝山を中心に植物採取をした勝山藩士子孫の

九津見肇氏が残したものでした。 市内のネイ

チャーセンターに整理してもらったところ700点以

上あることが分かり，標本展を開催しました。当

(1)「真庭らしいSDGs」コーナー

中央図書館のSDGs図書コーナーでは，「真庭ら

しいSDGs」という視点で選んだ資料を紹介して

います。真庭市の産業や伝統工芸 林業と木質バ

イオマスの活用など市民にとって身近なテーマで

SDGsについて考え，行動のヒントになるような

資料です。また，真庭市は味噌・醤油・日本酒．
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「SDGs未来都市計画」にうたわれているよう

に，市民が身近なところから気軽にSDGsについ

て知り，行動につながるような資料コーナーを整

えること。暮らしの記録 真庭の自然，歌という

｢地域の資源」を図書館という仕組みを使って市民

と一緒に収集し，編集して地域に循環させていく

こと。こうした取り組みを積み重ねることで，図

書館は「地域自治の拠点」となることができ，「持

続可能なまちづくり」にも貢献できると考えてい

ます。

2025年の2月，近所の小学校の6年生36人が総

合学習で中央図書館を一日「運営」しました。図

書館に来たことがない人に来てほしい‘本を借り

てもらいたい，という私たちの「悩み」に対して，

6年生が一緒に知恵を絞ってくれました。カウン

ター業務や排架はもちろん，館内ツアーやスポー

ツ体験教室 スタンプラリーなどの企画，一日館

長も3人。打ち合わせを経ての本番ではたくさん

の人たちを迎えて，みんないい表情でした。図書

館を利用する側から，利用してもらう側になると

いう体験が，「持続可能なまちづくり」の担い手と

しての一歩にもなっていたらいいなと思います。

時は朝ドラ『らんまん』が放映中だったこともあ

り関心が高く、岡山県内のほか関東，九州からも

来館されました。同時開催した植物標本を作る

ワークショップでは，図書館の裏山の植物を採集

して図書館資料で調べ，標本に。以来、このワー

クショップは夏休みの恒例企画となっています。

③｢真庭市立図書館附属みんなの校歌研究室」

2022年度から地域おこし協力隊と一緒に，休

校・閉校になった小・中学校の校歌を集めていま

す。市内全館で地域の方たちに聞き取りを行い，

校歌を歌ってもらい，その様子を動画に撮肌「ま

にわとしょかんチャンネル」で公開しています。

振り付けのある校歌もあり，覚えている方に踊っ

ていただきました。

土地の風物，子どもへの思いなどが歌い込まれ

ている校歌はⅢその地域にしかないローカルソン

グ。故郷を離れて暮らす卒業生にも好評な取り組

みです。校歌を収集する過程も大切な時間で，二

人一組での肥汲みが大変だったこと，児童数が少

なくて修学旅行に保護者や近所の人たちも一緒に

行ったことなど，少し前の暮らしぶりを知ること

ができるお話をうかがう機会となっています。

圧

l)藻谷浩介・NHK広島取材班『里山資本主義 日本経済は

「安,し､の原理」で動< j KADOKAWA (2013)

2）「岡山県真庭市 SDGs未来都市計画」(2018年8月第1版）

https://www･citymamwalg.jp/uploaded/attachment/23449.p

df p.5

3）同上 p､24

4）「真庭版SDGs行動リスト」

https://www.city.maniwa･lg.jp/uPloaded/attachment/29640.p

df

（うえすぎ ともこ：真庭市立中央図書館）

[NDC 10 : 0162175 BSH :真庭市立図書館］

鍵
｢真庭市立図書館附属

みんなの校歌研究室」
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小規規模
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その317 アジア・アフリカ図書館

心心の心心心心の心心の心心の心心の心心令心心心心の

|圏’

奮戦 市民・留学生・研究者のための

アジア・アフリカ図書館

かつた東アジアが減少し，東南アジ

アからの留学生が増えています。今

後も変化する留学生のニーズに留意

すると共に，彼らから母国の今につ

いて教えてもらうことも重要だと考

えます。語学院の教職員と連携して

取り組んで参ります。

若井世台子

アジア・アフリカ図書館（以下，

｢AA図書館｣）は公益財団法人アジ

ア・アフリカ文化財団（以下, ｢AA財

団｣）が運営する専門図書館です。中

国の政治家・歴史学者・文学者・書

家として著名な郭沫若（かくまつじゃ

<）の在日亡命時代の蔵書を収めた

｢郭沫若文庫」の設置を図書館設立の

契機としており、半世紀を超える歴

史があります。アジア アフリカ世

界の和書と原書 約20,00()冊を所蔵

しています。

AA図書館は，設立の経緯等から，

サービスを届けたい対象が三つに分

かれます。小規模館なのでアジア・

アフリカ全般について専門性を発揮

するのは困難ですが，三つの対象そ

れぞれを大切に，ニーズを汲み取っ

ていくことにより。独自性のある‘

魅力的な図書館を創っていけるので

はないかと考えます。現在の取り組

み等をご紹介します。

を,AA図書館が専門書・学術書を

扱っています。

また．「みんなみフェスタ」と銘

打って毎年．三鷹市立南部図書館と

AA図書館が協力してイベントを開

催しています。今年は．インドネシ

アの伝統工芸．バテイック（ろうけつ

染め）を取りあげ。親子で参加でき

るワークショップを開催しました。

参加者は和やかな雰囲気の中でろう

けつ染めの体験を楽しむと共に．講

師からバティックを巡る歴史，文化

的な位置づけ等の解説を聞きまし

た。しばしの間，インドネシアの文

化や人々の生活に思いをはせるなとﾞ

何かを持ち帰っていただけたのでは

ないかと考えています。

3 研究者のための図書館

冒頭「郭沫若文庫」の設置の歴史

的な経緯について触れましたが，

AA図書館では最近。もう一つ歴史

的なエピソードにかかわる出来事が

ありました。戦後の上海における邦

字紙『改造日報」がAA財団の施設

内から発見されたのです。

『改造日報』の原紙は日本には存在

しないと考えられていたので．『改造

日報』や同紙と一緒に発見された諸

資料は研究者の|訓に留まり,AA図

書館は．にわかに貴重資料を収蔵す

る図書館として注目されました。こ

れらの諸資料は，従来は研究されて

こなかった時期の日中文化交流史を

明らかにする史料となり得るという

判断から，’1｣日文化研究会（代表：高

細博文・日本大学名誉教授）による整

理・研究が始まっています。未知の

分野に光を当てる研究に乞うご期

待！

2 留学生のための図書館

AA図書館は「専門学校アジア・

アフリカ語学院の図書室」という性

格も持っています。

アジア・アフリカ語学院の創立は

1961年。開校当時はアジア.アフリ

カ世界の諸言語を教授する日本唯一

の語学校でした。開校以来，教員は

教材盗料，生徒は地域研究の参考図

書としてAA図書館を利用してきま

した。主要な生徒は日本人でしたが，

グローバル化の進展に伴い，2000年

代以降は日本語を学ぶ外国人留学生

が増えました。そこでAA図書館で

は「留学生用図書」という書棚を新

設。日本語学習のための多読用図書

や日本語能力試験の問題集 日本で

の就職を目指す留学生のために業界

解説本等を配架しました。

留学生の出身地域は、数年前と比

しても変化しています。かつて多

l 三鷹市民のための図書館

AA図書館は2012年に三鷹市との

間で「パートナーシップ協定」を締

結し，図書館活動の分野での連携・

協力を確立しました。

AA図書館は財団本部社屋の2階

にあり,1階が三鷹市立南部図書館

(愛称「みんなみ｣)，3階は財団が運営

する専門学校アジア・アフリカ語学

院の教室となっています。1階の三

膳市立南部図書館では,AA図書館

の「郭沫若文庫」の主要な収蔵品を

展示し，市民の「郭沫若文庫」への

関心を高めています。アジア・アフ

リカ関連の蔵書収集については，三

際市立図書館が主に入門書・概説晋

■アジア・アフリカ図書館

所在地：東京都三鷹市新川5-14-16

盆0422-44-4640

開館日：火（予約制)．土，日

開館時間: 12:00～17:00

入館料：20()円（三鷹市の図書館利用

カード提示で免除）

E-mail : aa-libf@aacf.or.jp

URL : https://aacfor.jp/library/

(わかい せいこ：

アジア・アフリカ図書館）

[NDClO : 018.22

BSH :アジア・アフリカ図沓館］
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三題噺連職その三百十九溌艤驍齢図書館の巻

海と地球の専門図書館！

- JAMSTEC図書館の

レファレンス事例について－
◆

長尾典子

US計画研究推進委員会2008)がヒット。現物を確認した

ところ，表紙デザインに「Versatne Eco-monitoring Net-

work by Undersea-cable System」の記載がありました。

この．「Eco-monitoring」と「Undersea-cable」の両単語

に，資料によってハイフン有無等の表記揺れがあるとの

ことです。

本文から，日本語正式名称は「海底ケーブルを用いた

地震等多目的地球環境モニターネットワークの開発に関

する研究｣．文部科学省の前身である科学技術庁の競争的

資金「科学技術振興調整費」による研究であることがわ

かりましたので、文部科学省HP中の「科学技術振興調

整費」のページ(https://www.mext.go.jp/a_menu/kagaku/c

housei/index.htm)を確認。「研究課題データベース」への

リンクがありましたが、この競争的資金が2010年に廃止

されたためかリンク切れで，その他のページにも英語名

称が見つかりませんでした。英語版HP, WARP (NDL f

ンターネット資料収集保存事業）経由の旧科学技術庁のHP,

書庫で当時の「科学技術白書jや『科学技術要覧」等も

確認しましたが，すべて空振り。意外に見当たらないこ

とに焦り始めます…。

気を取り直し，正式名称でOPACを再度検索。報告書

や研究紹介パンフレットがヒットしたので．現物で表記

を確認しました。その他，インターネット上で見つかっ

た関連論文や研究紹介等もあわせ，ハイフンの有無やス

ペース使用等‘表記は見事にバラバラで，標準的な記載

の特定には至りませんでした。

なぜこれほど記載がばらつくのかを調べたところ，イ

ンターネット上に学術英語の用法を紹介するページがあ

りました。「ハイフンを入れるか入れないかについては厳

密な規定はなく，同類の語でもハイフンを使う場合と使

わない場合があり，区別の基準が明らかでないことも多

国立研究開発法人海洋研究開発機構（以下. JAMSTEC)

は. 1971年に認可法人海洋科学技術センターとして設立

されました。以後半世紀余り，海洋研究を通じて地球科

学の発展に寄与することを目標として研究開発を行って

います。約1,000名の研究者・技術者・船員・事務職員が

所属し，有人潜水調査船「しんかい6500」や地球深部探

査船「ちきゅう」，スパコン「地球シミュレータ」など．

さまざまな研究船や研究設備等を保有しています。現在

は最新の北極域研究船「みらいⅡ」を建造中の，海と地

球の研究所です。

そんなJAMSTECの図書館は．在籍する研究者や職員

に必要な文献を提供することを主業務としつつ，一般開

放目的の図書館を持つことが特徴です。研究成果報告書

や研究者の著書 海洋地球科学の一般害，専門書 児童

書 科学絵本などを所蔵し，企画展示やイベントを通じ

て幅広い層に海と地球について学ぶ機会を提供していま

す。このたびは，所属職員と一般の方に対応した最近の

レファレンスと，思い出のエピソードをご紹介させてい

ただきます。

－ そのl

かつてJAMSTECが関わったプロジェクト「VENUS

計画」の英語正式名称を知りたい。インターネット

上の情報や文献によって，ハイフンの有無などで，

微妙に表記が異なっている。

JAMSTEC設立から半世紀，当時を知る職員が徐々に

引退していく中で，過去に実施した調査や開発技術，研

究成果が風化しないよう．記録にまとめているベテラン

職員から依頼をいただきました。

「VENUS計画」は通称なので，最初に基礎的な情報を

確認します。OPACで「VENUS計画研究報告書』(VEN
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館に来館しますので，迎える司書も（深海生物については）

相当マニアックな質問に対応する（心の）準備ができてい

るのですが，物理学の質問をいただくとは予想外でした。

｢海と地球の研究所」のIXI耆館司書、まだまだ修業が必要

だと感じたレファレンスでした。

い」（エナゴ学術英語アカデミー「ハイフン」https://www.ena

gojp/academy/hyphen/)なるほど，表記に厳密な規定がな

い上に，インターネットも現在ほど普及していない30年

前の国内の研究では，英語表記ゆれの統一にもあまりこ

だわっていなかったのかもしれません。結局，明確な回

答には至らず．調査過程とパターンをまとめてご案内し

ました。

図書館としては‘自機関の成果物にもかかわらず，所

蔵が断片的で調べ切れなかったことが悔やまれました。

特に灰色文献はタイミングよく収集し整理しておかない

と‘いざというときに情報提供できないという，アーカ

イブの重要性を思い知らされたレファレンスでした。

－ その3

（おまけ）釣った魚のお腹からナゾ生物!？

15年ほど前の夏。今よりずっと静かだった一般公|；M図

書館に，幼稚園生くらいのお子さんと手をつないで仲良

く来館されたお父さん。お子さんが絵本に夢中になって

いる間に，やおらカウンターに，ティッシュとアルミホ

イルにくるんだ，鉛筆くらいの太き長さの生物を取り出

されました。「釣った魚をさばいたら，内臓から今まで見

たことがない生き物が出てきたので正体を突き止めたい」

とのこと。まきかの現物登場！

ただ，当時は所蔵資料も少なく，専門書を総動員して

もそれらしい情報は見つけられませんでした。「どうしよ

う…」と思ったそのとき，ご近所の水産系の研究所も図

書館を一般公開していたことを思い出しました。その場

で連絡したところ．所属研究者に問い合わせて〈ださり，

ご厚意ですぐに対応していただけることになりました。

お父さんは，ナゾ生物をもう一度丁寧にアルミホイルに

包みなおし，お子さんと手をつないで楽しそうに出発さ

れました。その後の選耆で慌てて関連資料を増強しまし

たが，図書館で生魚を直接取り扱った楽しい（？）思い

,'llとして記憶に残っています。

－ その2

1「常磁性」について載っている本はないか。

一般公開図書館に小学生のお子様と来館されたお母様

からの質問です。ご自身もWikipediaで調べてみたが．

よくわからなかったとのこと。

確かにWikipedia「常磁性」の記述は相当難しい内容

でした(https://jawikipediaorg/wiki/%E5%B8%B8%E7%A3%

81%E6%80%A7)。小学生でこんなことに興味を持つなんて

すごいなあ．“と感心しつつ，洲査を開始します。

まずは所蔵する小学生向けの理科の本，磁石に関する

記述のある学習マンガ等を棚あたりで確認しましたが，

｢常磁性」の記述はありませんでした。

物理学関連の専門的な事典類（『地球の物理学事典』（朝倉

善店2013年）等）には項'－1があり．大学生レベルの物理

学のテキスト（『強磁性（多体電子論:1)j (東京大学出版会

1998年）等）に解説も見つかりました。ただ，これらはい

ずれも物理学の法則を含めた高度な専門知識が必要だっ

たので，小学生向けにもう少し易しい情報を探ります。

『地球大図鑑」（ネコ・パブリッシング2005年）に磁鉄鉱の

写真があり、名前からいかにも磁性と関わりが深そう

だったので，インターネットで「磁鉄鉱 常磁性」で検

索してみると，「常磁性」を持つ岩石をリステイングして

いるHPがヒット。(TrekG E O「鉱物データベース」https://

trekgeo.net/m/b/61magnetichtm )他にも．信越化学工業株

式会社のHP「マグネット用語集」には常磁性の解説の

ページ, (https://wwwshinetsu-rare-earth-magnet.jp/design/

words/paramagnetism.html) ,「希土類磁石の基礎」には磁

性体の解説のページ(https://www.shinetsu-rare-earth-magn

etjp/design/index.html)があり，それぞれ参考になりそう

でしたので．これらの結果をまとめてご案内しました。

JAMSTECは深海の研究所のイメージが強く，夏休み

中などには遠方からも「ちびっこ深海生物博士」が図書

レファレンスに対応するたび，次はもっとお役に立て

るようにしたいと気が引き締まります。「海と地球の困り

ごとはJAMSTEC図書館に！」と思い出していただける

ことを目指して今後も精進してまいります。

海洋研究開発機構横浜図書館

所在地：神奈川県横浜市金沢区昭和町3173-25

開館日・開館時間：月～金 10;00～17:00

休館日：上記以外の土，日，同民の祝日・休日，年末年始．そ

の他．機柿の指定した日

ホームベージ: https://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment

/library/

レフアレンス協同データベース: https://crdndl・go.jp/referen

ce/detail ?page=pro_view&id =42 1()()20

（ながお のりこ：国立研究腓1発法人海洋研究開発機櫛）

[NDC 10 : 015.2 BSH ;レファレンス ワーク］
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お串紹介！第246回ドイツ日加丹究所図書室
今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今

俘盧収容所の
記録が伝える日独交流

諦①図書館
人

一板東コレクションー

長嶺陽子

1.はじめに

ドイツ日本研究所（以下DIJ)は，東京に拠点を

持ち，人文・社会科学分野の日本研究を行う，ド

イツ連邦政府の公的研究機関です。1988年の設立

以来，現代日本が社会，経済，政治‘文化などの

分野において世界とどのように関わり，影響して

いるのかを研究してきました。DIJに附設した図

書室は，その研究活動を支えることを目的とした

日本研究に特化した専門図書館です。当初は．主

にドイツ語で書かれた日本に関する文献や，日独

交流の歴史についての資料収集に注力していまし

たが DIJの多様化する研究プロジェクトに対応

するために収集方針を広げ，現在では，ドイツ語

日本語 英語によるさまざまな関連資料を収集し

ています。それらの所蔵（文献約2万冊および雑誌

約300誌）は，事前にご予約いただければ、一般の

方も図書室内での閲覧が可能です。研究所のホー

ムページに載っている図書室のOPACや, Nii学

術情報ナビケータCiNmからも所蔵を検索いただけ

ます。

とができる貴重な資料です。ここではまず，コレ

クションの歴史的背景とその設立経緯について説

明いたします。

1914年，日本軍はドイツの権益にあった中国山

東半島を攻撃し，膠州湾（こうしゆうわん）の青島

(チンタオ）要塞を占領しました。この日独戦争で

俘虜となったドイツ人などの兵士約4,700名は『日

本各地に設置された12の収容所に護送されました。

その後, 1917年に徳島県板東町（現在の鳴門市）に，

板東俘虜収容所（以下板東）が設立され，約1.000名

の俘虜が移送されました。松江豊寿所長の人道的

な管理のもと，彼らは各自の経験や技術を生かし

た商業活動や，さまざまなスポーツ活動 講演会

や演劇といった文化活動を盛んに行いました。こ

れにより，板東は模範収容所として高い評価を受

けました。さらに，地域住民との交流も活発で，

俘虜兵によって紹介された技術や知識は，後の日

本社会にも影響を与えました。ちなみに，年末の

風物詩であるベートーヴェンの「第九交響曲』を

日本で初めて演奏したのも‘板東の音楽会でした。

2006年に公開された映画『バルトの楽園』は．そ

の歴史をテーマにした作品です。

板東コレクションの設立は, 1998年にドイツの

古書店から板東に関する一次資料を入手したこと

に始まります。その後, DIJホームベージで公開

2．板東コレクションについて

今回ご紹介する板東コレクションは，第一次世

界大戦時に日本の俘虜（ふりよ）収容所に, 1914-

1 920年にかけて収容された俘虜兵によって記録さ

れた一次資料です。同コレクションは収容所での

生活の様子や，地域住民との交流について知るこ

糞?競輪鳥 …板東コレクション

パーチャ蝉産金 榊 輕 宝劉
隙’；‘.．K1ppF~．

・凸I
毎 F

瓜へ
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鞠ﾉｰ蕊騨
_ ‐… 一等 ■■■■■■■

御匝駐
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▲板東コレクションのウェブページ ▲収容所オーケストラ
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クションの大半をデジタル化し，ホームページ上

で公開しました。これに先立ち，2003年からデジ

タル化プロジェクトを開始し，当時の主任司書と

IT部門職員および助手2名が，約1年半をかけて

データベースの制作に取り組みました。それは大

変な作業でしたが，鳴門市のドイツ館をはじめと

するさまざまな方々の協力を得て、ドイツ語と日

本語によるバーチャル展覧会が完成しました。こ

うして，より多くの方々にコレクションを閲覧し

ていただけるようになりました。

しかしその一方で，資料の大半は制作から100年

以上が経過し，紙資料の劣化が進んでいたため，

図書室ではその保存が大きな課題となっていまし

た。そんな中、縁あってベルリン国立図書館アジ

ア部への寄託が決まりました。2021年末にすべて

の資料は同館に移され，現在は適切な保存環境で

管理されています。また，同館のデジタルセン

ターでは，コレクションを再度デジタル化するプ

ロジェクトが進められており，すでに同館OPAC

へのコレクション目録登録は完了しています。近

い将来，最新技術を,駆使したより鮮明な映像で，

板東コレクションを皆様にお届けできることで

しょう。

された同コレクションのバーチャル展覧会をご覧

になったロルフ・エーヴェルト氏より，彼の大叔

父にあたるルードルフ・エーヴェルト元俘虜兵が

遺した，書籍や写真などの資料を2004年･ 2005年

の2回にわたり寄贈していただき，総数約5,600点

に及ぶコレクションとなりました。

3．資料内容

資料には，新聞，小冊子，地図 講演原稿 演

劇やコンサートのプログラム，パンフレットなど

の印刷物や写真，俘虜の郵便物などが含まれてい

ます。印刷物は．ドイツの古い筆記体ジュッター

リーン(Stitterlin)で手耆きされ、謄写版印刷を用

いて板東の印届ll所で制作されました。中には多色

刷りのイラストや凝ったモチーフの装飾が印刷さ

れたのも多くあり、印刷職人の高い技術と芸術的

センスを感じます。また，収容所新聞『デイ・バ

ラッケ(Die Baracke)』や「日刊電報通信(TTD) j

からは板東の日常が伝わります。例えば，ある日

のTTDには，「図書室の目録を書き写す助手を求

めております。報酬有；美しく清書できることが

必須条件」と掲載されていました。司書が几帳面

なのは万国共通のようです。写真コレクションに

は収容所内の活動や地元の人々の生活，板東周辺

の風景を撮影したものも多く残されています。 5．おわりに

板東コレクションをご紹介する機会をいただき，

ありがとうございました。同コレクションが日本

研究のさらなる発展に貢献できることを願ってい

ます。
新聞『デイ・バラッケ』

カラーイラスト入り

N().17, 20. Jan. 18 ・板東コレクションホームページ

h ttps://bando.dijtokyo.org/?lang=ja

・ベルリン困寸図書館OPAC (StabiKat)

h ttps://stabikat.de/

■参考資料

･ Band6-Sammlung des DIJ nun in Berlin, Ursula FlaChe､2022

https://blog.crossasiaorg/bando-sammlung-des-dij-nun-in-bel

lin

・鳴門市公式ウェブサイト：「なると第九」

https://www.city.nal･uto.tokushima・jp/contents/daiku/about

html

．『と・こにいようと，そこがドイツだ』IⅡ村一郎編著 20()6

＊執筆者･肩書は2025年3月時点

（ながみね ようこ：ドイツ日本研究所図書室）

[NDClO : 090 BSH : 1.稀書 2.ドイツ日本研究所図書室］
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‘鐸室一一…－．－…鐸舗号…鞠…､-隻『 図書室の助手募集

1917年7月6日

これらの資料は，日独交流史や第一次大戦時の

捕虜収容所を研究する国内外の研究者に活用され

るほか，地域の歴史を紹介する資料として一般の

方々にも利用されています。

4．デジタル化プロジェクト

2005／2006年に行われた日独交流事業「日本に

おけるドイツ年」の一環として, DIJは板東コレ

Ｉ
…
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■■■図書館員のおすすめ本⑬■四■
ぼくの村は壁で囲まれた パレスチナに生きる子

どもたち

高橋真樹著 現代書館 2017 \1,500 (税別）

連日ニュースになるイスラエルとハマスの停戦

交渉（本稿執筆時点(2025年1月))。ニュースを見て

もパレスチナで生きる人々の現状が断片的にしか

見えず，パレスチナ問題を理解したくて本書を手

にした。

現地の人々の日常と歴史が読みやすい文章で書

かれており，写真や地図も多数掲載されているの

で分かりやすく中高生にも読みやすい。

第1章と第2章では，イスラエルの占領がもた

らしている見えにくい暴力として「検問所」「入植

地」「分離壁」を挙げている。エルサレム旧市街近

くの村「ナビ・サミュエル」は鉄条網で囲まれて

おり，兵士の許可なしにはどこにも行けない。村

の土地の約80%は2000年を境にイスラエル軍に強

制的に取り上げられた。パレスチナ人の家の新

築・増築は許されないが㈱イスラエル人の家を建

てて住まわせている。これらの行為は国際法に違

反しているが，これが現状である。70年も故郷に

帰ることができず，その間に560万人に増えている

パレスチナ難民。占領地の過酷な現実に唖然とし，

今までの無知を猛省した。

そんな中でも社会を変えようとする新しい活動

として㈱第8章では世界遺産登録によって分離壁

建設を止めた村のプロジェクト，第9章では入植

地産製品のボイコット運動が紹介されている。

「ハマスによる民間人の殺害や誘拐は許されるも

のではありません。しかし，パレスチナの抵抗運

動を生み過激化させてきた理由は，イスラエルの

過酷な占領政策に他なりません｡」（2024年6月4刷

p. 3 ) ｢560万人の難民 そして450万人以上の占領

下の人々を．国際社会は何十年間も放置し，傍観

してきました。人々を絶望や恐怖にさらしておい

たままでいいのか？いま私たちにそれが問われて

いるのです｡」(p181)著者のストレートな言葉が

胸に刺さる。
L,のうえかおり

（井上香織：神戸市立湊川中学校・吉田中学校）

マンガの原理

大場渉，森薫，入江亜季著 KADOKAWA 2025

￥2,200（税別）

森薫と入江亜季の名は，おそらくマンガ好きに

は今更紹介する必要もないだろう。『エマ」で鮮烈

なデビューを飾った森薫と，初連載『群青学舎』

で一躍注目の的となった入江亜季，その二人の担

当編集であり, ｢Fellows!」『ハルタ」『青騎士」の

マンガ雑誌を創刊したのが、筆頭著者の大場渉で

ある。

タイトルの通り，マンガの描き方，作り方を解

説した本耆だが‘それはそのまま読み手にとって

の，マンガの読み方，味わい方の解説でもある。

マンガを読める人と読めない人，マンガを読みた

い人と描きたい人，そのどちらにも理論と実践の

両面からアプローチできる稀有な一冊だ。

実際 森薫の綴密な原稿も↑入江亜季のどこか

懐かしいタッチの原稿も，マンガ家と編集者の解

説が入ると，そのすべてが綿密なロジックに裏打

ちされていることがよく分かる。コマや吹き出し

の配置による視線誘導，描き文字の配置法やス

ピード線の入れ方（速さを表現するスピード線は，流

れていく背景を表しているので，人物の手前にも引くの

が正しい）などなど。逆に，回想シーンの枠外は黒

色が正解なのか等の問い直しもある。これほどま

でに練られているのかと思えば，上手い，の一言

で済ませてきた己を顧みて恥じ入るばかりだ。

少年・少女マンガではなく青年マンガの構成の

解説および実践の書として読む一方で、あまり見

えないマンガ編集者の仕事を知る，あるいはマン

ガ編集者の仕事論としても楽しめる。随所にあふ

れる三者三様のマンガ愛の発露も面白い。創作論

の引用文献も豊富で，ある種のブックガイドとし

ても役に立つだろう。

マンガ好きならば，いや，マンガを読んだこと

のない人にこそ読んでほしい一冊である。
ニそ が わ ま き

(小曽川真貴：中京大学司書養成課程非常勤講師，

日本図書館協会認定司書第1 096号）
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｜図書館員のおすすめ本⑪■■■
読書と暴動 プッシー・ライオットのアクティビ

ズム入門

ナージャ・トロコンニコワ著 野中モモ訳 ソウ・ス

ウィート・パブリッシング2024 \2,600 (税別）

「音楽（または芸術）に政治を持ち込むな」とい

うのはときどき耳にする言葉だが，本書の著者は，

モスクワの救世主ハリストス大聖堂で反プーチン

政権の曲をゲリラ演奏するという「芸術に政治を

持ち込んだ」のか「政治に芸術を持ち込んだ」の

かよくわからないパフォーマンスを行い‘有罪と

なって2年間収監される。

「アートと政治は切り離せない。私たちはアート

を政治的にするのと同時にアートを発展させてゆ

くことで政治を豊かなものにしようとしている」

( p.97)というのが，著者が創立したフェミニスト・

パンク・アート集団「プッシー。ライオット」の

スタンスである。

本書は著者が「人生で役に立つと思った」とい

う10のルール（｢政府をびびらせる」「アート罪を犯せ」

｢ビー・ア．（ウー）マン」など）を軸に，彼女たちの

活動から．逮捕，刑務所での戦いなと．を描く。「歌

を歌っただけで逮捕」などという現実が存在する

ことに驚かされ，「暴動」の意義を考えさせられ

る。「読書」について具体的に多くが語られること

はないが，フーコー，カント，チョムスキー，ゴ

ダール，ル・グウィン，ウィトゲンシュタインな

ど多様な思想家 芸術家からの引用と，そこから

引き出される論考を読むと，読書なしには著者の

｢暴動」はありえなかったことが理解できる。巻末

の「あるプッシー・ライオットの推薦図書リスト」

も見ごたえがある。

「アートとは現実を映し出す鏡ではなく，それを

かたちづくるためのハンマーだ」(p8)というブ

レヒトの言葉が印象深く引用される。「アート」を

｢本」「図書館」「図書館員」に置きかえて読むこと

は可能だろうか と考えてしまった。

さてこの本，図書館のどの棚に置こうか．…･･･
おおばやしよきとし

（大林正智：栃木県益子町中央公民館図書室）

[NDC 10 : 019.9 BSH :書評］

社会的処方 孤立という病を地域のつながりで治

す方法

西智弘編著 西上ありさ，出野紀子，石井麗子共編 学

芸出版社 2020 \2,000 (税別）

みなさんはほんのちょっとした悩みがあるとき

に気兼ねなく出かけたり，家族以外に話せる人に

会えたりする場所はあるだろうか。本書には薬で

はなく，社会とのつながりで地域の人の課題を解

決する方法について書かれており，図書館に人が

集まるヒントになるのではないかと考えたため，

紹介したい。

冒頭で，医療機関に持ち込まれる問題の2～3

割は社会的な問題であり『それを解決する方法と

して「社会的処方」を提案している。「社会的処

方」とは「地域とのつながり」を処方することに

よって問題を解決するというもの。市民活動が誰

かの「お薬」になるというものだ。難しく「社会

的処方」と言っているが昔から日本でも行われて

いた地域の人たちによる，声かけや地元の集まり

に似ている。しかし，おせっかいが嫌われる昨今，

こういった活動はなかなか難しい。

そのようなおせっかいができる人材を見つけ，

困りごとがある人へ紹介するしくみが本書で紹介

されている「暮らしの保健室」だ。学校の保健室

のように，医者にかかるほどではない悩みを話し

たり用事がなくてもふらりと立ち寄れたりする気

軽な場所だ。そこでなんとなく話した悩みに，解

決に近づく活動をマッチングしてくれる人がいる

なんて，なんと素敵な場所だろう。その引き合わ

せの方法やヒントが本書にはぎゅっと詰まってい

る。

図書館は誰でも自由に，目的があってもなくて

も来られる場所であってほしい，そういう場所に

したいと思っている。誰かにとっての「お薬」に

なる可能性を紹介できる場所＝「暮らしの保健室」

の役割を持った場所として図書館が頼りにされる

日を目指している私たちにとって，様々な出会い

を生みだすための教科書となる本であると思う。
わ き だた えこ

（脇田妙子：名古屋市守山図書館）
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未 来 の剛

図 書 館

の

未来の図書館

調査する住民の求める情報環境の整備

図書館笑顔プロジェクト著

東京 ： ひつじ書房

2024．xi, 141p : 21Cm

ISBN : 978-4-8234- 1223-3 : \2,400 (税別）

調
査
式
部
僅
民
の
求
め
琴

Ｊ
ｑ

NDClO：016.21

BSH :図耆館(公共)－日本

’

本書の著者「図書館笑顔プロジェ

クト」は，地域学の専門家．非常勤

教員（2名)，大学管理職 大手書店

員，情報産業会社員という6名に

よって構成されている。図書館にお

ける「笑顔」に着目したのは，『図書

館雑誌』の「フォトギャラリー」に

長らく図書館に関わる「人」を撮り

続けた漆原宏氏の作品に，たくさん

の「笑顔」があったことからで．こ

のプロジェクトは漆原さんの写真集

をつくるというミッションのもと編

成された。その動機は，現在の図書

館に漆原さんが捉えたような「笑顔」

が見つけられるかどうか，という問

題意識から始まったという。その成

果は，日本図書館協会から『ぼくは

やっぱり図書館がすき』(2017)を刊

行するというかたちで結実した。本

書は，その後も続いている現在の図

書館を考える議論の延長として編ま

れた成果である。本書の構成と概要

を整理する。

第1章「未来の図書館一調査する

住民の立場から」では，「情報利用や

コミュニティ活動を継続的．効果的

に行えるような提案を策定する」目

的での議論が展開されている。2節

の「先行研究による未来」では，戦

後から現代までの図書館の描かれ方

を一般誌も含めた雑誌の特集から．

｢行政・設置者による図書館」「図書

館の使い方」などの四つのカテゴ

リー別に23誌を列挙して概観してい

る点が興味深い。以下．3節の「利

用者の立場からの未来」に続く4節

｢未来の図書館」では,1)図書館機能

を周知すること，2)図書館の基本機

能（資料・施設・人）を整備するこ

と，3)デジタル化に対応すること，

4)住民の立場で図書館運営を改善す

ること．5)住民 地域，行政・運営

主体と共生すること，という「5つ

の提案」がなされ，「補足」として

｢未来の図書館への新たな展開」が示

l唆される。

第2章では，「公立図書館における

リモートアクセスでの商用データ

ベース提供の展望」として.l)使命

としてのリモートアクセス, 2)DB

提供の現状と課題, 3)DB来館利用

の現状と課題, 4)DBリモートアク

セスの現状と課題という4点からの

展望が提起される。大学図書館では，

VPN接続によるリモートアクセスは

実現されているが，公共図書館では

実証実験にとどまり提供には至って

いない理由が，商用DB提供者への

ヒアリング結果から示される。現状

では,DBベンダーの方針や当事者

意識も薄く消極的な運営を続ける図

書館と自治体のもとではリモートア

クセスの実現は困難で，その必要性

を住民自身が継続的・積極的に働き

かけることが必要だと提起している。

第3章「公共図書館における情報

リテラシー支援と地域資料のデジタ

ル化」では，インターネット普及後

の公共図書館での重点サービスとし

て，情報リテラシー支援と地域資料

のデジタル化の2点について議論を

展開している。「はじめに」に続く2

節の「調査する住民」以降，3節

｢情報リテラシー支援｣，4節「地域

資料のデジタル化｣．5節「重点サー

ビスの提案」の5節で構成される。

図耆や雑誌の閲覧 貸出だけでなく，

ユニークな地域資料のデジタル化

は．地域住民だけでなく世界からの

情報要求にも応じることができ，デ

ジタル情報の提供とアクセス．情報

リテラシー支援による情報探索スキ

ルの保障により，調査する住民の要

求に応えることができるとしている。

第4章「座談会」では‘なぜ，「図

書館笑顔プロジェクト」を始めたの

か．そもそも図書館とは何かについ

ての対話が繰り広げられている。以

下‘「図書館では『未知なる自分」を

発見することができる」「図書館の笑

顔は，『人と人との出会い』から生ま

れる」「図書館の『笑顔』を消すも

の，生み出すもの」「私たちがつくる

『図書館の笑顔』」「私が好きな『図書

館の笑顔』」「図書館に来なくなった

人」といったトピックで座談会は展

開されていく。

プロジェクト代表の長谷川豊祐

は，以下のような論旨で座談会を締

めくくる。「笑顔の量と質」こそが図

書館運営やサービスの有効な評価軸

であり，そのベースとして重要なの

が「自由」である。「自由」の象徴で

ある「笑顔」が「未来の図書館」に

つながるのだ。
しまだ まなぶ

（嶋田 学：京都橘大学文学部）
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Live !図書館員のおすすめ本 人はなぜ本を紹介するのか

スター版

日本図書館協会図書紹介事業委員会編

東京 ： 日本図書館協会

2024. 70p : 21cI11

(1LA Booklet ; no､19)

ISBN : 978-4-8204-2404-8 : \1.000 (税別）

リマ 蝿ヨ

Live!図書館員のおすすめ本

人はなぜ本を紹介するのか
一－－

リマスター閥

一

面NDClO：019.9

BSH :書評；図書館員
準…互里

クロストークのテーマは「君はな

ぜその本を推すのか」である。委員

である大林正智氏と高橋将人氏が

トークを展開させている。

どのように本を選び，それをどう

読者へ届けるのかというお二人の考

えは本書を読んでいただくのが一番

わかりやすいのだが，わたしが深く

心に残ったのは，書評や紹介文なとﾞ

の文章を書く際に意識すべきことに

ついてであった。図書館員にとって

｢本を紹介すること」は日常業務であ

るが，自分が紹介したいポイントが

利用者には響かなかったと感じるこ

とが多々ある。そのオススメを「誰

に」届けたいのか。お二人は届けた

い「相手」をしっかりと意識するこ

とを語っておられた。「みんなに届

く」ように書いたものは結局「誰に

も届かない」と。

続いてのパネルトークは「われわ

れはなぜ本を紹介するのか」をテー

マに行われた。書評家の田口幹人氏，

㈱文藝春秋の大矢靖之氏，学校司書

の仲明彦氏のトーク記録である。

田口氏と大矢氏はいくつものキャ

リアをお持ちで，それぞれの視点か

ら幅広いトークを展開されていた。

人と本をつなげるための戦略や，読

者が必要とする本とその提供のタイ

ミング，書店・出版社と図耆館のコ

ラボの可能性とその課題について，

話題は多|岐にわたった。同じ本に関

わる仕事でも立場が変わると見える

ものがまるで違うことに気づかされ

た。

仲氏は雑誌『暮しの手帖」表紙裏

の言葉を引用し「本を通して，何か

一つでも生徒の役に立てたならば嬉

しい」(p_23)と話しておられたが，

初心に立ち返る思いがした。多くの

図書館員が共感するのではないだろ

うか。

このパネルトークは．多角的な視

点でものごとを捉え今まで見えてい

なかったものに目を向ける良い機会

となった。

イベント「Live !」は質疑 まとめ

を行ったのち終了となったが リマ

スター版「Live l」にはクロストーク

登壇者と「Live l」参加者によるアフ

タートーク「時は来た！」が収録さ

れている。

参加者の視点も加わり内容に厚み

が増した。感想だけにとどまらず，

イベントで出た話題に対して深く掘

り下げ，さらに広がりを持たせてお

り，読みごたえ十分である。

本書は，イベントに参加されなく

ても読めば疑似体験ができるように

構成されている。登壇者やゲストの

思いに触れることができる。イベン

ト参加者にとっては，文字を通して

何度でも追体験できるのは幸せだ。

本を紹介する立場の方には，ヒン

トが詰まった一冊である。
ふ かや え り

（深谷恵理：大河原町駅前図書館）

2023年12月4日，日本図書館協会

会館を会場にして，イベント「Live !

図書館員のおすすめ本 人はなぜ本

を紹介するのか」（以下、「Live l｣)

が開催された。

本書は，そのイベントの記録に

｢アフタートーク」を加え，リマス

ター版として出版されたものである。

わたしはこのイベントの参加者の

ひとりであるが, ｢Live l」のイベン

トはまさにライブそのものだった。

その場で生み出される言葉に耳を傾

ける参加者の反応 時には笑い声も

おこる会場の雰囲気。

トークテーマそのものが図書館の

仕事に直結するものだったため興味

深く聴いた。手帳を見返すと心に刺

さった言葉はメモとして残されてい

る。

しかし， 手元のメモだけでは

｢Live !」全体の記憶は薄れてしまう。

そんな折に前述のリマスター版が出

版されることを知った。本晉を読む

と．その場で体験したことがよみが

えってくる。

本書にはイベント「Live l」が忠実

に再現されている。

はじめに，プロローグとして秋本

敏委員長が図書紹介事業委員会の成

り立ちと内容，目的について紹介し

ている。書評が書ける司書を増やす

ことが目的だと語っておられたが，

これは次のクロストークヘとつな

がっていく。
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棚 ◇◇◇協会彌信 …
~呼基蹄蕊…ｰ,辞 丙■

●●●

露 ご出③

書館を専門とする図書館情報学研

究者1名

質疑や意見の確認後，特別検討

チームについては理事長が承認する

事項として，設置を認めることとし

た。

<主な意見など〉

事務局長：今後の制度改正で．大き

なポイントとなるのはどこか。

松本委員：これからの議論となるが，

認定司書の活躍の機会，交流の機会

を作るということを考えている。そ

れ以外には．現在は認定司書の要件

として，「図書館勤務経験10年」と

なっているが，これを残す一方で

「5年」での申請も可能とする道を作

ることで申請者が増えるのではない

かとも考えている。

理事長：申請にあたって著作がハー

ドルになっていると思うが，著作を

発表できる場について検討してもら

いたい。

松本委員：最近では「現代の図書館』

に掲載してもらうことの検討を進め

ている。また，申請の要件を5年に

するとなれば，著作を求めないとい

うやり方もあるかもしれない。今後

議論することになると思う。

深水：小委員会の報告書がウェブサ

イトにあるということだが．見るこ

とはできるのか。

松本委員：提言の部分を認定司書事

業委員会のページで公開している。

注意書きとして，今後検討する土台

であることを付記している。

理事長：5人目の委員はいつ頃決ま

るか。

松本委員：4月から発足するので，

＊

9．「認定司書制度改正のための特別

検討チーム」の設置について

認定司書事業委員会の松本委員よ

り資料に基づき説明があった。日本

図書館協会認定司書制度は2025年4

月1日には第15期の認定司書が誕生

する。図書館界においてこの制度は

一定の定着を示していると考えられ

るが，制度設計時には想定されな

かった状況や環境の変化も発生して

いる。認定司書事業委員会では，制

度検討小委員会を設置して，制度の

課題や改善の方策等について提言を

まとめ．ウェブサイトでも公開して

いる。それをベースに認定司書制度

について実際に新たに運用していく

案を作成する。設置期間は2025年4

月1日～2027年3月31日を予定して

いる。構成員は以下のとおり。なお，

未定の1名の委員は発足までに決定

する。

(構成員）

大谷 康晴（認定司書事業委員会

委員長 青山学院大学）

青野 正太（研修事業委員会委員

長 認定司書事業委員会委員，駿

河台大学）

松原 伸直（認定司書事業委員会

委員，認定司書第2028号（第1期

認定．第10期認定更新),(福）新

潟市社会福祉協議会青年後見支援

センター）

二瓶 優（認定司書事業委員会

委員 認定司書第1197号（第12期

認定)，福島県立福島商業高等学

校）

有識者として公共図書館以外の図

日時：2月6日（木）14:00～17:00

会場：日本図書館協会504会議室

Web会議(Webでの出席は「W」と

記載）

出席常任理事：植松貞夫（理事長)．

鈴木隆（副理事長)，岡部幸祐（専務

理事兼事務局長兼出版部長)，海老根

裕（専務理事)，植村八潮（常務理

事)，杉本重雄（常務理事)，曽木聡

子（常務理事兼総務部長)，成瀬雅人

(常務理事）

列席理事：関根美穂（国立国会図書

館)．田村俊作（公共図書館部会：

W),角田裕之（図書館情報学教育部

会)，深水浩司（専門図書館部会)，

高橋恵美子（学校図書館部会: W),

久野高志（短期大学・高等専門学校

図書館部会:W)

＊

1.会議成立要件の確認

岡部専務理事兼事務局長兼出版部

長（以下「事務局長」という）より，議

事に先立って，会場及びZoom上の

画面で本人の出席を確認し，出席者

が定足数を満たし会議が成立するこ

とが確認された。

2．開会宣言・理事長挨拶

植松理事長（以下「理事長」という）

より挨拶の後 開会が宣せられた。

＊

<協議・報告〉

説明者として認定司書事業委員

会，松本直樹委員に出席いただくこ

とから．議事次第の協議順を変更し

て進行することとした。

》常任理事会④
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務部長」という）：資料をまとめる段

階でページ付けに混乱があった。今

後は別紙扱いとする等，検討する。

鈴木：会場参加者はともかく, Zoom

参加者にとっては個々のPDFファイ

ルを一本化しないと，それぞれ用意

しなくてはならないのではないか◎

深水：各資料に先につけられたペー

ジを削除して通しページにすればよ

いのではないか。

総務部長: Zoom参加の方はどうか。

ダウンロードする方法もあるがいか

がか。

杉本：ダウンロードする形の方が過

去の分を読めるので都合がよい。

田村：クラウドに置かれると，直前

の差し替えに対処できるか。受け取

る手間とすれば，今の方法で支障は

ない。

高橋：これまでの方法に慣れている

ので支障はない。Zoom参加の場合，

音声で聞くと説明が聞き取りにくい

ので，音声がきちんと聞ければ問題

ない。

総務部長：承知した。混乱がないよ

うに対応する。

2 . 2025年度公益社団法人日本図書

館協会事業計画について

鈴木副理事長（以下「副理事長」と

いう）より，資料に基づき説明が

あった。1月常任理事会で意見を求

め，寄せられた意見を反映したもの

である。大きい変更は，「図書館建築

賞について」は調査・研究．図書館

振興の取り組みの箇所に移した。ま

た，「地方交付税制度」に関する記述

は削除，重点事業として「学校図書

館の整備充実」の部分は，文部科学

省（以下．「文科省」という）の調査の

状況等について加筆した。自然災害

への備えとI1乎びかけについて，政策

提言に加筆した。

書館界の発展に資するよう努めてい

くことが肝要である。

今後は毎年度の決算状況を検証し

ながら，特に会費収入，出版収入，

研修参加費 受取寄附金，広告収入

の確保に合わせて．中央省庁等の補

助金・助成金の活用等に努め，財務

の持続的な安定の確保に|fi｣けての対

策を講ずることが必須であり協会存

続の鍵を握ることになる。

質疑や意見の確認の後，修正等を

加えたものを（案）として↑次回理

事会に諮ることを承認した。

<意見〉

高橋：策定の目的にある文章の表現

について確認してもらいたい箇所が

ある。また，資料の中で収入割合

(図表）の該当年を入れてほしい。

理事長：収入については．毎年度同

じとしている。今後10年，望ましい

収入構造として適切な収入が得られ

ているかどうかを見ていくことにな

る。

高橋：資料の図表をわかりやすく表

記してほしい。根拠となる文章が確

認しにくい。

深水：前提条件を入れておけば分か

りやすいのではないか。

成瀬：初めて見た人がわかりやすい

ように．説明を丁寧にすることが必

要である。

理事長：承った。

植村：この計画書を理解するための

補足資料，説明資料をつけるという

方法もあるのではないか。

理事長：検討する。

成瀬：この資料だが，通しページの

付け方がわかりにくい。資料をすべ

てまとめるのではなく、個別にすれ

ば，説明する方も聞く方にとっても

分かりやすのではないか。

曽木常務理事兼総務部長（以下、「総

速やかに決めたいと考えている。

1．中長期財務計画について

理事長及び海老根専務理事より資

料に基づき説明があった。「中長期財

務計画」策定に当たっては，定款第

3条「目的」及び第4条「事業」を

継続的，持続的に展開することを前

提に10年間の収支を基に，財務基盤

を健全なものとし，持続的な安定化

を図るガイドラインとすることを目

的とした。

計画の対象は．各年度の収入．支

出のみならず。協会会館の施設設備

に関するメンテナンス等の一時的に

発生する費用も計上した。計画期間

は2025年度から2034年度までの10年

間としている。「中長期財務計画試算

推計の前提条件」の下に予測値とし

て推計したものであり，今後の財務

状況の変化や毎年度の決算・予算編

成．経済情勢の変化を踏まえて，定

期的に確認し，調整を図ることが必

要と考える。

現状に即したシミュレーションと

なる「収支試算表」と，今後目標と

する「財務計画表」を作成した。特

定資産収入については，現状の金額

で計上している。また，会費につい

ては,1%ずつ減少していくことを

試算しているが，計画表では直近の

202 1年度から2023年度の状況を踏ま

えている。

収入確保や支出節減に努め，！}!長

期財務計画の下に本協会の公益事業

を一層推進することとしたい。財務

基盤の安定なくして本協会の未来は

ないため，本協会構成員一同が中長

期財務計画の達成に向けての協力と

団結することが欠かせない。

中長期計画の提示するところを理

解し、132年の歴史を持つ日本図書館

協会の活動を一層推進し，日本の図
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質疑や意見交換の後，この案で理事

会に諮ることが了承された。

3．2025年度公益社団法人日本図書

館協会予算について

事務局長より，資料に基づき説明

があった。一般正味財産増減の部，

経常収益では，受取会費を9942万2

千円とし 前年度より若干減ってい

るが，中長期計画の目標値は若干上

回るものとなっている。正会員の受

取会費の維持も必要だが，企業等の

賛助会員の受取会費の増額を来年度

の目標にしたい。事業収益について

は, 1 E2121万4千円で，前年度よ

り1千万円増である。増加の要因は，

出版収益．資料･交換参加費収益の増

である。資料交換参加収益について

は，来年度の依頼を踏まえた精度の

ある見積もりである。出版事業収益

についても出版計画に基づき試算し

ている。

費用の削減を行うにあたり，まず

は人件費を考えざるを得ない。旅費

交通費，通信運搬費については増額

としている。旅費交通費は，各委員

会，代議員総会等の旅費を積み上げ

ているものであるが，事業計画等を

踏まえた増であり、執行段階ではで

きるだけ節減につとめたい。通信運

搬費は，資料交換参加費収益の増に

伴うものである。また，出版事業収

益が増えるのに伴い印刷製本費も増

えることになる。

建物管理費は委託している業者か

ら値上げの依頼があったが．交渉に

より増加額を抑えた。手数料増は，

会費請求の方法の変更に伴うもので

減額は難しい。経常費用としては

2024年度予算より増としているが，

当期経常増減額としては黒字となっ

ている。

余裕がない予算となっているの

で，実際の執行にあたっては、でき

る限りの節約が求められる。基本的

には，中長期計画の目標値を目指す

ことで予算を作成している。ただし，

修繕費は，中長期財務計画では1"万

円と計上しているが、予算では最低

限の修繕にとどめることにしている

ため、金額は異なっている。

質疑や意見等の確認の後，第4回

理事会に議題として提出することを

承認した。

<主な意見なと零〉

成瀬：中長期財務計画の後の説明で

ある。予定どおりにいかないことは

わかるが，『図書館雑誌」の広告費が

わずかであるが，中長期財務計画と

差がある。出版売上は計画より多い

が．印刷製本費がさらに多く，費用

がかさんでいることになっている。

中長期財務計画と予算書に差がある

ことで執行部に対する懸念を持たれ

るのではないか。

事務局長：雑誌広告費については．

現在打ち切りの相談が増えてきてお

り，予算書の数字も努力目標である。

印刷製本費についても，事業計画を

基にした見積りよりも抑える形にし

ている。物価値上がりを加味すると

さらに増えるが，中長期財務計画を

踏まえて抑えた予算としている。

成瀬：中長期計画と同時に説明する

ことを想定した方がよい。

深水：分かりやすい細かい説明がな

いと‘会員も納得できないし不安に

思う。

理事長：説明の仕方については検討

する。

関根§IFLA会費や全国図書館大会

費用はどこに入るのか。中長期財務

計画では見直しをするということだ

が該当箇所がわからない。

事務局：中長期財務計画では諸費用

に含まれる。予算書では支払負担金

となっている。

関根：管理費の通信運搬費の増えて

いるのは何か。

事務局：代議員選挙を行うための経

費である。

深水：雑誌広告費は1面当たりいく

らになるのか。

事務局長：ページによって異なるが，

15万円程である。広告を出稿しても

らえそうなところがあればお知らせ

いただきたい。

植村：赤字になることを理解しても

らうことが必要ではないか。目標値

との違いは，説明はした方がいい。

印刷製本費はますます上がっている

のに会費は上げないので，自分事と

して理解してもらうべきである。

事務局長倉最初から赤字とするのは

厳しい。計画に沿った適正な予算で

あることを説明していきたい。

杉本：厳しいということを理解して

もらうことが大事である。

理事長：賛助会員受取会費について

は，300万円を見込んでいるので。心

当たりがあれば，勧誘をお願いした

い。

4．公益社団法人日本図書館協会に

おける2025-2026年度の理事・幹事

選任に関する基本方針及び選任方

法等について

理事長より，資料に基づき説明が

あった。2025年6月の第1回代議員

総会で新たな理事・監事の候補者を

挙げる基本方針と選任方法を記した

ものである。

2022年度第2回代議員総会で承認

された基本方針に準拠しており大き

な変更はない。基本方針では，公益

法人等の経営に関する理解・経験を

持つ者，コンブライアンスとガバナ

ンスについて理解・認識を共有でき
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にある役員に含まれるのか，選出方

法，報酬について伺いたい。

理事長：監事についてはそのとおり

である。理事については 例えば，

国会図書館からの理事は，ほぼ自動

的に外部理事として該当する。もし

そうでない場合は，業務執行理事の

' |'で該当者を置くことも考えてい

る。報酬は，概ね週3日勤務できる

かどうか否か等によって決まる。

事務局長：理事は20名の枠の中で考

えるということである。追加という

ことではない。

深水：外部理事・監事の要件のとこ

ろで，「社員が法人である」というの

は施設等会員が法人であるという理

解でよいか。そういうところから外

部理事を出すことはできないという

ことか。

理事長：代議員であるかどうかとい

うことが|:IIj題となる。

5 . 2025-2026年度公益社団法人日本

図書館協会理事・監事選任日程に

ついて

理事長より，資料に基づき説明が

あった。

特段の意見はなく，選任日稚は以

下のとおりとし，次回理事会の議題

として提出することを承認した。

・選任に関する審議及び決定

（審議）通算第4回（定時第4 1ml)

理事会（2025年2月20日(木))

（決定）通算第2回（定時第2回）

代議員総会（2025年3月13日(木))

・理事・監事候補者推薦依頼

(1)依頼予定日: 2025年4月4日

（金）

（2）推薦締切日：2025年5月9日

（金）

・候補者の報告及び決定

2025年度通算第1回（定期第1回）

理事会(2025年5月22日(木))

・理事：監事の選任

2025年度通算第1lnl (定時第1回）

代議員総会（2025年6月12日(木))

6 . 2025-2026年度における本法人の

運営課題等について

理事長より，資料に基づき説明が

あった。代議員に対し，理事・監事

の推薦を呼び掛けるにあたり。ここ

にある協会の課題について取り組ん

でいただける方を推薦していただき

たい。

第一に，「健全な財務基盤の確立に

Ih]けた取り糺lみ」のため，収入源の

拡大と支出の縮減が基本となる。収

入の拡大のためにも個人会員・施設

等会員の減少に歯止めをかけること

が喫緊の課題である。読書と図書館

に関心を持つ多くの人々に本法人へ

の関心と理解を得られるような広報

活動の強化や事業の展開を行う。

第二に，「コンブライアンスの確立

とガバナンスの強化と継続」につい

ては，従前より繰り返していること

である。さらに加えることとして．

意思決定の迅速化を図る必要がある。

第三として，「事業計画の優先順位

に関する意識の確立」についてであ

る。本協会は公益法人としてやるべ

きことを多数抱えている。人的体制

や財務状況から総花的に実施してい

くことが困難であることから，財務

計画に即して本法人の能力と制約に

関する分析を行い優先111H位をつけて

行っていくことが必要であるとした。

質疑や意見等の確認の後．2月1O

日までに意見をいただき，修正等を

加えて次回理事会の議題として提出

することを承認した。

<主な意見等〉

関根：この後の手続きはどうなるか。

理事長：議題4の理事・幹事選任に

関する基本方針及び選任方法等と一

る者，図書館振興事業を通して社会

に貢献するという，協会の設置目的

に沿った活動，事業を企画・実施で

きる者．そして今回から，「公益社団

法人及び公益財団法人の認定等に関

する法律」（以下．「認定法」という）の

改正に伴い，外部理事・監事それぞ

れ1名以上を選任することになり，

今回から適用される。

外部理事の要件としては，本法人

の業務執行権を有する理事または職

員ではなく，かつ就任前10年間に業

務執行理事または職員 代議員でな

い者，外部監事についても同様であ

る。

選任要件としては，業務執行権を

有する理事8名．理事A(前回は「一

般理事A｣) (各地区推薦理事)5名，

理事B(各活動部会等及び国立国会

IXI書館推薦)7名,|司様に監事3名

の選任要件も変更はない。

4月4日に理事長より全代議員に

対し，選任要件と「2025-2026年度に

おける本法人の運営課題等につい

て」を添えて。理事・監事の推薦を

依頼する。各代議員は理事を2名，

監事を1名推薦できる。理事Bにつ

いては各部会及び同ウ国会図書館に

対し候補者の推薦を依頼し，5月9

日までにお願いする。選任について

の方法はこれまでと変更はない。

なお，代議員総会での選出にあ

たっては．書面決議書で投票された

場合，代議員総会に会場出席しても，

先に提出した投票が優先されること

を確認する。

質疑や意見等の確認の後，次回理

事会の議題として提川することを承

言刀1ナエ
側jL,レノ､－o

<主な意見など〉

深水：外部監事は現行の3名のうち

1名ということか。外部理事は定款
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緒に理事会に諮り，選任方法等が代

議員総会で承認されれば，4月4日

に推薦を求める際につけるものであ

る。

7 . 2024年度通算第2回（定時第2

回）代議員総会の議題について

事務局長より，資料に基づき説明

があった。2024年度通算第2回（定

時第2回）代議員総会の開催につい

ては，2024年12月19日開催の第3回

理事会において承認されたが，議題

については理事会等の審議の進捗に

より調整の可能性があるとしてい

た。改めて，次のとおり提案する。

議題としては，定款の改正について，

2025-2026年度の理事・監事選任に

かかる基本方針及び選任方法等につ

いて，報告としては，中長期財務計

画について，2025年度事業計画及び

予算について，代議員選挙規程の改

正について．補欠選挙の結果につい

て’第110回全国図書館大会長崎大会

及び第111回愛媛大会について，報告

を予定している。

特段の意見はなく，次回理事会と

して提出することを承認した。

8．「認知症バリアフリー図書館特別

検討チーム」の設置期間延長につ

いて

総務部長より，資料に基づき説明

があった。2019年に発足し. 2021年，

2023年にそれぞれ設置期間の延長と

なり，現在3期目が終わるところで

ある。しかしまだ活動の目的が達せ

られていないということで．もう1

期延長の申請があった。3期目の延

長の際に常置の委員会への移行とい

う意見もあったが．部会・委員会の

あり方の検討を始めることもありそ

こには至らず，今後その中で検討を

継続していくことになる。

設置期間は2025年4月1日から

2027年3月31日まで．代表者，委員

は変更ない。

田村理事（認知症バリアフリー図

書館特別検討チーム委員）から補足

説明として，日本認知症官民協議会

が活動を続けており．公的機関とし

て図書館が活動していることが評価

されている。対外的な活動が今後も

必要であること，図書館界の中で認

知症に関する啓発を進めるというこ

とも求められているので設置期間の

延長をお願いしたい。

質疑や意見の確認の後 理事長の

承認事項として．設置期間の延長を

認めることとした。

<主な意見など〉

成瀬：延長はもう1期だけと言われ

たが，それでよいか。

理事長：特別検討チームが長く続く

のは望ましくないので，部会・委員

会のあり方検討が進んだところで．

見直してもらいたい。

植村：活動の成果を．特別検討チー

ムだけでなく親委員会である健康情

報委員会の中でもかまわないので形

にしてほしい。

田村：来年度出版の計画は進めてい

る。

10.委員会委員の承認について

以下の委員の退任について承認し

た。

・図書館の自由委員会

【退任】小南理恵（鶴見大学文学部）

11.寄附全について

以下の寄附金について，承認した。

2025年1月1日～1月31日入金分

一般寄付金：2件 5,176円

指定寄付金:21件 349,632円

合計 23件 354,808円

12．新入会員の承認について

以下の新入会員について，確認し

承認した。

・2025年1月31日現在

個人会員A:3名

個人会員B:1名

施設会員C:1名

13 報告事項

(1)図書館・学校図書館の運営の充

実に関する有識者会議（第2回）に

ついて

総務部長から説明があった。今回

は議題が「デジタル社会に対応した

図書館・学校図書館の充実の在り方

について」とされており，植村委員

から「図書館・学校図書館における

デジタル活用の概況と今後の運営充

実に向けて」として．電子図書館。

電子書籍サービスの導入状況を中心

に発表があり，紙資料と電子とのす

みわけ，電子図書館による市町村立

図書館と学校との連携 読書バリア

フリーの拠点になること，不登校や

特別支援生徒への支援，デジタルに

強い人材育成他，今後運営の充実に

向けたポイントをお話しいただいた。

また，筑波大学の池内委員は，公

共図書館の状況を中心に，電子書籍

サービスの主なコンテンツを児童

生徒対象としている自治体の例の紹

介や，出版社ごとの電子書籍の状況

などを踏まえ．今後利用者のニーズ

について調査を行うことと，単独の

自治体で提供するのではなく，いく

つかの自治体でコンソーシアムを構

築する。長野県の「デジとしょ信州」

の取り組みのような形を提案された。

最後に．杉並区立高井戸第三小学

校の学校司書である土屋委員から、

勤務校での実践例として，オンライ

ン事典サービスを活用した学習など

を紹介され。発達段階を考慮した利

用指導や，だれもが等しく学べる環

境の整備，言語能力や情報活用能力

の育成を支えること 情報資源は一
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択ではないといった発表があった。

この後に，委員からの意見交換で

は，デジタルに絞り‘多数の委員か

ら意見があり，協会からも理事から

寄せられた意見をもとに，学校図書

館と公共図書館の連携という面で．

それぞれの図書館システムの連携に

より蔵書の共有など，実際に始まっ

ている例があることや，課題などに

ついて意見を述べた。

<主な意見など〉

高橋:1回目の会議のときに報告さ

れていた堀川副座長の「学校司書の

配置は96 6％が会計年度任川職員」

という部分について，ご本人から訂

正の連絡があった。6月に公表され

た文科省の2023年度調査を読売新聞

が記事にしており．小・に'1学校を中

心にまとめている。文科省の報告を

確認したところ，その数字は小・中

学校のものだったとのこと。

曽木理事の報告で．第3回理事会

でも，協会として「学校図書館職員

に関する実態調査」（以下，「実態調査」

という）を行っているので，調査結果

を報告してほしいと発言した。文科

省がテーマをデジタルに絞るという

意向はわかったが．事業計画に調査

を行ったことが記載されており，非

正規雇用職員に関する委員会では2

月19日に衆議院第1議員会館で「会

計年度任川職員の継続雇川を求める

院内集会」を実施することになって

おり，その時に昨年の「お願い」の

文書の発出と記者会見，実態洲査の

中から継続雇用に関するところを報

告することになっている。小形委員

長からは「学校司書に関する提言」

を3月．4月をめどにまとめたいと

言われている。文科省からデジタル

に絞ってほしいと言われているとし

ても，学校司書のあり方について論

議してほしいと意見もあったので，

協会からもぜひ触れてほしい。学校

図書館部会の幹事会からも希望が出

ている。

理事長：有識者会議の議題の中で，

折に触れてということになる。

14．その他

(1)第111回全国図書館大会愛媛大会

について

成瀬理事より説明があった。対面

での分科会希望について，部会，委

員会に調査したところ3委員会から

希望があった。愛媛大会では，日本

図書館協会の運営としてテーマ別の

|山つの分科会を企画し，各委員会，

有識者の協力を得て開催をする。こ

れらについて，準備委員会で了解を

得た。2週間後の理事会までに，具

体的な提案もしたい。

愛媛県立図書館は改修工事のた

め，2月から仮施設で開館している

が、大会ロゴマークを作成する等，

順調にPRを始めている。昨年より

lか月早い開催となるが．4月には

実行委員会が立ち上がる。引き続き

ご協力をお願いしたい。

＊

＊今後の予定

・2024年度通算第41｢'’（定時第4 1EI)

理事会

日時：2025年2月20日(木)13時30

分～17時

・2024年度通算第2回（定時第2回）

代議員総会

日時：2025年3月13日(木)13時～

17時

金◆ 事務局カレンダー ◆ん’ダ

＊○印の日が事務局のお休みです。
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※4月30日(水)は図書館記念日,5月は図書館振興の月です。



240 図 書 館 雑 誌2025-4

ばらです。すべて基礎自治体の事例

であることも，図書館と地域のダイ

レクトなつながりが重要であること

を示していると言えます。

そのため，筆者の勤務する国立国

会図書館で即座に同じ取り組みをす

ることは難しそうですが，いずれの

事例もいち読者として興味深く読み

ました。新川氏の総論にあるとおり，

市民提案型であるために，いっそう

各地域のニーズに沿った，かつ多様

な実現方法での事業がなされるのだ

と脈に落ちました。また，一人の地

域住民として，「高齢者施設への読書

支援」「リサイクル・イベント，瓦

版」「図書館託児」などの活動に関

わっていくこともありえるのかもし

れないと思いました。もちろん読者

のみなさまの場合には，公共図耆館

ばかりでなく，学校図書館や大学図

書館においても．より直接的に事例

を参考にしていただけるのではない

でしょうか。

また，連載である「図書館で実

践! SDGs」や「図書館員の本棚」

の記事からも，期せずして住民参力'1

の部分が伺えるようにも思われます。

なお，並び順の答えは立地の東西

(西から東へ)，でした。著作権的に言

えば五十音順電話帳などと同様，創

作性のない配列かもしれません？

(いや，もろもろ考えた末の編集なので，

やはり創作性はあると思いますが…･･･）

ある意味では配列に頼らないそれぞ

れの事例のいわば「素材の味」です

が，今号もみなさまの参考となれば

幸いです。 （宇野亮一）

編集手

今号の特集テーマは「市民提案に

よる図書館との協働」です。目次な

どを見て，何の順に並んでいるのだ

ろうと思った方はいらっしゃるで

しょうか。いつもなら．総論が最初

にあるのは一般的として，各論も

｢個別の基礎自治体／広くサポート

する都道府県」「公共／学校／大学」

など．順番の背後にある考え方がう

かがえるものですが，今回はそれぞ

れが地域の固有の事情に根差してお

り．よい意味で各記事の趣旨がばら

図害館雑誌／5月号予告(Vol.119 No.5)特別定価1362円5月20日発行予定

特集：「そと」からの図書館長による新たな取り組み（仮題）予定内容＝図書館の可能性を引き出すマネジメン

トー一般行政職からみた館長職とは（嶋田学)，わたしたちはどこへ向かうのか－大学から県立長野図書館に飛び

込んで実践したこと（森いづみ)，原点を問い続ける－今どこにいて，どこからきて，これからどこへ向かうのか

(志賀アリカ)‘指定管理館の館長になって（藤坂康司)．『行政職で培った経験・感覚』は強い武器になる－行政

職の図書館長として（山本章弘)、「小さなまちの奇跡の図書館」館長論-NPO法人本と人とをつなぐ「そらまめ

の会」の18年の軌跡（下吹越かおる)。以上の特集のほか，第15期(2025年度）日本図書館協会認定司書名簿及び

審査（報告) (JLA認定司書事業委員会・認定司書審査会)｡<ウチの図書館お宝紹介！⑰九州産業大学図書館〉「引
き札」の紹介（宮丸由美子)，〈図書館で実践1 SDGs①多摩市立中央図書館〉無印良品と多摩市立中央図書館に

よるSDGs関連イベントの取り組みについて（米山薫),<れふあれんす三題噺⑳公益財団法人矯正協会矯正図書

館〉多彩な調査資源で司書の好奇心も刺激するレファレンス（平松智子，滝澤佳代子)，2024年度第4回理事会議

事録2024年度第2回代議員総会議事録等の記事を掲載した特別号にてお届けします。


